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　序章　朝













　目覚めても、セアラ・ラプトの表ひよう情じようが就しゆう寝しん中ちゆうと変わることはなかった。ベッドから身を起こし、バスルームで顔を洗あらい、リビングの床ゆかにパジャマを脱ぬぎ捨すてる。

　カトラス市の評ひよう議ぎ会かいによって準じゆん備びされた、高級ホテルの一室。

　カーテンから染しみたわずかばかりの朝日が、薄うすい闇やみの中、ほっそりとした彼女の裸ら体たいを白やかに潤うるませる。

　しみひとつない肌はだと、光を含ふくんだ瞳ひとみ。

　星光に似にた銀色の髪かみは、肩かたにまで届とどいていた。

　彼女は天使──

　そう呼よばれる存そん在ざいの一人だった。

　だが、自らに流れる血は、彼女にとって誇ほこるべきものではない。今ではもう思い出し苦しむこともないが、それは忌いむべき過か去こに直結していた。

　セアラは薄闇の中、照明をつけることも、カーテンを開けることもせず、テーブルに置いてあった衣服を手に取る。

　あまり発達していない胸むねは下着をつけずとも行動の妨さまたげにならないが、たしなみとして身につけるよう彼女は指し導どうを受けていた。だから身につける。

　次にシャツに袖そでを通し、下には黒いストッキングを穿はいた。

　そうして、スカートとワイシャツを身につけ、細剣レイピアのホルダーが通った分ぶ厚あついベルトを締しめたあとで、堅かた苦くるしい警けい護ご官かんの上着をまとう。上着の上じよう腕わんには、四大陸神しん聖せい連れん邦ぽうの官かん吏りであることを示しめす『重ね金十字』の印章が縫ぬいこまれている。これを着て歩けば、天使といえども人間は襲おそってこない。

　天使と人間は、戦いつづけている。

　戦いは、世界を滅ほろぼした『鉄てつ槌つい』の時から、もう二〇年つづいていた。

　翼つばさを失い、力を失い、『楽園』から追放された天使は、最初こそ、神に『鉄槌』を打ち下ろさせた犯はん人にんだとして人間に一方的な虐ぎやく殺さつを受けたが、今では力を取り戻もどし、人間に熾し烈れつな報ほう復ふくを行っている。

　セアラは人間に与くみした天使──『進化種』と呼ばれる存在だった。

　だが、それもセアラにとっては、自らの血と同様に価か値ちのないものだった。

　特とつ権けんを与あたえてくれる警護官の制せい服ふくも、セアラにとっては無価値に等しい。

　かわりにセアラは恋こい人びとを愛いとおしむような手つきで、そっと静かに、薄うす汚よごれた一いち枚まいのスカーフを手に持った。

　光こう沢たくのない真しん紅くのスカーフだった。

　これをくれた男が死んだことは、すでにきかされている。

『俺おれの誇りを、おまえにやろう。おまえは天使を捨てた。だが、己おのれの価値を捨てる必要はない。それを忘わすれるな』

　男の言葉は、今も鮮せん明めいに胸に残っている。

　どうしたらいいかは、わからない。悲しむことも、泣くことも、怒おこることも、セアラはしてこなかった。死はセアラにとって常つねに側そばにあったもので、別べつ段だん怖こわくはなく特別だと思える事象でもない。

　ただ、失ったという事実は、揺ゆらめくことのない感かん情じようの湖のどこかで、静かに水位をあげていた。

　セアラは黙だまって、飛ひ竜りゆうの透すかしが入ったそのスカーフを左ひだり腕うでに巻まく。

　銀ぎん髪ぱつを束ねると、持ち上げて帽ぼう子しの中にしまった。




　今日もまた、一日がはじまろうとしていた。
















　第一章　接近
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「はぁ……。まったくさあ……。結局、騒さわぐんだから」

　正直に言えば、奈な生おは今すぐにでも引き返して、同行する三人の仲間を荒こう野やに置いてきたかった。

　いや、三人の内、つば広の帽子を深くかぶって銀髪と瞳を隠かくし、冷静にあたりの様子を窺うかがう空軍ジャケットの青年──三み輪わ芹せり也やに関しては別に同行してもよかった。

　芹也はもともと銀髪を短く刈かっているし、カトラス市に入ってからは、一いつ切さい、目立つ行動を取っていない。

　問題なのは、残る二人だった。

「ねえ、百もも川かわ。こっちの帽子とこっちの帽子と、どっちが似にあうと思う？」

「んー。さあ」

「さあじゃなくて、どっちがあたしに似あってる？　ねえ」

「おっ！　彩さい！　あっち行くぞ！　食いもんめっけ！」

「あー、もう。百川のバカぁ。ちょっと待ってよー」

　この二人と来たら、まるで修しゆう学がく旅行にでも来たかのように、わいのわいのと眼につくものを見ては騒ぐ。

　自分たちが天使──人間と敵てき対たいする存そん在ざいだということを理り解かいしていないのだ。

　もう本当に、いい加か減げんにしてほしかった。

　二人は一いち応おう、フードで頭を覆おおい、極ごく彩さい色しきの布ぬのを身にまとって地元の少数民族に成りすましているが、なにしろ元気に走るのでフードがめくれては髪かみが顕あらわになる。

　尖とがった目鼻立ちの喧けん嘩かっ早そうな青年──百川康やす貴たかの髪は、奈生と芹也と同じく天使特有の星光を集めたような銀色。笑え顔がおの絶たえない人なつこい少女──彩の髪は、ルビーのように鮮あざやかな緋ひ色いろ。

　天使の頭髪は、瞳に含ふくんだ輝かがやきとあわせて、人間にはない質しつ感かんを持っている。

　いつ何時、髪に気づいた人間が叫さけび声をあげるのかわかったものではなかった。

　そうなればもう、大騒ぎどころか、下手をすれば市街戦である。

　うつむいて黙っていれば、まずバレることはないのに。

　これでは、導どう火か線せんに火のついた爆ばく弾だんを背せ負おって歩いているに等しい。

　ちなみに奈生の姿すがたは普ふ通つうにズボンとシャツ、帽子もかぶっていない。三つ編あみの髪を栗くり色いろに染そめてサングラスをかけたので、変な格かつ好こうをする必要はないのだ。芹也と二人で新区画から来た白人のふりをすることはできた。天使の肌はだは雪のように白い。

　奈生的には、百川と彩も髪を染めればいいと思うのだが、二人は髪をいじることを極きよく端たんに嫌きらっている。

　それで、苦肉の策さくとして、悪いとは思いつつ衣い装しようを盗ぬすませていただき、わがままな二人に着せたのだ。

「どう思う、芹也？」

　奈生は不ふ機き嫌げんに、並ならんで歩く芹也にたずねる。

「まあ、二人には、こういう時間が必要なんだろうさ。大きな仕事のあとだ。少しくらい羽も休めないとな」

　芹也は、百川の腕うでをとって離はなれない彩の、やや膨ふくらんだ背中を見る。

　一見すれば、バックパックでもローブの下に背負っていそうだった。

　しかし、そうではないと奈生は知っている。

　彩の背中には大きな秘ひ密みつがある。

　四人は、その秘密に関かかわる世界規き模ぼの陰いん謀ぼうに関わり、今、ようやく事じ件けんを終えて住み慣なれた香港ホンコンへと帰る途と中ちゆうだった。

　カトラス市に寄よったのは、自家用の水上飛行機で太平洋を横おう断だんするにあたっての燃ねん料りよう補ほ給きゆうのためだ。

　水上飛行機を市から離れた人気のない磯いそ辺べに隠し、市の中に入った。

　だから、遊びに来たわけではないのだ。

　さっさと用事だけ済すませて、さっさと飛行機で飛び立つ──それがベストだし、そうするはずだった。

　でもまあ、奈生にも、二人のうかれる気分は理り解かいできた。

　今、四人が歩いている大通りは、『鉄てつ槌つい』以前から存在しているとおぼしき白しら壁かべの建物が左右に並んだ旧きゆう市街だった。石いし畳だたみの道には褐かつ色しよく肌の人々が行き交かい、色とりどりの露ろ店てんが生活用品や食料を売る。水でふやかしたトウモロコシを練った生き地じが、あちこちの屋台で鉄板焼きされ、香こうばしい匂においを立てていた。建物と建物を結んだ頭上の紐ひもには、逆ぎやく三角形の小旗がいくつも掲かかげられている。

　今日は、タイミングよくバザールの日だったのだ。

　耳を澄すませば、ざわめきの向こうから陽気な音楽の音色がきこえる。

　まだ日は高いのに、往おう来らいには女子こ供どもに混まじって、日焼けした無ぶ骨こつな男たち──鉱こう夫ふや水夫の姿がある。

　廃はい都と・香港とは趣おもむきの異ことなる、陽ひ射ざしに染まった明るさがそこにはあった。

　確たしかに、居いるだけで楽しい気持ちになる。

　しかも奈生は、街の雑ざつ踏とうが大好きだった。香港では、毎日、特に用事もないのに通りをぶらついていた。

　カトラス市は、南米大陸の北端に位置するガリア共同体の植民港都である。北には神海──『鉄槌』によって沈しずんだ北米大陸の痕あとを見ることができ、南にはグランド・テーブルと呼ばれる灰かい色しよく岩がんの峡きよう谷こくがつづく。都市の繁はん栄えいは、グランド・テーブルで採さい掘くつされる鉱物によってのものだった。

　また、カトラス市には神海を調ちよう査さする軍の施し設せつがあり、そのためにガリア海軍が常じよう駐ちゆうしていた。が、彼らは新区画に住んでいる。

　ざっと見たところ、人種の入り混じった旧市街に海兵の姿はなかった。

　百川と彩を見て露骨に顔をしかめる店主はいたが、とはいえ彼らに天使と争おうとする様子はない。二人が別の店に走っていけば、肩かたをすくめ、また元のように商売に精せいを出すのみだった。

「──余よ計けいな騒そう動どうに巻まきこまれるつもりはない、ってことか」

　奈生は笑って、うんと背せ伸のびをした。

　思いっきり、熱帯の空気を吸すいこむ。空は快かい晴せいだった。

「んじゃ、俺も楽しんじゃおっかな～」




　とっくに楽しんでいる百川は、店主の刺とげ々とげしい眼まな差ざしを気にせず、奈生からもらったわずかな小こ遣づかいで肉の入ったタコスを買った。

「おいしい？」

　横から彩が、もの欲ほしそうな眼めで覗のぞきこんでくる。

「おう」

　タコスを頰ほお張ばりながら百川は答えた。

「ね、一口ちょうだい」

「なんでだよ。自分で買え。おまえだって奈生から小遣いもらったろ」

「だって、きれいなアクセサリーとかあったら困こまるじゃない。そんなもの買ってお金が足りなくなっちゃったら」

「ならあきらめろ」

「ひとつのものを分けあうのが夫ふう婦ふってものじゃない？」

「誰だれが夫婦だ」

「あたしと、あ・な・た」

「けっ」

　百川はそっぽを向き、彩に構かまわずタコスを食べた。

　カチン、と、フードの中で彩の笑え顔がおが凍こおった。

「あーもう！　よこせ！」

　彩は腕うでを伸ばし、強ごう引いんに百川からタコスを奪うばおうとした。

「お、おいこらっ」

　油ゆ断だんしていた百川は、彩に体重を預あずけられてよろめく。すると肩が、すれ違ちがった女じよ性せいにぶつかった。百川は足をもつれさせて女性ごと転ぶ。素す早ばやくタコスを奪った彩は軽やかなステップで百川から離はなれると、同時にぱくりと一口。

「……ホント、おいしい」

「あのな」

　百川は呆あきれるやら怒おこりたいやら、なんともいえない表ひよう情じようを作った。

　とはいえ、彩に構っている場合ではなかった。百川の下には、横向きに倒たおれた民族衣い装しようの女性がいるのだ。ヤバ……と思う。なにしろ百川たちと同じ衣装だった。盗ぬすんだことがバレれば大おお騒さわぎになりかねない。

　百川はどうしたものかと迷まよいつつ、とにかく先に身を起こして、女性が立ち上がるのを助けようとした。

　女性は、体たい格かくから女性だとわかるが、深くフードをかぶっていて、その表情を窺うかがうことはできない。ただ、百川が肩に触ふれると、ビクンと全身が震ふるえた。そして、百川の手から逃のがれるように背せを向けて立ち上がるのだ。挙動不ふ審しんだった。しかも、女性の衣服からこぼれ落ちた赤い石は──

「おい、それ！」

　百川が叫さけぶと同時に女性が振ふり向いた。

　女性ではなく、少女だった。

　年ねん齢れいは一五歳さい前後──百川と同年代だった。フードの縁ふちから見える髪かみの色は、星の光のような銀色。

「おまえ……。天使か……？」

　百川は息を吞のんで、小生意気げに尖とがった少女の白はく貌ぼうを見つめた。

「──チッ」

　少女は百川の顔を見ず、舌した打うちして顔を逸そらす。道に転がった赤い石をつかむと、衣服を翻ひるがえし、肉食獣じゆうから逃にげる草食獣のような瞬しゆん発ぱつ力で路地に駆かけこんだ。

「おい、待てって！」

　咄とつ嗟さに百川は少女のあとを追った。

　赤い石は、間ま違ちがいなく、光こう彩さい素そ子しを結けつ晶しよう化かした炸さく裂れつ石せきだった。ものに投げつけることで爆ばく発はつする破は壊かい兵器である。普ふ通つうの人間が所持している品ではないし、第一、少女は人間ではなかった。

「んー。余は満足じゃあ。──ん？　あれ？」

　タコスを食べ終えた彩が、走っていく百川に気づいた。

「──百川？」

「彩！　なにがどうした！」

　そこにうしろから芹也が駆かけてきた。

　彩は呆ぼう然ぜんと百川を見送る。

「わかんない……。なんか、女の人とぶつかって、女の人が逃げて、百川は……その人を追いかけて行っちゃった」

「ナンパか？」

　とりあえず眼がん前ぜんに危機はない様子なので、芹也は茶ちや化かした。

「ナンパ？　まっさかー」

　彩は笑ったが、だんだん不安になってくる。

「まさか……」

　とてつもない美少女だったから、たまらず追いかけていった。

　とか？

「あいつ──。このあたしというものがありながら！　っていうか普通、新にい妻づまを前にしてナンパなんてする!?」

　彩は歯を剝むき出して怒った。ちなみに、彩と百川は正式な夫婦ではない。彩がそう自じ称しようしている──というのが実情だった。しかし、どちらにしても、自分を置いてナンパなど許ゆるせることではない。

「いや、彩……。ナンパかどうかはわからないんだが……」

「とりあえず、俺おれたちも追いかけようか」

　買ったばかりのアイスクリームを舐なめながら、奈生が楽しそうに提てい案あんした。




　　　　２




　気づいたら百川は、少女のあとを追って石いし畳だたみの階かい段だんを駆け上っていた。天使の少女は明らかになにかをしようとしていた。そして、慣なれていない。慣れているのであれば百川とはぶつからなかっただろうし、触れられたくらいで身を強こわ張ばらせはしない。

　人間の中で戦いつづけてきた天使であれば、上う手まくやり過すごす術すべくらいは知っているはずだ──

　と、百川は、猪ちよ突とつ猛もう進しんばかりしてきた自分のことは棚たなにあげて考える。

　少女は、慣れていない。慣れていないのに、炸裂石を使って人間に攻こう撃げきを仕し掛かけようとしている。

　百川は、このカトラス市にガリア海軍が駐ちゆう屯とんしていることを奈生からきいていた。だから絶ぜつ対たい、派は手でなことをしちゃだめだよ、と、怒おこれば怒るほどかわいくなってしまう矛む盾じゆんした顔で厳げん重じゆうに注意を受けた。有あり本もと奈生は生活術じゆつに長たけた歴然とした男だが、知らない相手のほとんどは彼を少女と間違える──そういう一五歳だった。

　なにはともあれ百川は、とりあえず少女を捕つかまえて事情をきこうと思った。

　同じ天使同士だ。

　なにか力になれることがあるかも知れない。

　だが、少女の足は速かった。武ぶ功こう術士として幼おさない頃ころから訓くん練れんを積んできた百川でも簡かん単たんには追いつけない。

　少女は、あっという間に長い階段を駆け上がると、その向こうにある一ひと際きわのざわめきに身を投じた。

　と、思った次の瞬間、民族衣い装しようを着た少女は宙ちゆうに舞まい上がった。

　天使は空を飛ぶ。

　人間は、生身では空を飛べない。

　だから、生身で空を飛ぶことは、イコールして天使の証しよう明めいだった。

　少女に遅おくれて百川は階段を上った。階段は広場につながっていて、そこでは大おお勢ぜいの人間がバザールを楽しんでいた。

　少女は雑ざつ踏とうを飛び越こえ、そびえ立つ神しん殿でんの方へと向かう。

　天使に気づいた人間が悲鳴に近い声をあげた。

　驚きよう愕がくと殺気の渦うずが広がる。

「どけっ！　どけ！」

　百川は人ごみを押おし分け、とにかく少女のあとを追おうとした。

　が、そんなことをする内に少女の姿すがたが広場の向こうの神殿の陰かげに消える。更さらに奥おくへと少女は飛んでいった。

　これでは見失ってしまう。

「どけって！」

　百川は苛いら立だち、前にいた大男を突つき押す。

「なんだコラァ？」

　ドスのきいた声で大男が振ふり返る。仲間とおぼしき五人が、一いつ斉せいに瘦やせた青年──百川を取り囲んだ。

　二〇年前まで神の逆げき鱗りんに触ふれることがなかったこの世界は、『鉄てつ槌つい』を受けた今でも共通語でつながっている。はじめての地ち域いきでも、会話を交かわすことはできた。

「おい、たかがエル族が、俺らのことが邪じや魔まだとぉ」

　どうやら百川が着ている衣服はエル族という少数民族のもので、エル族は市の人間から蔑さげすまれた存そん在ざいであるらしい。

「うるせぇ！」

　百川は怒ど号ごうを放つと共に問答無用で男たちを殴なぐり飛ばす。

　百川の拳こぶしには、白い燐りんがまとわりついていた。それは、『純じゆん粋すいなる力の結けつ晶しよう』と呼よばれる気によって生成された力だ。吹ふき飛ばされた大男たちが、側そばにいた人間をボーリングのピンのように倒たおす。

　これ以上は地に足をつけていられなかった。

　百川は人の視し線せんが集まっているにもかかわらず、全開の力で跳ちよう躍やくした。晴れた空の中で一気に視野が開けた。

　フードがはだけ、長い銀ぎん髪ぱつが陽ひ射ざしの世界に晒さらされた。

　光を含ふくんだ天使特有の瞳ひとみで、『鉄槌』によって半ば崩くずれ、いつ倒とう壊かいするとも知れない神殿の尖せん塔とうを見み据すえる。

　下から男たちがピストルを撃うつ。

「へっ。そんなへっぴり弾だまが当たるかよ、バーカ」

　百川は巧たくみな身のこなしでやすやすと銃じゆう弾だんを躱かわし、少女のあとを追った。

　少女の姿は簡単に見つけることができた。繊せん細さいな模も様ようの彫ほられた数本の柱が玄げん関かんを彩いろどる大きな屋や敷しきの斜ななめ上空だった。瞬しゆん間かん、真っ赤な光が空間にスパークして、あたり一面に響ひびき渡わたる爆ばく音おんが百川の耳を激はげしく震ふるわせる。炸さく裂れつ石せきを屋敷の二階に投げつけた少女は、アサルトライフルを構かまえた庭の人間に向かって大声で叫さけんだ。

「これは、ハイゼルに殺されたエルタの弔とむらいだ！」

　そして、腰こしのホルダーから刃は渡わたり七〇センチほどの直ちよつ剣けんを抜ぬくと、迷まよわず上空から人間に斬きりかかっていった。

　もろちん、人間はアサルトライフルで応おう戦せんした。

　数本の火線が空を駆かけ上る。

　百川はその様子を、五〇メートルほど離はなれた隣りん家かの屋根から見た。

　やはり、少女は戦い慣なれていない。予よ測そくしてしかるべき火線に驚おどろき、庭に建てられた石柱のうしろに隠かくれる。庭にいた人間は五人。素す早ばやい動きで展てん開かいすると、左右に分かれて少女を追いつめにかかった。

「──あいつら。──まさか、海兵かよ」

　人間は、明らかに海軍のものと思われるモスブルーの野戦服を着ていた。

　しかも、天使と戦い慣れている。

　武ぶ器きは、アサルトライフルＧ３Ａ３。ガリア共同体の新型銃だ。ガリア共同体は、スイスに首都を持ち、欧おう州しゆうの広域を領りよう有ゆうし、世界各地に植民都を持つ、『鉄槌』後に結成された強大な連合国家である。Ｇ３Ａ３は、大金持ちだとしても私し設せつのボディガードが所持する品ではなかった。

「……どういうことだ」

　海兵とおぼしき人間たちは、元から庭を見み張はっていた。

　旧きゆう市街の屋敷は、ガリアの政せい府ふ関係者のものではない。多分、カトラス市を取り仕切るという評ひよう議ぎ会かいのメンバー──大商人のものだ。

　疑ぎ念ねんは募つのるが、のんびり敵てきの素す性じようについて考えている余よ裕ゆうはなかった。

「しゃーねーな……」

　百川は頭を搔かき、それから全身の力を、一度、抜いた。

　その時だった。

「うおぉぉ！」

　雄お叫たけびを発した少女が物もの陰かげから飛び出て、近くの海兵に斬りかかる。

「クソ！」

　撃ち殺される少女の姿を百川は想そう像ぞうする。が、顔面から腹はらまでをざっくり切り裂さかれて即そく死ししたのは海兵だった。

　海兵がトリガーを引くよりも早い速度で、少女は数メートルを飛びこんでみせた。天使は身体能のう力りよくで人間を凌りよう駕がする。とはいっても、せいぜい三倍といったところだ。まばたきする時間で人間を殺すには、天使が有している特別な力──天使脈動を理り解かいし、その超ちよう然ぜんたる要よう素そを肉体に浸しん透とうさせる必要があった。

　少女は、低い姿し勢せいで庭の中ほどに駆け抜け、あらためて剣を構えた。

　海兵たちは同士討うちを避さけてか、少女の正面に集まる。

　五メートルの距きよ離りで向かいあった。

　少女は高ぶりすぎているのか、先の一いち撃げきで体力を使い果たしたのか、肩かたを上下させて全身で息をする。

　一ひと筋すじの汗あせが、少女の額ひたいから頰ほおを伝って唇くちびるに触ふれた。

　少女は慣れていない。先の動きも、かなり無理をしたものだった。

　そのことを見て取ったのは、百川だけではなかった。

　屋敷の玄関から出てきたセアラ・ラプトもまた、一目で少女の実力を把は握あくした。




「少し動いておくのも体にはいいでしょう」

　遅おくれて現あらわれた神官姿すがたの男が、低音だがよく響く声でセアラに告げた。

　男はミラン・ベルティール。

　ガリア共同体議事室内ない務む総そう監かんという肩書きを持つ。『神への敬けい愛あいの証あかしとして』常つねに重々しい神官衣い装しようを身にまとった一見温おん厚こうなこの男が、ガリアの実じつ質しつ的な最高権けん力りよく者しやであることは公然と知られている。

「サー・イエッサー」

　警けい護ご官かんの制せい服ふくに身を包んだセアラは揺ゆるぎない敬礼で答える。

　屋根のついたロータリーごしに三〇メートルの距離を置き、芝しばと石いし畳だたみの広々とした庭で戦せん闘とうは行われていた。

「まったくいいタイミングで襲おそってきたものです」

　ベルティールの隣となりには、屋や敷しきの主である大商人ハイゼル・ガフトがいた。

　ハイゼルは、スーツからはちきれんばかりの樽たる腹ばらを指で搔きながら、歩み進むセアラのうしろ姿を見、涎よだれをすすった。

「しかし、あの進化種も若わかいながらいい女ですな。閣かつ下かにおかれましても天使で遊ばれておいでとは──」

「残念ながら、彼女は友人からの預あずかりものです。手を出そうものなら、私とてただでは済みませんよ」

　ベルティールは微笑ほほえみを絶たやさずに答える。

「ほう、閣下がただでは済まないとは、相手はサークル・オブ・ザ・パラディンの聖せい騎き士し様ですかな」

「いえ。彼女の左ひだり腕うでの通りです。かのレッドスカーフ隊の隊長様ですよ」

「それは……。なんとも……」

　かつて人界最強と謳うたわれた東区管理団だんレッドスカーフ隊の隊長、中なか嶋じま信しの武ぶの名前はハイゼルも知っている。

〈天使殺し〉の二つ名を持つ、比ひ類るいなき戦闘の達人である。

　たとえ上官であっても容よう赦しやなく断だん罪ざいする、激げき烈れつたる性せい格かくでも知られていた。

「隊は五年前に解散しましたが、その時に彼女は管理団で居い場ば所しよを失い、私が一時的に預かったのです。手を出されるのは結けつ構こうですが、そのことがかの〈天使殺し〉に知れれば果たしてどうなることか」

「め、滅めつ相そうもないことで」

　ハイゼルは、こみあげた恐きよう怖ふをどうにか笑いでごまかした。

「そういえば先ほど、誰だれかの弔とむらいだと襲しゆう撃げき者しやは叫さけんでいましたが？」

「あ、ああ……。それは、とんだ誤ご解かいですな」

「と、言いますと？」

「確たしかに先日、私は天使の娘むすめをいたぶって捨すてましたが、あれは煮にても焼いても構かまわないと天使から贈おくられたものでしてな」

「ほう──。贈りもの、だと？　滅めつ殺さつすべき天使から？」

　この時、ベルティールがみせたわずかな語ご彙いの変化を、ハイゼルは自分への称しよう賛さんだと受け取った。ハイゼルは自じ慢まんげに、先日、自分がグランド・テーブルの奥おくに巣食う天使たちと密みつ約やくを結んだことを説明した。天使たちの住すみ処か──『園その』を襲わないかわりに、天使は金銀と娘をハイゼルに差し出すのだ。

　エルタという天使は、その約束に従したがって贈られた最初の娘だった。

　ハイゼルは、その娘を獲え物ものにハンティングを楽しみ、荒こう野やに捨ててきたことまでをベルティールに語った。

「まあ、それをあの天使は発見したんでしょうな」

　ハイゼルは、ひゃひゃひゃといやらしく笑った。

「──人は人。天使は天使。豚ぶたは豚。ですね」

　ベルティールは穏おだやかに言った。

「はあ？」

　意味が理解できず、ハイゼルは首を傾かしげた。

「ただの、私の友人の口くち癖ぐせです。貴方あなたが気にすることではありませんよ」

「そうですか……」

「それで、天使の住処はどこに？」

「かつて『鉄てつ槌つい』以前、魔ま術じゆつ師しの修しゆ業ぎよう場ばがあったという湖です。そこには今でも魔ま法ほう塔とうが建っておりまして、その周りの廃はい墟きよに住んでいるとのことです。六〇〇名前後がいるとかいないとか」
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「よう」

　少女の隣に降おり立った百川が気楽に肩かたを叩たたいた。

　少女はハッとして振ふり向き、癖くせのない一ひと房ふさの前まえ髪がみが鼻にまで届とどいた勝気な眼まな差ざしの青年を見つめた。

「──天使、か？」

　青年の瞳ひとみには光が内包されていた。

　だから天使だとわかる。

　わかるが──

　天使だとしても、青年の眼がん光こうの研とぎ澄すまされ様は尋じん常じようではなかった。

　極きよつ圏けんの星空を連想させるほどに、冴さえていて深い。

　筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうとしているわけでもないのに、その瞳の印象だけで青年にはどこか圧あつ倒とう的な力強さを感じた。

「なにやってんだテメェは。戦い慣なれてもいないのに、一人で特とつ攻こうか？」

　軽く頰ほおを緩ゆるませ、百川は少女を見た。

　刈り揃そろえられた銀ぎん髪ぱつから覗のぞいた少女の耳には、赤いピアスがつけてある。

　猫のようにいきり立っているが、顔立ちには育ちの良さがあった。育ちの良さといっても彩のようなニコニコとした天然の愛あい嬌きようとは違ちがう。ダンスも馬ば術じゆつも器用にこなしそうな快かい活かつたる令れい嬢じようの印象である。

　少女はわずかに呆ぼう然ぜんとして、目め尻じりの吊つり上がった大きな眼めをまばたきさせたが、すぐに厳きびしい表ひよう情じようで前を向いた。

「黙だまれ！　これは殺された仲間の弔いと復ふく讐しゆうだ！　族長の娘たる私がやらなくちゃいけないことなんだ！」

　少女は叫び、すっきりと通った鼻び梁りようの下で肉づきの良い唇くちびるを嚙かみしめる。

「わかってるよ。だから来てやったのさ」

「──余よ所そ者ものの手なんて。こんな奴やつら、私一人で倒たおしてやる」

「そういうなって」

　百川は、半ば力づくで少女をうしろに下がらせた。

「俺おれは〈捨て去りし者〉。百川康貴だ。おまえは？」

「……私は、ハーシェ・グランツ。──〈風と生きる者〉だ」

　戸と惑まどいながらも少女は名乗った。

　天使は、生まれた地ち域いきの人間社会にあわせて名を持つ。

　そして、天使は自らに名をつける。その名を明かすことは、堂どう々どうと戦う時、または信しん頼らいを結びあう時だった。

「よろしくな、ハーシェ」

　次に百川は、屋や敷しきから歩んできた同年代の少女に声をかけた。

「──で、テメェは？」

　一目見て、彼女が天使だとはわかる。

　深くかぶった帽ぼう子しの隅すみから、いくらかの銀髪がこぼれていた。しかも、帽子のつばが影かげを落とす白はく貌ぼうの中で、光を内包した瞳が不気味なほど静かに輝かがやき、まっすぐに百川のことを見み据すえていた。

「セアラ・ラプト」

　凄すごむでもなく怯おびえるでもなく、少女はただ冷れい淡たんに答えた。

「退ひけよ。その人数じゃ、俺には勝てねぇぜ」

　セアラが来ると、無言で他の海兵たちは下がった。百川は不ふ敵てきに微笑ほほえみながらも冷静にセアラの様子を探さぐる。

　しなやかな歩き方から鍛きたえられていることはわかる。

　なにより眼につくのは左ひだり腕うでのスカーフだ。

　そのスカーフを巻まいた連中が、かつて百川が住んでいた天使の学院『高天たかまが原はら』を滅ほろぼしたことを百川は忘わすれていない。

　同時に、レッドスカーフ隊が解かい散さんさせられていることも百川は知っていた。

　スカーフは、すでに存そん在ざいしない部隊の象しよう徴ちようなのだ。

　……どういうことだ。

　百川は訝いぶかしむが、考えている時ではない。

　帽子のつばが影を落とすセアラの表情は、どこか死者を思わせた。耳から顎あごにかけた顔の輪りん郭かくは細く尖とがっており、頰にも肉はない。だが、その細さは、やつれているというより無む駄だな肉を削そぎ落とした結果によるものだ。

　警けい官かん然とした制せい服ふくからして地位はあるのだろうが、果たして、どれほどの実力を持っているのか。

　武ぶ器きは、腰こしのホルスターに入った細身の剣けんだけの様子だった。

　そういえば、炸さく裂れつ石せきを投げつけられた屋敷は、燃もえ出すでもなく、その破は壊かいされた部分を晒さらしていた。

　炸裂石の衝しよう撃げき波はは引火性せいを持つというのにである。

　……氷の魔ま術じゆつでも使うってかよ。

　……まさかな。

　かつて、世界には魔術が存在していた。人類は、魔力によって栄え、高こう層そうビルまでをも築きずくに至いたった。しかし、神の『鉄てつ槌つい』によって魔力は失われた。現げん在ざいの世界に魔術は存在していない、はずである。

「まあいいか──。テメェはのしてやるぜ！」

　言うが早いか百川は、全身のバネで跳ちよう躍やく。一いつ瞬しゆんで距きよ離りを詰つめ、振ふりかざした拳こぶしを大だい胆たんにふるった。

『純じゆん粋すいなる力の結けつ晶しよう』をまとった拳から、星ほし屑くずのような燐りんが舞まう。

　その拳をセアラは、まばたきひとつせず紙かみ一ひと重えで躱かわした。わずかな右へのずれを百川の眼は捉とらえていた。休まず次の一撃を百川は放った。反撃の隙すきすら与あたえず、一気に押おし潰つぶすのが百川の戦せん闘とうスタイルだった。

　対するセアラは、呼こ気きすら感じさせない無む表ひよう情じようを揺ゆるがせることなく、柳やなぎに風の体ていで百川の攻こう撃げきを躱す。

「………」

　ハーシェは、セアラの体術に亡ぼう霊れいじみた恐おそろしさを感じた。

　百川の攻撃は壮そう絶ぜつの一言に尽つきる。もしも自分なら、とっくに吹ふき飛ばされ、戦闘不ふ能のうに陥おちいっているだろう。ハーシェは『純粋なる力の結晶』を知らないが、強力な気であることは理解できた。

　言葉が出ない。

　百川は執しつ拗ように攻撃をつづける。セアラの動いた方向を正せい確かくに捉え、次の瞬間にはそこに拳を放つ。

　三発、四発、五発、六発、七発……。

　ハーシェが一回の呼こ吸きゆうをする間にそれだけの攻こう防ぼうが繰くり広げられた。

　八発目のパンチ。

　はじめてセアラが足をうしろに下げた。

　距離を詰めた百川が至し近きん距離でアッパーを放つ。セアラの薄うす暗ぐらい眼まな差ざしが、唸うなり迫せまる拳を見つめる。

　そして、止まった。

「へへ……」

　拳を受け止められたのに、百川は笑った。

　攻撃を繰り出すのはセアラだった。百川の下か腹ふく部を狙ねらって膝ひざを突つき上げる。と、その膝を振り下げ、勢いきおいをつけてもう一方の足を真上に蹴り上げた。百川はスウェイバックすることでブーツの爪つま先さきを躱す。

　セアラは、そのまま後方に一回転すると共に空中に舞った。

　百川はこれを、時間的な空くう洞どうを狙っていた。

　胸むねの前に掲かかげた左の手首を右手でつかんだ。

「行くぜ！」

　鋭するどい声を発すると共に、左の掌てのひらにタリスマンを生み出す。その神しん秘ぴの宝ほう珠じゆを知らない天使はいない。鍛きたえ抜ぬかれ、選ばれた天使にのみ使いこなすことができる、内なる力を具象させる霊的凝縮具アストラルコンデンサーである。

「あいつ──」

　ハーシェはフードを脱ぬぎ、百川の掌で輝かがやく光の球体をうっとりと見つめた。

「──我わが内に満ちる奇き跡せきよ。我が内に満ちる可か能のう性せいよ。今こそ力となり、我が声に応おうじて発動せよ」

　百川は精せい神しん集中をつづける。

　と、ハーシェは、そんな百川に銃じゆう口こうを向ける海兵たちに気づいた。

「この──！」

　ハーシェは迷まよわず海兵たちに飛びこんだ。

　海兵たちの注意は百川に向いていた。

　ハーシェは剣を振るい、まずは一人目の海兵を斬きり伏ふせた。

　敵てきは、あと三人。

　自らに流れる天使脈動の扱あつかいに、ハーシェは慣なれていない。どうにか肉体増ぞう強きようをすることはできるが、人間に反はん応のうできない今のような速度で動けば、あっけなく心しん臓ぞうは破は裂れつしそうに悲鳴をあげ、全身がちぎれそうに痛いたむ。

　だが、敵はあと三人。

「──倒たおしてみせる」

　汗あせに滲にじんだ目を細め、剣を構かまえ直したハーシェの胸に、海兵の銃口が向いた。




「おー、やってるやってる。百川は、相変わらず短気だよねー」

　閉とじたフェンスの門ごしに奈生が庭での戦いを眺ながめた。

「奈生！　楽しんでる場合か！」

「ねえ、どうする？」

　彩が切せつ迫ぱくする。

　芹也は素す早ばやく状じよう況きようを判はん断だんすると、

「俺はあの子のフォローに回る。二人は逃にげる準じゆん備びをしておいてくれ。他に人間が来たら陽動を頼たのむ」

「オーケー」

　奈生がうなずき、芹也はフェンスを飛び越こえた。

「おい、なにをやっている！」

　そこにうしろから市の警けい備び隊とおぼしき大おお柄がらな男たちが走ってきた。彼らは私し服ふくだが胸に星型のバッヂをつけ、手にピストルを持っていた。

「──あらよっと」

「うっ」

　ふわりと宙ちゆうに舞まった奈生が、かろやかな回し蹴りを男の顔面に見舞った。

　その反動を利用し、もう一人の顎あごを蹴り上げる。

「なんか、俺が戦うのって珍めずらしいよね」

　彩に笑いかけ、奈生は倒れた二人からピストルを奪うばった。

　素早くポケットを探さぐって財さい布ふも奪うばい、奈生は左右の通りから駆かけてくる一〇人ほどの人間に笑え顔がおを見せる。

「彩は隠かくれてなよ。危あぶないから」

　両手に持ったピストルを挨あい拶さつがわりに発はつ砲ぽうする。




　──かわせないっ！

　ハーシェは、剣けんを構えながらも、黒鉄色の銃口から顔を背そむけた。

　海兵がトリガーを引いた。

　と、思った瞬しゆん間かん、飛びこんできた短たん髪ぱつの天使が風の勢いで海兵に組みついた。

「誰だれだか知らないが、君は外に退ひいていろ！　ここは俺がやる！」

　芹也はＧ３Ａ３を奪い、海兵を殴なぐり飛ばす。

　迷まよわず残りの海兵に、強力な９㎜弾だんを放った。

「……退く？　私が……？　──誰が！」




　流れ弾だまが玄げん関かんの石柱に当たる。

　ひぃぃと悲鳴をあげ、ハイゼルがその場にしゃがみこんだ。

　玄関エントランスに居いたベルティールの前に、四人の警けい護ご官かんが立ち並ならぶ。屋や敷しきから出た海兵たちが庭に展てん開かいする。

　ベルティールは、正門の陰かげに隠れる少女を見つけた。

「あれは──」

　世界で唯ゆい一いつ、翼つばさを持った天使のことをベルティールは知っている。その少女は養父と共に東区管理団だんの公都・東京で暮くらし、愛らしい笑顔とウィットのある性せい格かくで人間からも厚あつい敬けい愛あいを受けていた。

「──緒お原ばら彩」

〝コードＷ〟と呼よばれた魔ま力りよくを取り戻もどすための計画の鍵かぎであった少女だ。

〝コードＷ〟は、先日、見事に失敗した。

　ガリア共同体は、その時に発生した天てん変ぺん地ち異いのために、貴き重ちような大型空中帆はん船せんと多くの人命を失った。ベルティールがカトラス市に来ていたのは公おおやけの目的として〝コードＷ〟を確かく認にんするためであった。

　そういえば、天変地異の最中に中嶋信武を殺したテロリストは、三人の青年天使だったという。

　見れば、三人の青年天使も目の前にはいた。

「これは、面おも白しろい余よ興きようになりそうですね」

　ベルティールは温おん厚こうな笑みのまま、その瞳ひとみに残ざん忍にんな光をぎらつかせた。




　タリスマンにエネルギーが満ちた。百川はタリスマンを握にぎりつぶすと共に、両手を勢いきおいよく振ふり下ろす。

　そして、叫ぶ。

「爆砕拳ブラストアーム！」

　発動した力が百川の両りよう腕うでを白はく透とう色の光として包んだ。

　大気を震ふるわすほどの豪ごう腕わんが唸うなる。その攻こう撃げきをセアラは今までと同じようにギリギリで躱かわそうとしたが、拳こぶしの速度が柳やなぎの揺ゆらめきを上回った。セアラは肩かたに重い衝しよう撃げきを受け、弾はじき飛ばされて庭の石柱に激げき突とつした。

　凄すさまじい衝撃で、石柱が真っ二つに折れる。

　セアラは前のめりにぐらつき、息を吐ついた。

　帽ぼう子しが外れ、髪かみが散らばった。

　そこまでのダメージ受けても、セアラは顔色を変えない。しかし、これで勝負は決したかに思えた。

「テメェ、何者だ？　──そのスカーフ」

　百川が空中でしゃべりかける。

　返事をするかわりにセアラは、右手でスカーフのずれを正した。

　ゆっくりと、右手が元の位置に戻る。セアラの左ひだり掌てに、百川が発生させたのと同じ光の球が浮うんだ。

　血色のない薄うすい唇くちびるが言葉を紡つむいだ。

「──発動力、魔宴唄グレリアンカース」

「来い！」

　百川は身み構がまえ、剣か拳か、あるいは弾丸のようなものか、なにが来ても即そく応おうできるように四方の空間に感覚の糸を張はった。

　光球を握りつぶし、力を発はつ揮きさせたセアラは、また自然体に戻った。

　一いつ拍ぱくを置いて、突然の衝撃が百川を襲おそった。

　体を押おし潰つぶすような、外側からかかってくる全方向の圧あつ力りよくだ。

「クッ！」

　百川は前かがみになり、腕うでをクロスさせ、全身に力をこめて圧力に耐たえた。

　圧力は数すう瞬しゆんで止やむ。

「………」

　なんとも、あっけなかった。どこにもダメージはない。

　セアラは冷れい淡たんに百川を見み据すえる。

　失敗したのか。

　あるいは、それだけだったのか。

「はは！　くだらねぇ。緊きん張ちようして損そんしたぜ。終わったなら、こっちから行くぜ！」

　とどめの一撃を放とうと、百川は荒あら々あらしく拳を振りかざす。

　その時、突然、体の中で、

　ドクン……。

　と、大きく心しん臓ぞうが波打つのを感じた。心臓というより、体全体に流れる血が急に勢いを早めた感覚だった。それは、興こう奮ふんや昂こう揚ようとは違ちがっていた。脳のうの分ぶん泌ぴつ物ぶつや純じゆん粋すいな肉体疲ひ労ろうとは関係ないところから起こった、なにか不ふ可か解かいな作用だ。

　──まさか。

　皮ひ膚ふにむず痒がゆさを感じた。手足の神しん経けいが麻ま痺ひし、痛いたみへと変わる。

　次に百川は眩暈めまいを覚え、眉み間けんに皴しわを寄よせた。

　なにかをされたのだ。

　それを理解した時、手と足と腰こしの神経が、ぐにゃりと、ゴムか粘ねん土どのように体の中でねじ曲がった。

　平へい衡こう感覚が狂くるい、百川は逆さかさになって斜ななめ上に飛んだ。

「クソ──」

　なんて失しつ態たいだろうか。

　だが、体がどうにも言うことをきかなかった。百川は必死に天使脈動を活かつ性せい化かさせて体内の異い常じようを取り払はらおうとしたが、ボコン──と、腹はらの中に、なにか大きな塊かたまりのようなものが生まれた。

「ガァ──」

　百川は吐と血けつし、真っ逆さまに地面へと墜つい落らくした。

「百川！」

　海兵との間で熾し烈れつな接せつ近きん戦を繰くり広げていた芹也が、いち早く百川の異常に気づいて叫び声をあげる。

　百川は地面をのたうち回り、胸むねをかきむしる。息ができない。肺はいの潰れたような痛みが電撃となって全身に走った。またたく間に百川の顔面は蒼そう白はくとなり、左右の白目には血が滲にじんでいく。

「君！　余よ所そ見みしないで！」

　ハーシェが、芹也に襲いかかってきた海兵を剣けんで斬きり裂さいた。

「済すまない！」

　芹也は今、ハーシェと肩かたを並ならべて戦っていた。彼女は懸けん命めいに芹也のフォローをしてくれているが、もう限げん界かいは越こえていた。

　潮しお時どき──というより、逃にげるしかない事態に陥おちいっている。

　芹也はＧ３Ａ３のトリガーを引き、海兵の攻こう勢せいを阻はばんだ。

「奈生！　奈生！」

　芹也は、門の外で人間と戦う相あい棒ぼうを呼よんだ。

「──テメェ」

　百川は意地で気き絶ぜつだけはしまいと、顔を持ち上げてセアラを睨にらむ。口から吹ふきこぼれた血を拭ぬぐい、立ち上がった。

　敵の束そく縛ばくが切れたのだ。体を締しめつける痛みが、すうと引いた。

　しかし、百川の発動力は切れていた。

　体の痺しびれは酷ひどく、とてもではないが眼がん前ぜんの敵と戦える状じよう態たいではない。

　セアラが攻撃を仕し掛かけないのは、それでも尚なお、百川の手に『純じゆん粋すいなる力の結けつ晶しよう』が浮うき立っていたからだ。しかも、異様なほど瞳ひとみがぎらつき、輝かがやきを増ました。手負いの虎とらは強さを増ます。顔にこそ出ていないが、セアラも百川の拳こぶしで大きなダメージを受けた。殺すのであれば火器の使用が適てき切せつだった。

　セアラは戦意を持たない。戦いに陶とう酔すいし、無む駄だな損そん傷しようを受ける愚ぐは冒おかさない。

　セアラは、ちらりとベルティールの方を見た。

　ベルティールはわずかに口元を緩ゆるめた。だからセアラは戦せん闘とうを継けい続ぞくさせず、黙だまって百川の様子を見つめる。

　と、奈生が身を翻ひるがえして空中に姿すがたを表す。

　手には白い石を持っていた。

「とっておき、行くよーっ！」

「逃げるぞ！」

　奈生がそれを投げるのにあわせて、芹也は百川に駆かけ寄る。

「彩！　その子に肩を貸かしてやってくれ！」

「……あ、うん」

　彩はあたふたとフェンスを乗り越えようとした。

「飛べ！」

　芹也の怒ど号ごうが走る。

「……あ、うん」

　彩はまばたきして、言われるままに飛んだ。

　彩がハーシェの元につくより早く、白い石が庭に投げこまれた。

　あたり一帯に真っ白な霧きりが広がり、地にいる者の視し野やを閉とざす。

「私はいいから！」

　ハーシェの声。

　つづけて、

「彩、もういいから一人で逃げろ！」

　と、芹也。

　どちらも声は、彩より高い場所からきこえた。

「……あ、うん」

　彩は、またも言われるまま身を返した。とっくに空の上に飛び出た四人のあとを惨みじめに追いかける。

　立ちこめた霧にまぎれ、一行はかろうじて危き機きを脱だつした。
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「な、なにをしているんだおまえたちは！　一体なんのために、高い金を出して雇やとったと思っている！　早く天使を捕つかまえて八つ裂きにしろ！」

　みっともなく唾つばを撒まき散らし、ハイゼルがシティガードたちに命じる。旧市街の治安を守る名目の彼らは、実じつ質しつ的に大商人の私し設せつ部隊であった。とはいえ、海兵のような専せん門もん訓練は積んでいない。ただのごろつきだった。

　命じられ、仕方なく天使を追いかけていくシティガードたち。

　玄げん関かんのエントランスにいたベルティールの元に、セアラが歩いてきた。セアラのうしろには生き残った海兵たちがつづく。

　霧は、もう晴れている。

　天使の姿は、見み渡わたす空のどこにもなかった。

　ベルティールは穏おだやかに、

「そういえば先日、中嶋の死し亡ぼうは貴女あなたに伝えたと思いますが、彼を殺した相手については伝えていませんでしたね」

　帽ぼう子しをかぶり直し、再ふたたび表ひよう情じように影かげをまとったセアラは返事をしない。

　警けい護ご官かんが上官に答えるべき言葉は『サー、イエッサー』のみだった。

「テロリストは天使の三人組。しかも、貴女と同年代だそうです。先の彼らと見事に合がつ致ちしますね。──どうします？　彼らが彼の仇かたきであるようですが？」

「無む論ろん、殺す」

　見み逃のがすことなど、決して、できるはずもなかった。

　警護官である彼女が、自らの意見を述のべた。

　それは、刑けい罰ばつものの罪つみだが、ベルティールは満足してうなずいた。

　そして、

「ところで、きいていましたか？　そこの豚ぶたは、無力な天使の少女を狩かりの獲え物ものにしたばかりか荒こう野やに捨すてたそうです」

　命令の内ない容ようを察することはできた。

　ベルティールと中嶋は性せい格かくも嗜し好こうも異ことなっているが、たったひとつ、共通した部分をセアラは知っている。

　すなわち、豚は天使に劣おとる。

　セアラは細剣レイピアを抜ぬくと、海兵を出すようベルティールに迫せまってきたハイゼルの腹はらを容よう赦しやなく切り裂さいた。ハイゼルは即そく死しをしない。まずは、自分になにが起こったのかを確かく認にんすることができずにまばたきし、次に襲おそいかかった痛いたみに悲鳴をあげ、ベルティールの足元に這はいつくばって助けてくれと懇こん願がんした。

　臓ぞう腑ふを晒さらした男の頭を、ベルティールは果物のように潰つぶす。

「下げ衆すが──。セアラ、靴くつが汚よごれました。まだ二階にいると思いますから、ヘズを呼よんできて下さい」

「サー、イエッサー」

　敬けい礼れいのあとで身を返し、セアラが屋や敷しきに戻もどる。

　ベルティールは、執しつ拗ようにハイゼルの頭を踏ふみ潰しながら、天使の逃にげ去った青空に眼めを向けた。

「──評ひよう議ぎ委い員いん殺害の罪を、天使には償つぐなってもらいましょう」
















　第二章　自覚







　　　　１




　ある程てい度どはわかっていた。自分は、役立たずだと。それでもなんとか、役に立とうと気合だけは入れていた。想そう像ぞうすることだってあった。とんでもない事じ件けんに巻まきこまれて三人と一いつ緒しよにそれを解かい決けつするのだ。

　もちろん、想像の中の彩さいは八はち面めん六ろつ臂ぴの大だい活かつ躍やく。ばったばったと敵てきを薙なぎ倒たおして、百もも川かわに言われるのだ。

　──勝てたのは、彩の居いてくれたおかげだな。

　と。

　そして彩は笑う。そんなことないよ。みんなが一緒だからだよ、と。

　なのに、現げん実じつと来たらどうだろう。事件は起きた。なのに彩は、なにもしていないどころか最後には怒ど鳴なられた。

　──もういいから。

　言われたその言葉が、何度も何度も、頭の中で木こ霊だましては広がる。

「やめて！　もうやめて！」

　彩は耳を塞ふさいで叫さけんだ。

　すると、焚たき火びを前にして横に座すわっていた百川が、

「どうした、彩」

　と、血色のない顔でたずねてきた。

「あ、ううん。なんでもない。ちょっと夢ゆめをみちゃったみたい」

　彩はごまかして笑う。

「昔の夢か？」

「うん……。そうだよ……」

　一行は今、グランド・テーブルと呼ばれる不毛の大だい峡きよう谷こくにいた。

　最大で深さ三〇〇〇メートルになる溝みぞが無数に走る峡谷は、人間の侵しん入にゆうを拒こばむ格かつ好こうの逃げ場と言えた。

　カトラス市からは南に五〇キロ離はなれた。

　天使は空を飛ぶ。

　その気になれば、もっと遠くまで離れることはできたが、百川の体調が悪いことと、飛ぶことに慣なれていない彩が疲つかれきってしまったことを芹せり也やが考こう慮りよしてくれ、この地点で野や営えいをすることに決まった。

　空は暗い。

　もう夜になっていた。見上げれば、無数の星が煌きらめいている。

「そっか。まあ、昔のことはなかなか忘わすれらんねぇけど、うん、いいたいことがあったら遠えん慮りよなく言えよ。きくことはしてやるから」

　柄がらにもなく百川が優やさしいのは、同どう情じようからだろうか。

　同情だとしても、その同情は、今の彩ではなく、彩の過か去こに向かったものだ。

　わかっているから彩は、逆ぎやく上じようせずに小さな声で言う。

「ありがと──。でも、いいよ」

「しかし、助かったよな。あれ、一いつ個こだけだけど、奈な生おが念のために香港ホンコンから持って来てたんだってさ。あいつ、ホント、生き延のびるパワーに関しては、右に出る者がいないくらいすげーよな。それに比くらべて俺おれと来たらよ」

　そうやって愚ぐ痴ちることができるのは、百川が『ちゃんと戦える』からだ。と、彩はうらめしく思った。自分にある程度の自信があるからこそ、負けても助けられても、強くしていられるのだ。彩にはなにもない。力も、自信も。次に同じ場面があっても、きっと彩はあたふたとするだけだ。

　そして、また、もういいから、と怒鳴られるのだ……。

　彩は先日、何年も一緒に生きてきた育ての親を失った。百川や芹也、奈生とは、つい最近知りあったばかりだ。もう何年も一緒にいる気がしていたが、実時間では一週間も一緒にはいない。

　やっぱり、足手まといの役立たずとは一緒に生きられない──

　と言われたとしても、うなずくしかなかった。

「ねえ、百川」

　彩は、糸につかまるような思いでたずねる。

「あたしたちって、相思相愛のアツアツ夫ふう婦ふだよね……？」

　今、切り立った谷底で火を囲んでいるのは、彩と百川の二人きりである。

　他の面々は水を汲くみに出かけた。

　百川は耳まで赤くして吼ほえる。

「な、なに言ってんだよテメェは！　バカか？　誰だれと誰がアツアツだ！」

　これを奈生が見れば、思いっきり照れた百川の表情に大笑いし、本心が言葉とは別にあることを指し摘てきするだろう。

　芹也は肩かたをすくめ、賢けん者じやの発言でわかったふりをするに違ちがいない。

　どちらにせよ、本心はバレバレだった。

　しかし、彩は、百川の言葉を額がく面めん通りに受け取る。

「そっか……残念。アツアツじゃないのか……。そうだよね……。あたし、役立たずのグズだしね……」

　なんとも彩らしくない弱気な発言だった。

「……おい、彩？」

　百川が心配して顔を向けると、崖がけの上から芹也たちが降おりてきた。

　火の近くに来ると奈生が興こう奮ふんして、

「いやあ、すごかったよ！　丸い窪くぼみに森があってさ、泉いずみがあって──」

「野営するには、変な虫が多いから不向きなんだけどね」

　肩をすくめたハーシェが、彩とは反対側──百川の隣となりにしゃがむ。と、百川の腕うでにからみついた。

「康やす貴たか君、今夜は一いつ緒しよに寝ねようね」

「はあ？　な、なに言ってんだよ、テメェは」

「だって私、康貴君のことが大好きだもーん。ねえ、みんなに内緒で、えっちいことしちゃおっか？」

　ハーシェ・グランツは大人びた少女である。

　遊び半分の言葉でも、妙みように色いろ艶あでやかだった。

「ちょっと！　なんのつもりよ！」

　怒おこった彩が、強ごう引いんにハーシェと百川のあいだに割わって入った。

　ハーシェはけろりと、

「私、強い男が好きなの。康貴君は強いわ。私、タリスマンを使う天使ってはじめて見たけど、カッコよかった～。もう断だん然ぜん大好き」

「って、おまえらの『園その』にいねぇのか？」

「残念ながら。でも、私たちは数も多いし、このグランド・テーブルが守ってくれているから。明日の朝に出発すれば午前のうちにつくと思うけど、きっと、本当にたくさん天使がいるからびっくりすると思うよ」

　カトラス市を出た一行は、ハーシェが住む天使の『園』に向かっていた。

　ハーシェが、ぜひ来てくれと誘さそってきたのだ。

「それは楽しみだ」

　と、招しよう待たいを受けた芹也が、手早く夕飯の支し度たくを進めながら言った。

　材料は、荒こう野やで採さい取しゆしたアロエに似にた果肉の多い植物と、奈生が市から持ってきた干ほし肉に調味料。まったくたいした手て際ぎわで、逃にげる最中、いつの間にか奈生は、どこかで食べ物をゲットしていたのだ。水みず袋ぶくろも奈生が持ってきた。本人いわく、ちゃんとお金は置いてきたから問題ないらしい。

　その奈生は、地べたに仰あお向むけに寝転がって吞のん気きに星空を見ている。

「んー。綺き麗れいだねー」

　いつもながらマイペースである。

「でも、実は俺らも、けっこうたくさんの天使と暮くらしてきたんだぜ？」

「へえ、そうなんだ。何人くらい？」

「一〇〇人以上はいたぜ。そっちはどれくらいなんだ？」

　いきり立つ彩を挟はさんで、百川とハーシェは会話をする。

　………。

　彩は、とてつもなく淋さびしい思いにかられた。二人は、天使たちの集落『園』の話題で盛もり上がっている。彩には入れない話題だった。なにしろ彩は、ずっと人間の社会でお嬢じよう様さまとして暮らしてきた。

　抵てい抗こうして百川の腕にしがみついてみるが、二人の会話は止まらない。

「ああ、あったあった。俺らも畑は作ってたよ！　トマトとかさ、キュウリとかなると嬉うれしいんだよなー」

　彩は毎日、人間の作ってくれる豪ごう華かな食事で生きてきた。

　トマトは知っているが、どうやってなっているかは知らないし、今までに考えたこともなかった。

　彩は唇くちびるを尖とがらせ、拳こぶしを握にぎりしめ、憤ふん然ぜんと立ち上がった。

　それに気づいた芹也が、これまた奈生の持ってきた鍋なべで簡かん単たんなコンソメ味のシチューを作りながら、

「百川」

　と、ややきつめの口調で言った。

「んー。どうした、芹也？」

　芹也は視し線せんで、鈍どん感かんな百川に、拗すねた彩に気を遣つかえと伝えた。

　ところが百川は、

「なんだよ彩、どうした？　トイレか？」

　彩は、キッと百川を睨にらんだ。

「そうよ！」

　嚙かみつく勢いきおいで叫さけぶと、崖の上に飛んでいってしまった。

「……なんだ、あいつ？」

「ねーねー。それより康貴君ってさ、もしかして武ぶ功こう術じゆつを使うの？　東の方には残っているってきいたことあるけど──」
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　彩は、逃げるようにみんなから離はなれると、一人、あたりを見み渡わたせる大きな岩の上で体たい操そう座ずわりをした。

　快かい晴せいの夜空に晒さらされた灰はい色いろの大だい峡きよう谷こくは、本当に異い国こくだった。

　見渡す限かぎり、まったく明りがない。ぐるりと地平線を見渡すことができた。

　彩が暮らしてきた東京では考えられなかった。アジアを支配する東区管理団だんの公都・東京は、すでに『鉄てつ槌つい』の傷きずから立ち直り、比ひ類るいなき極東の大都市として昼夜を問わず人間が活動していた。

　でも、東京は天使の世界ではない。

　この不毛の荒野こそが、大地で生きる天使の、本当の世界なのだ。

　彩は涙なみだを拭ぬぐい、緋ひ色いろの髪かみが輝かがやく自分の頭をコツンと叩たたいた。

「しっかりしろ、彩！」

　元気づけて言う。

　彩は、自分で決めたのだ。大地で生きる天使になると。

　少しくらいのことでくよくよしてはいけなかった。

　でも、そうはいっても、あのハーシェ・グランツという女には我が慢まんならなかった。なんなのかと思う。仲間が殺された復ふく讐しゆうをしに行き、失敗したというのに、海兵を二人殺したからフィフティーフィフティーにしておくかと言って、けろりと復讐心を捨すてた。しかも、あろうことか百川に抱だきつくなんて。

　百川も百川だった。

　自分というものがありながら、あんなに楽しそうにして。

　……でも、まあ、

　彩にも、認みとめるべき部分はあった。

　現げん実じつをなにも知らない自分より、世界で逞たくましく生きてきたハーシェの方が百川と気があうのは、むしろ当然なのだ。

　………。

　彩は唇を尖らせ、胸むねに膝ひざを引き寄よせ、黙だまって荒こう野やを見つめた。

　かすかに呼よび戻もどされてしまった育ての親の笑え顔がおを、必死に振ふり払はらう。その男のせいで彩は死にかけたのだ。その男は、彩の最初の育ての親を殺し、彩を餌えさにして命の泉いずみに住まう巨きよ大だいな存そん在ざいを呼び起こそうとして、海の底に沈しずんだ。だから、どれだけ楽しかった記き憶おくがあるとしても甘あまえていい相手ではない。憎にくむべき相手だ。

　それに、第一……。

　その男はもう、この世界のどこにも居いはしない。死んだのだ。

　彩は本当に、独ひとりぼっちだった。

「……頑がん張ばろう」

　彩は立ち上がった。空に向かって大きな背せ伸のびをする。

「頑張ろう！　うん！　頑張ろう！　頑張ろう！」

「なんだ、元気じゃねぇかよ」

　と、そこに百川が来た。

「百川」

　彩は、いつも通りの笑顔で振り向くことができた。

「どうしたの？」

「芹也の奴やつが、行けってうるせぇからよ、ちょっと来てやった。トイレはもうおわったんだろ？」

「あ、うん……。まあね」

「メシだぞ」

「あ、うん……。私は、もうちょっと景色を見てからいくよ」

「そっか。まあ、早めに来いよ」

「うん」

「……あのさ、彩」

　百川は、岩から降おりようとしたところで振り向き、恥はずかしそうに、

「さっきは悪かったな。ハーシェの奴が」

「……どうして百川が、あいつのことで謝あやまるわけ？」

　彩は冷たい声で言った。笑顔は、不覚にも消えてしまった。途と端たん、涙なみだがこみあげてきて彩はそっぽを向いた。

「なんでって……。べつになんでってこともねぇけど、なんとなくさ」

「関係ない」

「──ならいいけど」

　百川が谷底に戻る。

　彩は一人になると体操座りに戻り、

「頑張ろう」

　と、膝に顎あごを乗せ、広がった夜の荒野を薄うすい笑顔で眺ながめた。




　深夜になる。彩がいた大岩には、百川と芹也がいた。

　他の面々は、もう眠ねむりについた。

　彩は、あれから谷底に下り、さっさと夕食を取って横になってしまった。拗すねているのかと思ったら熟じゆく睡すいしていた。まったく彩らしいというか、タフな精せい神しんで、心配して損そんしたと百川は思ったものだった。

「百川、おまえも寝ねた方がいいぞ。見張りは俺おれと奈生でするから」

　Ｇ３Ａ３を膝に置いて、芹也は言った。

「……ん。あと少しいるよ」

　空気が乾かわいているので、夜の深い時間でも身を切る寒さはない。風が流れればぶるりと身は震ふるえたが、普ふ通つうに座すわっていることはできた。

「もしかして、体が痛いたむのか？」

「痛みはないけど、だるい。内ない臓ぞうがとにかく重くて、吐はき気けがしてさ……。どうしても寝つけないんだよ」

「そうか──。あの女の発動力のせいか？」

「……多分な」

　百川は、攻こう撃げきを受けた時の状じよう態たいを芹也に説明し、見けん解かいを求めた。

　とはいえ、芹也も、すべてを知っているわけではない。

「グレリアンカース──。グレリアンとは、確たしか、悪あく魔まと通じたとして海に沈められた魔女の名前だったな──。そして、呪のろいか。魔法的な力なのかな──。あるいは、それに見せかけた物理的な力──。光こう彩さい素そ子しか」

「いや、光彩素子じゃないと思う。力が抜ぬかれるんじゃなくて、腹はらにボコっと気き泡ほうができた感じがしてさ──」

「圧あつ力りよく的なものか？」

「っていう感じでもなかった……と、思う。最初に圧力は感じたけど、あれは全然耐たえることができたし……。押おし潰つぶされるんじゃなくて、なんていうか……。逆ぎやくに、風船みたいに膨ふくらむ感じでさ──」

「熱は？」

「感じなかった。だから、もうさっぱりだよ」

「そうか──。まあ、なら、なんにしてもあの市には戻もどらない方がいいな。なんとかハーシェの住む『園その』で燃ねん料りようをもらって、さっさと太平洋を渡わたろう。なにはともかく今後のことは香港に帰ってからだ」

　燃料は液えき体たいではなく、光彩素子を結けつ晶しよう化かさせた砂すなだ。

　五〇キログラムは必要だが、三人で背せ負おえば十分に持ち運ぶことはできる。

「だな。あーもう、とにかく俺は香港でのんびりしたいよ」

　人間の皆みな殺ごろしを誓ちかい、〈裏うら切ぎりの天使〉がいれば凄すさまじい敵てき意いを剝むき出してきた百川の言葉とは思えなかった。

　そうだなとうなずきつつ、芹也は感かん慨がい深く思う。

　百川は、彩と出会ったことで成長した。

　本人は自覚していない。

　まだ、開花したわけではなかった。しかし、百川康貴は、心の中で確かく実じつに新しい芽を育てている。ハーシェ・グランツという少女を直感的に助けたのも、きっと、新しい芽の成した業わざなのだろう。

　芹也には、そんな友人の変化が肌はだごしに感じられる。

「……でも、あの女、赤いスカーフをしてやがったな」

　この言葉にも敵意と憎ぞう悪おはなかった。

「気になるのか？」

「……気にならないのか、芹也は？」

「俺は、──ハーシェと同じさ。殺された数は殺した」

「……否ひ定ていする気はねぇよ」

　芹也の感じている変化が事実だとしても、しかし、百川の心には未いまだ貼はりついた紅ぐ蓮れんの炎ほのおがある。

　それは幼よう年ねん期きに見た、すべてを失った時の炎だった。

　百川と芹也と奈生は同じ場所で幼年期から育った。

　その場所は高天たかまが原はらと呼よばれ、自らを天あま照てらすと自じ称しようする勝気な女天使が統とう制せいする平和で穏おだやかな世界だった。

　百川は天照にしごかれ、厳きびしいながらも友愛に満ちた時間を高天原で過すごした。

　だが、高天原は、赤いスカーフをつけた人間たちによって滅ほろぼされた。

　一いつ緒しよに住んでいた仲間は皆、殺された。

　天照も殺され、彼女の死し骸がいは人間たちの前に晒さらされた。

　晒された写真を見た時に流した涙なみだも、紅蓮の炎と同じように百川の心には未だ貼りついていた。

　百川は、その時に復ふく讐しゆうを誓ちかった。人間は皆殺しにすると。

　百川はこれまでに、数え切れない人間の兵士と戦い、──殺した。

　殺された数は、とっくに殺した。

　だけどまだ、紅蓮の炎は心の底でくすぶっている。

　ただ、そうは言っても……。

　どうしてか──

　赤いスカーフをつけたセアラ・ラプトという〈裏切りの天使〉の姿すがたは、炎に映うつることがなかった。

「あいつ……すげぇ眼めをしていたんだ……。俺とはまったく逆の……」

　冷たく揺ゆらぎのない、それは死者の瞳ひとみだった。

　何な故ぜ、彼女は人間の元にいるのだろう。彩の育ての親であり、〝コードＷ〟を人間に持ちかけた緒お原ばら辰たつ弥やのことを思い出し、百川はふとそのことを考えた。なんの理由もないとは思えなかった。緒原辰弥と同じように、セアラ・ラプトは、金や権けん力りよくを求めて人間に与くみする柄がらではない。それだけは、確信できた。

　そして、一体なにが、少女の瞳から生気を奪うばったのだろうか……。

　百川は、彼女に敵意を持つことができなかった。

　戦って殺すことよりも、むしろ、彼女のことを知りたいと思う。

　芹也は肩かたをすくめ、

「なんだ、そういう気になり方か。おまえも──」

「なんだよ」

「好きものだな。彩とハーシェだけで十分だろう？　まだほしいのか？」

　芹也はニヤリと笑った。

「あのなあ！」

「はははっ！　悪い悪い。今のは冗じよう談だんだ。なんにしても、『園』か──。たくさんの天使がいるって、本当に楽しみだな。どうやら追っ手もないようだし、久ひさしぶりに、のんびりさせてもらえるかな」

「だな」

　百川は座すわったまま足を伸のばし、腹はらを手でもみほぐした。




　翌よく日じつ、ハーシェの言った通り、午前中の内に一行は『園』へと到とう着ちやくした。蛇だ行こうした深い谷を抜ぬけて光に包まれた湖のほとりに辿たどり着いた時、百川と芹也と奈生と彩の四人は眼を大きく開いて「うわー」と感かん嘆たんの声をあげた。

　そこには、陽ひ射ざしに照り輝かがやいた銀色の水面が無言でたゆたっていた。

　広い──

　水平線を感じるほどの広がりを持った湖だった。

　そして、湖に驚おどろいたあとで眼につくのは、水面に等しい銀色で湖から天に突つき伸びた高さ二〇〇メートルはある円えん錐すい状じようの塔とうだ。

　グランド・テーブルは、最深三〇〇〇メートルになる溝が走る峡きよう谷こくである。それから見ればたいした高さではなく、湖の広がりと比ひ較かくしてもちっぽけな高さではあった。空から飛行機で見たところで発見は困こん難なんだろう。

　しかし、広い湖の中でそれが突き伸びた様子は、一行に感動を与あたえるのに十分な荘そう厳ごんさを持っていた。

　湖には他にも、緑に覆おおわれた島がいくつも浮うかんでいた。

「……すごい」

　彩は心を奪うばわれ、その場に立ちすくんだ。

「これは──魔ま法ほう塔か──」

「ええ、そう。私たちの『園その』の象しよう徴ちよう。荘そう厳ごんで綺き麗れいでしょ」

　芹也にハーシェは答えた。

「しかし、魔法塔なんて──。そんなもの、人間が放っておかないだろう？　こんなところに住むなんて、逆ぎやくに危き険けんじゃないのか？」

「ここはカトラス市から、天使の飛行で一日分離はなれているのよ。人間は来ないし、見つけられないわ。湖の光でカモフラージュされているしね」

「……しかし、魔法塔にはスピリットダイヤモンドがあるんだろう？」

「スピリットダイヤモンド？」

「価か値ちのある魔法具のことだけど、──ないのか？」

　かつて『鉄てつ槌つい』以前、高位魔ま術じゆつ師しが自らの住じゆう居きよ兼けん研究所として建てた魔法塔には、一いつ般ぱん的に、周囲に魔力場を発生させる機き能のうがあったという。

　スピリットダイヤモンドは魔力場の生成アイテムとして、魔道知識を有する一部の天使あるいは人間にだけ存そん在ざいが知られている。

　神しん秘ぴ術士として教育を受けた芹也は、幼年期に先生からきいた。『鉄槌』を受けて世界から魔力が喪そう失しつしたにもかかわらず、内包した力を未いまだ保たもちつづけているという現げん存ぞんで最大出力の魔道機関である。

「塔にはいろいろあったけど、ただの装そう飾しよく品ひんとか武ぶ具ぐばかりだったわ」

「そうか……。まあ、そんなものなのかもな」

　芹也は、スピリットダイヤモンドがどんなものかを知らない。ダイヤモンドというからには宝ほう石せきなのだろうが、であれば、あればわかるだろう。もう見つけられて、どこかに移うつされているのが自然だとも思えた。

　すでに人間が入手したのか、天使が破は棄きしたのかはともかくとして……。

「なあ、ここが『園』なんだよな？」

　百川が言った。

「ここが私たちの『園』よ。さあ、もう変へん装そうはいいから、元に戻もどりましょう」

　民族衣い装しようを脱ぬぎ、ハーシェはブラウスとスカート姿すがたになる。肩かたの膨ふくらんだ白いブラウスは作りの良い高価なものだった。

「ふう。すっきりする～」

　膝ひざ上うえのスカートをぱたぱたと仰あおいでから、ハーシェは肩の筋きん肉にくをほぐす。

「康貴君も脱ぎなよ」

「そうだな。いつまでも、こんな重苦しいもん着てる必要ねぇか」

　百川もハーシェに習い、古ぼけた普ふ段だん着ぎに戻った。

　奈生と芹也は最初から普段着である。

「貴女あなたは？」

　何気なくハーシェが彩に言った。暖あたたかくも冷たくもない言い方だった。

「……あ。うん」

　彩は、なんとも民族衣装を脱ぐのが恥はずかしかった。彩の衣服は、破やぶれているだけでなく血の痕あとが染しみている。

　と、悩なやんでいる内、みんなが塔の方に向かって飛んでいった。

「あーん。もう待ってよー！　ねえ！」

　彩はあたふたと民族衣装を脱ぎ、あとを追った。
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「──つまり、私が問題にしているのは、それがカトラス評ひよう議ぎ会かいの総そう意いとして決められた密みつ約やくであったかということです」

　丸テーブルに居い並ならんだ評議委員たちは、今、生きた心地ここちがしていない。彼らのうしろを歩き巡まわりながら、ベルティールは話を進める。

「知っての通り、天使とは忌いむべき存在です。天使は二〇年前、この大地に『鉄槌』をもたらし、我われらの繁はん栄えいした社会を撃うち砕くだいたばかりか、我らに対して攻こう撃げきを仕し掛かけ、多くの同どう胞ほうを殺害しました。まさに、人類にとっての仇きゆう敵てき。撲ぼく滅めつしてしかるべき、共存する余よ地ちなど微み塵じんもない存在です」

　セアラは部屋の隅すみで、ベルティールの温和な言葉を耳に入れていた。

「しかも、我ら先人の遺い産さんである魔法塔とうを天使が占せん有ゆうしているなど、ますますもって許ゆるせることではありません」

　温和だが、だからこそベルティールの声には狂きよう気きじみた恐こわさがある。ベルティールが背はい後ごに来る度たび、評議委員たちは身を震ふるわせて恐きよう怖ふにすくむ。実じつ際さい、誰だれが殺されてもおかしくない空気が会議室にはある。

　セアラは、その空気を作っている要因のひとつだった。

　直立不動で微び動どうだにせず、じっと様子を見ている。それは、死神と揶や揄ゆされる警けい護ご官かんのイメージそのままだった。

「然しかるに、評議委員ハイゼル・ガフトは自じ慢まんげに言いました。──私は天使と密約を結んでいましてな、と」

　ガリアの植民都市は、城じよう壁へきの建けん設せつが許きよ可かされていない。天使は自由に、都市に入りこむことができた。

　都市軍の設置も許可されておらず、自警団シテイガードの有する武器は、よくてもサブマシンガンである。天使と戦うにはあまりに非ひ力りきであり、結果、植民都市の多くは天使との間に緩ゆるやかな密約を結んでいる。

　その公然たる事実を承しよう知ちした上でベルティールは言った。

「許されることではありません。そうでしょう、評議委員長殿どの？」

「は、はい……。それはもう……」

　平へい伏ふくする白髪しらがの老人。

　一人の評議委員が我が慢まんしかねて立ち上がる。

「閣かつ下かは……っ！　現げん実じつをわかっていらっしゃいません！　グランド・テーブルの天使は道理を心得ています！　我々は話しあいでカトラス市の平和を築きずいたのです！　天使の理り解かいがあればこそ、鉱こう山ざん採さい掘くつとて順調に──」

「それは、貴方あなたが交こう渉しようしてきた努力を訴うつたえているのですか？」

「いえ、それはガフト殿の──」

「では、貴方はなにもしておらず、なのに現実と道理を語る立場にあると？」

　ベルティールの細められた眼めが、ちらりとセアラを見た。その眼には、たったひとつの命令しか見て取ることはできない。

　セアラは、口をぱくぱくさせる男の背後に回ると、首をつかみ、潰つぶすと共に男の体を吊つり上げた。「あ……」と、小さな声をもらして男は絶ぜつ命めいする。自分になにが起きたのかも理解できなかっただろう。

　セアラは冷然と身を返し、ゴミよりぞんざいに死体を廊ろう下かに捨すてた。

　そして、元の場所に戻もどる。

「実際、天使は、二人の評議委員を無む情じようにも殺しました。決して、許されるべきことではありません」

　何事もなかったかのようにベルティールは話をつづけた。

「──では、どうするのか」

「………」

　評議委員たちが一いつ斉せいにベルティールを見つめる。

　ベルティールは、一人一人に眼を向けたあと、貎かおをすうと引きしめ、

「殺さつ戮りくです」

　刃やいばじみた声で言った。

　セアラは揺ゆるがない。天使が皆みな殺ごろしにされようが、なにが起ころうが、彼女には興きよう味みがなかった。今、この場所にセアラ・ラプトという存そん在ざいがあるのは、世界で唯ゆい一いつ信じた存在から言い渡わたされた言葉があるからだった。

『おまえの身み柄がらはベルティールに預あずけた。奴やつの下で警護官として働け。いずれ時期が来たら迎むかえに行く』

　それから、五年の歳さい月げつが流れていた。

　未いまだ時期は来ず、セアラは警護官として存在をつづけている。

　男の死をセアラはきいた。

　男を殺した者たちのこともセアラはきいた。

　無論ムロン、殺ス──

　それを考えた時、セアラの身の内には熱帯おびた微び粒りゆう子しの流れが生まれる。その流れは意い識しきのすべてを押おし流すほどに激はげしく、ふと我われに帰った時、セアラはベルティールに従したがって廊下を歩いていた。

　会議は、いつの間にか終わっていた。

　他には誰もいない陽ひ射ざしの差しこんだ廊下で、ベルティールは笑いをかみ殺しながら独ひとり言をつぶやいていた。

「……殺戮。……殺戮。……殺戮。サツリク」

　語気は次し第だいに早まり、ついには、

「サツリクサツリクサツリクサツリクサツリクサツリクサツリクサツリクサツリクサツリクサツリク……！」

　両手で顔をかきむしりながら哄こう笑しようした。

　それが、人間世界をまとめる四大陸神しん聖せい連れん邦ぽうの主要国──ガリア共同体を支し配はいする男のもうひとつの顔だった。

　エレベーターに乗ったところでベルティールは平静を取り戻す。

「天使は、魔ま法ほう塔とうの周囲に住んでいるそうです。残念ながら所在地の情じよう報ほうはあの豚ぶたが独どく占せんしていたようで、きかずに殺してしまったのは私も不覚ですが、致ち命めい的な事じ態たいではありません。貴女あなたは、あの豚の死体をホテルの私の部屋に運んでおいて下さい。面めん倒どうではありますが、今夜にでも尋問するとしましょう」

「サー、イエッサー」

　セアラは靴くつを鳴らし、まっすぐに立てた指を額ひたいにまで持ち上げた。

「結けつ構こう」

　ベルティールは満足してうなずく。彼がセアラを重用する理由はそこにあった。セアラは動じない。怯おびえることもなかった。

　かつて『鉄てつ槌つい』以前に存在した魔人形とは、まさにこのセアラ・ラプトのようなものであったのだろう。

　そのセアラが仇かたきと相対した時、果たしてどのような揺らぎを見せるのか。

　それもまたベルティールの楽しみであった。

　彼は求めていた。ひたすらに求めていた。

　それは野心ではなく、本ほん能のう。

　疼うずいて仕方のない、隠かくした牙きばの衝しよう動どう。

　ひたすらの殺戮を、ミラン・ベルティールは欲ほつしていた。




　　　　４




　その頃ころ、百川たちは途と方ほうに暮くれていた。

「どうする？」

　と、百川がたずねれば、

「どうすると言われてもなあ……」

　芹也は頭を搔かき、組んだ足の上下をなんとなく入れ換かえた。もちろんそんなことで事態は解かい決けつしない。

「ま、こういうのを『幽ゆう閉へい』って言うんだよねー」

　奈生がわかったように言い、ケーキを頰ほお張ばる。

「とんでもありませんっ！　みなさんは、大だい歓かん迎げいされているんですよ！」

　紅こう茶ちやを淹いれていたメイド服の少女が、ぶんぶんと首を横に振ふる。

　彼女は、イシテア・アレイ・テミス。

　イーアって呼よんでくださいねー、と屈くつ託たくなく笑いかけてくる、百川たちの世話を族長より言いつかった『園その』の天使である。

「はぁ……。ごめん」

　彩がうなだれて、百川たちに謝あやまる。

　彩の背せ中なかには、真っ白な翼つばさがかわいらしく揺ゆれていた。

　その翼はイミテーションではない。間ま違ちがいなく、彩という少女の一部として存そん在ざいしているものだった。

　二〇年前、天界を目指した人間の奢おごりを許ゆるさず、神は『鉄槌』を打ち下ろした。善ぜんの施し行こう者しやとして大地を守ってきた天使は、神のその行いを許さず、神に異い議ぎを唱となえた。天使は神の怒いかりを買い、翼を失うと共に『楽園』から追放された。

　世界中の天使は、誰もがその『真実』を知っている。

　だから、百川も芹也もイーアも背中にはなにもない。星を散りばめたように美しい頭とう髪はつと光を含ふくんだ瞳ひとみ、日焼けをしない白しろ肌はだ、それに、細く均きん整せいの取れた体たい軀くが、大地に墜おちた天使の天使たる特とく徴ちようだった。

　彩は、世界でたった一人、背中に翼を持った緋ひ色いろ髪がみの天使なのだ。

「彩のせいじゃねぇだろ。いちいち気にするなって」

「うん、ありがと……。百川」

「しっかしなあ……。まあ、わからなくもねぇけど」

　白い翼を見た時の、『園』の天使たちの動どう揺ようぶりと来たら──思い出せば本当に、笑えるくらいだった。

　百川は壁かべに背中を預あずけ、向かいの窓まどから降ふり注ぐ陽光に眼めを細めた。

　最初に翼を見た天使は腰こしを抜ぬかし、それから本物かと疑うたがい、本物と知るとまた驚おどろいて腰を抜かし。次に来た天使も次に来た天使も同じように反はん応のうし。最後に現あらわれた冷たい顔をした族長と呼ばれる男が、

「彼らを魔法塔の応おう接せつ室しつにお通ししろ。いいか、絶ぜつ対たいに出すでないぞ」

　と、命令し、前まえ触ぶれなくハーシェの頰をぶった。

　パシン──

　緑に満ちた庭に乾かわいた音おとが響ひびき渡わたった。

「バカな真ま似ねをしたな、ハーシェ」

「どうして!?　お父様、エルタは人間に殺されたのよ!?　しかも、あんな惨むごい姿にされて──！」

「あれは親のいない、しかも余よ所そ者ものの娘むすめだ。おまえが気にかける必要はない」

「気にかける必要はないって──なによそれは！」

「いいから来なさい」

「やめて！　離はなしてお父様！　お父様！」

　ハーシェは腕うでをつかまれ、どこかに連れて行かれた。

　親子間のことである。

　百川たちも口出しはしなかった。

「失礼しました。さあ、どうぞ」

　その後、やってきたイーアによって百川たちは魔法塔に案内され、上階の一室で今は接待を受けている。

　あまりに短い時間の出来事だった。

　だからどうにも、事じ態たいを把は握あくしきれていないのである。

　円形の床ゆかをした部屋は直径五メートルほど。隅すみには下につづいた階かい段だんがあり、壁際ぎわの棚たなには高こう価かな皿やカップがたくさん入っていた。彩と奈生と芹也が座すわっているソファーは体が沈しずむくらいにふかふかである。その前に置かれた脚あしの短いテーブルには、繊せん細さいな模も様ようが施ほどこされている。

　ざっと見たところ、牢ろう獄ごくという感じではなかった。

　別室へとつづいたドアも存在している。

　窓にはクリアパネルがはめられていたが、スライド式になっている。

「よいしょ、と」

　百川は、膝ひざに手をついて立ち上がると、窓を開けた。

　水面からは二〇〇メートルほど高い場所だ。見上げれば真っ青な空が広がり、湖の向こうには峡きよう谷こくが見えた。

「──ま、こんなとこ、出ようと思えばいつでも出られるしな」

「あ。ダメですよ、窓から飛んじゃ」

　奈生におかわりの紅茶を注ぎながらイーアが言う。

「なんでだよ」

　百川が睨にらみつけると、

「だって、死んじゃいますよ？　この塔は魔法塔ですから、天使脈動もタリスマンも完全に封ふうじるんです」

「って、普ふ通つうに飛んで入ったじゃねぇかよ！」

「入ると効こう果かが出るんです。外に出ても何分かはつづきますから、飛び降おりてから天使脈動を働かせようとしても無む駄だですよ。そのまま落ちるだけです。落ちれば、この高さですから間ま違ちがいなく死んじゃいますよ？」

　ご丁てい寧ねいにも死ぬことを繰くり返して、イーアはにっこりと笑った。

「へえ、まんまとだまされたね」

　奈生は気楽に笑った。

「あのなあ……」

　百川は湖面を見下ろす。見み張はりのボートが何なん隻せきも浮うかんでいた。

「君はどうするんだ？」

　芹也がイーアにたずねた。

「イーアは、族長様に命じられましたし、ここでみなさんのお世話です」

「族長様ね……。この『園』には身分制せい度どがあるんだな」

「はい。イーアは最さい下か層そうの民たみですが、秩ちつ序じよと平和を保たもつには必要な手段だと思いますので良いことだと思っています」

「一人、奴ど隷れいとして貢みついで殺されたんだろ？」

「はい……」

　イーアがわずかに表ひよう情じようを曇くもらせる。

「エルタ、という名前だったか──。君の知りあいなのか？」

「はい……。イーアの姉です。あ、でもっ！　あのっ！　エルタはみんなのために自分で進んで出て行ったので、べつになんていうかイーアはそのことについて意見は持っていませんしっ！　あのその──」

「いいよ、言い訳わけしなくて。孤こ児じは、立場もないんだろう？」

「……そういうわけじゃ、ないです……。族長様は、行き場のなかったイーアたちに居い場ば所しよをくれましたし……。とても感かん謝しやしているんです……」

　なら、どうして眼めを伏ふせるのか。

　芹也はたずねるかわりに、彼女の淹いれてくれた紅こう茶ちやを口につけた。

「うん、おいしい」

　百川は、すっかりイーアを責せめる気を無くした。というか、ここで責めれば完全なる悪役である。おっとりした善ぜん良りようそうな彼女は、本当に百川たちが歓かん迎げいされていると思っているのかも知れなかった。

「はぁ」

　ため息をついて彩の隣となりに座すわる。ちらりと彩を見て、

「おまえ、カトラスを出てから変だよな」

「べつに。そんなことないよ」

「そうか？　昨日の夜、なんか拗すねてたくせによ。朝は朝で妙みように張り切って、肉を黒コゲにするわ果物を丸コゲにするわ水はこぼすわ火は消すわ、あげくの果てに、それを俺おれのせいにしやがって」

　おかげで腹はらペコだぜ、と、百川は彩のケーキをつかんだ。

　タコスのお返しとばかりに、強ごう引いんに一口で食べる。

「あー！　あたしの食べないでよー！」

「へへーん。バーカバーカ。トロトロ食ってる方が悪いんだよー」

　百川はそう言うと立ち上がり、自分の尻しりを彩に向けてペンペンと叩たたいた。

「なにおーっ！」

「バーカバーカ」

　百川がドアを開けて、どことも知れない隣りん室しつに逃にげこむ。

　拳こぶしを振ふり上げて追いかける彩。

「あーっ！　ダメですぅ！　勝手に歩いちゃ！」

「まあいいじゃないか」

　と、芹也が優やさしくイーアの手をつかむ。

「塔とうから出るわけじゃないんだ。こんな使われ方をしているということは、塔の捜そう索さくは完全に終わっていて、価か値ちのあるものは残っていないんだろう？」

「それはそうですけど……」

　イーアは仕方なく、二人を追うことをあきらめた。

「百川もいいとこあるね」

　奈生が芹也を見て、にこりと笑う。

「ああ」

　芹也は笑い返し、手を離はなすと共にイーアに紅茶のおかわりを求めた。




　バンと勢いきおいよくドアを開けて部屋に入り、ドアを閉しめたら、急にとんでもない密みつ度どの沈ちん黙もくが彩に襲おそいかかった。そこは、高い位置の小こ窓まどから一ひと筋すじの光が差しこむだけの、なんとも殺風景な埃ほこり臭くさい小部屋だった。

　百川は、いない。

　階かい段だんが上に伸のびているから、そっちに行ったのだろうか。

「……百川？」

　彩は呼よびかけたが、返事はなかった。

　恐こわさがこみあげる。

　だけど引き返すのは悔くやしいから、彩は意地で階段を駆かけ上がった。

　上に辿たどり着くと同時に、

「百川！」

　精せい一いつ杯ぱいの虚きよ勢せいを張はって、金切り声をあげる。

　と、次の瞬しゆん間かん、なにかがうしろから彩の両方の翼つばさをつまんだ。彩は驚おどろいてすべての羽根を逆さか立だて、「うきゃ────！」と猿さるじみた悲鳴をあげた。びっくりしたのは、驚かそうとした百川の方である。

「うわあっ！」

　うしろのめりに倒たおれて、板張りの床ゆかに尻しり餅もちをついた。

　彩は振り向いて、

「……百川」

「うるせぇよおまえ。なんて声だすんだよ」

　百川は耳に手を当てながら立ち上がると、彩のおでこを指で弾はじいた。もちろん彩はなにをするんだと怒おこったが、百川は言い返さず、呆あきれたような嬉うれしいような一言では表ひよう現げんできない笑え顔がおを見せた。

　彩は、どうしてか胸むねが急に熱くなるのを感じて、顔を背そむけた。

「んじゃ、探たん検けんすっか」

　彩の肩かたを軽く叩たたき、百川は部屋を見み渡わたす。

　どうやら物置のようだった。幾いく筋すじかの光が入りこんだ四角い空間には、ガラクタのようなものが散さん乱らんしている。大きなテーブルの上には、割われたフラスコや、その他の科学的な実験器具がそのままに残っている。今は物置でも、かつて『鉄てつ槌つい』前には魔ま道どうの研究室として使われていたのかも知れない。

　足元の床には、色褪あせた羊皮紙の巻まき物ものが転がっていた。

　百川は手に取って広げる。

　中には、わけのわからない文字か記号がびっしりと書かれていた。

「これって呪じゆ文もん書しよかな？」

　覗のぞきこんできた彩が首を傾かしげる。

「かもな。でも、もう世界には魔力がないから、いくら呪文を唱となえても、発動することはないんだろうな」

　百川は巻物を投げ捨すてると、「あれなんだ？」──彩の背せ中なかを押おす。

　彩は自然について行き、気づいたら楽しんでいた。

　それを自覚すると彩は惨みじめさを感じる。だって、百川の方が大人なのだと認みとめているに等しかった。

　百川は巨きよ大だいな六ろく分ぶん儀ぎをまじまじと見ている。

　彩は百川から離れると肩で息をつき、ふと気になるものを見つけた。

　近寄よって眺ながめる。

　が、それに彩が映うつることはなかった。

　なんだろう……。

　壁かべに立てかけられていたのは、姿すがたの映らない一枚まいの鏡だった。いや、鏡というには鏡面が黒く塗ぬられていたので、鏡ではないのだろうが、なんとなく、模も様ようの入った縁ふちと表面の光こう沢たくから、鏡かな、と思えるものだった。

　たいした価値があるようには見えない。縁の模様も安っぽかった。

　上枠わくに魔法文字が書いてあるが、読むことはできない。

　鏡は、ちょうど彩の背せ丈たけほどの大きさだった。まるで、彩のためにあつらえられたかのようである。

　彩は腰こしを屈かがめ、興きよう味み深く黒い表面を見つめた。

「あたしは、彩だよ。彩。鏡の中にいるあなたはだれ？　彩だよね」

　見えない自分に向かって、彩は語りかける。

『……ねえ』

　そうすると声がきこえた。

「え？」

『ねえ』

　それは、彩自身の声だった。

　彩の声が、鏡の向こう側から彩に向かって語りかけてきていた。

『あたしの声がきこえる？』

「うん……。きこえるけど……」

　彩は振ふり向いて百川の様子を見たが、百川はまだ、ガラクタが詰つまった棚たなの向こう側で六分儀をいじっている。

『よかった──。あたしはあなたを待っていたの』

「あたしを？　どうして？」

『あなたの願いを叶かなえるために』

「え……」

『ねえ、あなたの願いをあたしにきかせて』

　彩の声が無む邪じや気きに言う。

　どういうことだろうか……。まさかなにか、魔法の品を彩は発動させて、とんでもないことになりつつあるのだろうか……。彩はとてつもなく不安にかられたが、間ま違ちがいなくここは魔法塔とうだった。

　魔法の品──かつて『鉄槌』以前の、天界すら臨のぞんだという力──

　願いくらい、叶えてくれるのかも知れなった。

　ふと気づけば、黒面の鏡に、彩は自分自身が映っている幻げん覚かくを見た。幻覚はまばたきをすると消えた。

　翼つばさを広げた自分が、いたような気がした。

　翼──

　黒面の鏡に映った彩は、当然かも知れないが、黒い翼を持っていた。

『ねえ、あなたの願いをあたしにきかせて』

〝彩〟は繰くり返す。

「私の願い──」

　彩は少しだけ戸と惑まどい、そして、伝える。

「力が──。力がほしいの。みんなと一いつ緒しよに戦える力が──」

　足手まといにはなりたくなかった。

　彩も一緒に戦いたかった。

　だから彩は、ひたすらに純じゆん粋すいな思いで鏡の中の自分にその願いを伝えた。

　強い──本当に強い願いだった。

〝彩〟は答えた。

『いいよ。あなたの願いを、叶えてあげる』

　次の瞬しゆん間かん、鏡の表面を覆おおっていた黒い光沢が渦うずを巻まき、紡つむがれた糸のように密みつ度どを増まして鏡の中央に集まった。

　透とう明めい感のあるゴルフボール大の黒い宝ほう石せきが、彩の掌てのひらに現あらわれる。

　複ふく雑ざつに光を屈くつ折せつする多面体の宝石だった。

「なに……これ……」

　彩は呆ぼう然ぜんと、黒い宝石を見つめた。

　軽く握にぎりしめてみると、信じられないくらいの力が体中にみなぎった。本当に力を得たのかもしれない。

　指を広げると力は収おさまった。

　繰り返しても、力は簡かん単たんにコントロールすることができた。

　銀面の鏡には、白い翼をした自分が映うつっている。

　ふと足元を見れば、いつの間にか黒い影かげが浮うかんでいたが、多分、鏡に反はん射しやした陽ひ射ざしのせいだろう。

「なんだ、それ。宝石か？」

　いつの間にか側そばにいた百川が、彩の掌の宝石を見た。

「あ、うん……。鏡から出てきたの……」

「鏡から？」

「うん……。あたしに、力をくれるって……。言って……」

「へえ、良かったな」

　百川は喜んでくれた。

　祝福を受けて、彩は口元をほころばせる。

「へへ……。ありがと。──ねえ、もらっちゃってもいいのかな、これ？」

「おう、もらっとけもらっとけ」

「じゃ、もらっちゃおっかな～」

　彩は笑え顔がおで黒い宝石をズボンのポケットに入れる。

　なんだか、これからとてつもなく良いことが起こりそうな予感が満ちる。

　もしかしたら。

　本当にこれで。

　彩は、大地で生きられる天使になれるかもしれないのだ。

「ん──」

　彩は久ひさしぶりに、心の底からの背せ伸のびをした。

　ようやく笑顔で百川と向きあう。

「百川、ありがとう。あたしも、ちゃんと百川の仲間になれるように、頑がん張ばって強い天使になるね」

「あ、おう……。頑張れよ」

「うん」

　なにかをふっきったような彩の笑顔に、百川は戸と惑まどいを隠かくせなかった。
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「ごめん、本当にごめん」

　塔とうの応おう接せつ室しつに空から入ってきたハーシェは、しきりに手をあわせた。

「まさか私もこんなことになるなんて思ってもいなくて。っていうか、彼女が翼つばさを持った天使だなんて思ってもいなくて。お父様にもお兄様にも、みんなを解かい放ほうするように言ったんだけど──」

「きいてもらえなかったんだな」

　ソファーに座すわったまま、芹せり也やは肩かたをすくめた。

「ごめん。でもかわりに、私を助けてくれたお礼の宴うたげを今こん晩ばん開くから、思いっきりおいしいもの食べてよ」

「うわ、楽しみ」

　皮肉ではなく、本当に嬉うれしそうに彩さいは言った。

　隣となりに座っていた奈な生おに、

「もうあたし、お腹なかぺこぺこなんだー」

　と、笑う。

「ま、俺おれもお腹は空いてるかな」

　奈生は屈くつ託たくなく笑うが、どこかぎこちなかった。ちらりと百もも川かわを見て、一体どういうことかと視し線せんでたずねる。

　テーブルごしのソファーに座った百川は、ハーシェに腕うでを組まれたまま、もう一方の手で頭を搔かいた。

　一見、和なごやかな応接室には、奇き妙みような空気が漂ただよっていた。

「康やす貴たか君のことは、お父様に紹しよう介かいするからね」

「って、いいから離はなれろ」

「ん、照れてるんだ。私、見た目より胸むねおっきいでしょ」

「だーもう！　そーゆー意味じゃねぇよ！」

　百川は強ごう引いんにハーシェを振ふり払はらうと、コホンと息をついて服を整えた。目の前の彩は気にした様子もなく、

「ねえ、どんな料理が出るの？」

「楽しみにしてて。まあ、かわったものは出ないんだけどね」

　と、ハーシェと親しげに会話を交かわす。

「おい彩！　言いたいことがあるならはっきり言えはっきり！　おう、俺はいつでも受けて立ってやるぜ！」

「どうしたの、百川？」

　百川が苛いら立だって叫さけべば、心底、不思議そうな顔をする始末である。

「イーアも宴には出るのかな？　だったら一いつ緒しよに──」

　場を取り成そうと、芹也がイーアにしゃべりかけた。

「……いえ、イーアはあの」

　壁かべ際ぎわに立ったイーアは、火の消えかかった蠟ろう燭そくのような雰ふん囲い気きでつぶやく。ハーシェが来てからは、ずっとこの調子だった。

「イーアは出ないわよ。だって、その子がみんなの世話をするんだから」

「そうなのか」

　芹也は残念そうに言った。

「──しかし、翼を持った天使が珍めずらしいのはわかるが、一体、族長様とやらは俺たちをどうするつもりなんだ？」

「それは……。交こう渉しようのカードにするって──」

「カード？」

「人間じゃないよ？　他の『園その』の天使とだよ？　ほら、昔、天使は背せ中なかの翼で、大地と『楽園』を行き交かっていたっていうでしょ。だからもしかして彼女は、私たちが『楽園』に戻もどることのできるきっかけを作ってくれる子なのかも知れない。そんな子を手元においておけば、他の『園』と合がつ併ぺいして、もっと大きな『園』を作る時に、こっちが主しゆ導どう権けんを握にぎれるじゃない？」

「なるほど。そうして君の父上は、族長から国王になるか」

「言っとくけど、私は興きよう味みないよ？　でも、お父様とお兄様は、天使の国家を作ることを真しん剣けんに考えているの」

「確たしかに、ちゃんと生きるために、国はあった方がいいかもな」

　百川は言い、厳きびしい眼めでハーシェを見み据すえた。

「──だけど、そのために弱い奴やつを犠ぎ牲せいにしていいなんて考えるのなら、俺は天使の国でもぶっ潰つぶすぜ？」

　うつむいたイーアが、怯おびえたように肩かたを震ふるわせた。

　ハーシェはあわてて、

「待って康貴君！　私はだから復ふく讐しゆうに行ったんだ！　睨にらまないでよ！」

「……悪い」

　百川は肩の力を抜ぬき、素す直なおに謝あやまった。

「……だけど。じゃあ、なんの犠牲もなく国が作れるのかってお父様に言われて、私は反はん論ろんできなかった。康貴君は？」

「俺は──」

　百川は返答に困こまり、視線で芹也に助けを求めた。

「──『楽園』にも、天使たちを統すべる大天使の存そん在ざいはあったという」

　芹也は立ち上がると、怯えるイーアの腕に優やさしく触ふれる。そして、壁かべに背を預あずけて腕組みする。

「数が集まれば上下関係は生まれるものさ。それは自然な成り行きだと思う。ただ、下か層そう民みんなんてものが存在する国は御ご免めんだけどね」

「だから、私に言わないでよ。私になにができるっていうの？」

「族長の娘むすめなんだろ？」

「そ・れ・だ・け。べつに権力なんてないわよ」

　ハーシェは唇くちびるを尖とがらせると、懲こりずに百川の腕に抱だきついた。

「だから私も、康貴君と旅に出ちゃおっかな～。私、剣けんが使えるし、獣けものを狩かることもできるから役に立つよ」

「とにかく、なんでもいいから離はなれろ！」

「大好きだから離れない」

「だーもう！」

「ねえ、もしも一緒に旅に出たら、あたしにも狩りの仕方を教えて」

　彩がハーシェに言った。

「うん、いいよ」

　百川とじゃれあいながらハーシェはうなずく。

「はぁ」

　芹也はため息をついた。
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　夜になると、応おう接せつ室しつにハーシェの兄が現あらわれる。長い銀ぎん髪ぱつを優ゆう雅がになびかせた白衣姿すがたの彼は名を名乗らず、極きわめて事じ務む的に宴うたげの準じゆん備びが整ったと告げた。一行は彼の先せん導どうで塔とうを下り──驚おどろいたことにエレベーターが稼か働どうしていた──、用意されていたボートで浮うき島しまのひとつに渡わたった。どうやら『園』には動力機関が存在するようで、宴の会場とされた広場にはオレンジ色の照明が灯ともっていた。

　広場には、クロスのかかった丸テーブルがいくつか用意されて、二〇名ほどの白衣を着た天使がいた。彼らの視し線せんは、すべて彩──白い翼つばさに向かう。

　彩は堂々と、ハーシェとその兄につづいて前に歩いていく。

　百川は、心の底からほっとする。ナイフとフォークを使った夕食になるんじゃないかと想そう像ぞうしていたが、立食形式だった。

　一行が前に並ならぶと、樹じゆ木もくを挟んだ奥おくの建物から、一ひと際きわ派は手でな飾かざり物を身につけた白衣の族長が現れる。一行の前に立ち、彼は演えん説ぜつをはじめる。

「我われらは進まねばならない。すでに我々はオーストラリアの『園』と連れん絡らくを密みつにし、カトラスの人間どもとの間にも提てい携けいを結んだ。先日の些さ細さいな出来事によって我が娘がくだらない真ま似ねをしたが、旅の天使である彼らの助けにより、無事ことなきを得、しかも彼らは我らに大いなる希望を運んだ。今こ宵よいはめでたき宴である。将しよう来らい、天使の国家を担になうべき選ばれたる諸しよ君くんよ。今宵は肩の力を抜き、大いに楽しんでくれたまえ」

　一体、誰だれのための宴なのか。

　芹也は眩暈めまいのする思いで、族長の背せ中なかを見み据すえた。

　しかも、些細な出来事だと──

　脇わきに控ひかえたメイド服の少女は、その言葉をどうきいたのだろうか。肩かたより上に照明が届とどいていないので、イーアの顔は見ることができない。しかし、きゅっと握にぎりしめられた小さな手を芹也は見た。

「ジルド様──。カトラスの方はどうされるので──？」

　一人の天使が不安げにたずねた。

「今夜にでも出立し、明日、私とダウィルで話をつけてくる。心配はない」

「話をつけてくるって──。おい、そりゃ無む謀ぼうだって！」

　百川が声をあげる。

　族長──ジルド・グランツは、百川を無視して配下の者たちに告げた。

「我々の『園その』は、滅ほろびた高天たかまが原はらとは違ちがう。かの〈鏡たる者〉は、最強の武ぶ力りよくを有しながらも人間に抗こうし得えなかった。彼らは政せい治じを以もってことに当たる。すでにカトラスとは政治的に通じている。私は〈鏡たる者〉ほど善ぜん良りようでも愚ぐ鈍どんでもない。諸君らも、これからは大局的な眼めを学ぶことだ」

「なんだと──。なんだとぉぉ────────!!」

　ぶち切れた百川がジルドにつかみかかった。

　頰ほおを殴なぐり、力づくで押おし倒たおす。

「なんのつもりだ？」

「俺はなァ──愚鈍な〈鏡たる者〉の弟で子しだ！　先生はなァ、自分の身を犠ぎ牲せいにしても俺たちを守ってくれていたんだ！　先生は──先生は──、テメェごときに愚ぐ弄ろうされるような人じゃねぇんだよ！」

「フン。師しが師なら弟子も弟子か」

「族長！　なにをする貴き様さま！」

　白衣の天使たちが、百川を引き剝はがそうとする。百川は、ジルドの胸むな倉ぐらをつかんだまま片かた腕うでで彼らを殴り飛ばした。

「衛えい士し！　出ろ！」

　ハーシェの兄、ダウィルの声が響ひびき、茂しげみから大おお勢ぜいの天使が現れる。彼らは皆みな、手に剣を持っていた。

　彼らの前には芹也が立ちはだかる。

「俺も許ゆるせないと思っていたよ。いいだろう──、やるならやってやる」

　芹也は指の骨ほねを鳴らす。

「翼を持った娘むすめだ！　翼を持った娘を押さえろ！」

　ダウィルの命令に応おうじ、裏うらから現あらわれた天使が彩の拘こう束そくにかかった。彼らは、百川たちの逃とう亡ぼうを防ふせぐために配置されていたのだ。彩は呆ぼう然ぜんと成り行きを見ていたが、背中の翼に触ふれられた瞬しゆん間かん、

「あたしの翼に触るな────！」

　裂れつ帛ぱくの怒ど気きと共に、囲んだ天使たちを切り刻きざむ。冷たい空気の刃やいばが、彩の全身から全方向に迸ほとばしったのだ。

「これは──魔ま術じゆつか？」

　一瞬の寒波に晒さらされ、ダウィルが驚きよう愕がくに眼を見開く。

　驚おどろいたのは、百川も同じである。

「──彩？」

「いいよ、あたしも。ちょうど力を、試ためしたいと思っていたから」

　彩の声は、ぞっとするほどに無む邪じや気きだった。

　眼の前にいた五人の天使たちを、芹也が素す手でで打ち倒した。残った天使が果か敢かんにも剣けんを振ふり上げたが、奈生の投げた石が額ひたいに直ちよく撃げき、──のけぞって尻しり餅もちをついた。宙ちゆうに舞まった剣の柄つかを芹也は握にぎる。

「さて。では俺も、力を試させてもらおうかな？」

「まあいいか」

　彩の異い変へんには気を払はらわず、百川は族長に注意を戻もどした。

「──おい、族長様よ。これで本当に俺らとやる気か？　なあ？」

「ちょ、ちょっとみんなぁ～」

　ハーシェがあたふたと場を取りなそうとする。だが、ハーシェがなにかをする必要はなかった。

　ふらついた足取りで騒さわぎの場に近づいてきたイーアが、

「やめて下さい……」

　と、かすれた声で言った。

「──イーア」

　芹也は、彼女の眼が潤うるんでいるのを見た。イーアは、ジルドを押し倒したままの百川を見つめている。

「やめて下さい！　お願いだからやめて下さい！」

　イーアは叫さけぶと膝ひざから崩くずれ落ち、大声で泣いた。

「……おい」

　百川は戸と惑まどい、ジルドから離はなれた。

　芹也は切っ先を下に向け、「……ごめん」と小さな声でつぶやく。

「私の……。力……。そんな……」

　彩はまばたきして、自分のまわりで血まみれに倒れた天使たちを見つめる。我われに返ってみれば血だまりの中にいた。

　肩かたに肩で触れ、奈生が芹也に彩への質しつ問もんを促うながす。

「ああ……」

　芹也は生返事をする。芹也の視し線せんは、泣き崩れたイーアに向いていた。

「ごめん……。イーア……」

　芹也はもう一度、深しん刻こくな顔でイーアに謝あやまる。

「彩、さっきの力ってなに？」

　仕方なく奈生は自分できいた。彩の耳には届とどいていなかった。奈生は、つづける言葉を見つけられず百川に眼めを向けた。百川も号泣するイーアにおろおろするばかりで頼りになりそうになかった。

「まあ、別に、なんだっていいけどさ」

　奈生はぼやいて頭を搔かくと、被ひ害がい者しやの天使たちに眼を向けた。

　天使の生命力は強い。

　死者は出ておらず、うう……と弱い声がきこえた。

　身を起こしたジルドは、何事もなかったかのように乱みだれた衣服を整え、それから衛えい士したちに一行の拘束を命じた。意気を無くした一行は大人しく従したがう。彩の翼つばさに触ろうとする天使はいなかった。

　結局、宴うたげはそのまま終わり、一行は再ふたたび塔とうに幽ゆう閉へいされた。
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　戦えば血は出る。それは、考えるまでもない当然のことだった。なのに彩は考えていなかった。純じゆん粋すいに力を求め、一瞬の怒いかりと共にそれを解とき放った。彩は力を得た。解き放たれた力は、たやすく敵てきを切り刻んだ。

　でも、どうしてだろう……。ちっともうれしくなかった。

　自分は、そんな戦いがしたかったのだろうか？

　むしろ哀かなしくて。

　彩は一人、牢ろう獄ごくのような狭せまい部屋の中で、掌てのひらに乗せた黒い宝ほう石せきを見つめる。

「……ねえ、あれがあたしの力なのかな」

『そうよ。あれが彩の力』

　宝石の中から、〝彩〟の声がきこえた。

「そうなのかな……」

『どうしたの？　敵を倒たおしたんだよ？　もっと喜べばいいじゃない。みんなと一いつ緒しよに戦えたんだからさ』

「うん……。そうだね……。わかってるけど……。さ……」

『また言われちゃうよ、もういいからって』

「わかってるよ……。そんなこと。あたしは決めたんだ。戦うって」

　彩は宝石をポケットにしまった。

〝彩〟の言葉は正しい。彼女の言葉を否ひ定ていすることは、イコールして百川たちの戦いをも否定することだ。

　そんなこと──彩にできるはずはなかった。

　彩は、百川たちに助けられたからこそ、今、ここに生きている。

　上階につづいた階かい段だんのある小部屋。

　高い場所から流れてくる一ひと筋すじの青ばんだ夜光を、彩は体の正面に浴びる。




　彩の淋さびしげな背せ中なかを見て、奈生はそっとドアを閉しめた。

「……ダメだ。まだ落ちこんでいるみたい。怪け我がさせちゃったことが、よっぽどショックだったんだね」

　と、ソファーに深く腰こしかけた百川に告げた。

「ホント、バカだよな……。割わり切るしかねぇのによ……。そんなこと」

「そう突き放すな。あの子は繊せん細さいで、すごく優やさしいんだよ」

「──芹也」

「ん？」

「どうする、これから？」

　最初に幽閉された時と同じことを百川はたずねた。

　百川と芹也と奈生は、今、ソファーに座すわっている。下の部屋では、イーアが夜食の支度を整えている。

「はっきり言って、脱だつ出しゆつは簡かん単たんだと思う」

　戦って芹也はわかった。この『園その』の天使は戦い慣なれていない。天使脈動をまるで理り解かいしておらず、人間の兵士よりはマシな程てい度どの力だった。何名の見み張はりがつこうが、その気になれば強行突とつ破ぱできる。

「だけど……まあ……。もう少し様子を見てみないか？」

「べつにいいけどよ」

　百川は腕うでを組み、目を閉とじた。ふうと重い息をついた。正直、セアラに受けた攻こう撃げきがまだ内ない臓ぞうに残っている。とはいえ回かい復ふくは進んでおり、腹はらが減へっている。そこにイーアが食事を運んできた。

「すいません、簡単なものですけど」

　テーブルに置かれたのは、大皿いっぱいのスパゲティーだった。

　甘あまいトマトの匂においが部屋に立ちこめた。

「では、イーアはこれで」

　逃にげるように立ち去りかけたイーアの手を、芹也がつかむ。

「君もここにいろよ。あ、いや、強きよう制せいってわけじゃないし、べつに君から話をききだすつもりもないけど──」

「……イーアはこれから、ちょっと外出しなくてはいけないので」

　芹也の手を解きほぐし、イーアは階段を下りる。

「さ、食べるぞー」

　奈生が、取り分け用の大きな木のフォークにスパゲティーをからめた。

「おい待てこら！　一人でそんなに食うな！　そのスパ、俺おれによこせ！」

　百川と奈生が食しよく卓たく戦争をはじめる。

　と、イーアが、腰まで降おりたところで振ふり返った。

「あの──」

「ん？」

　芹也は、ずっとイーアを見ていた。

「明日の夜、なにか食べたいものはありますか？　リクエストして下されば、用意してこれると思います」

「じゃあ、君がいつも食べている中で、一番好きな料理をお願いするよ」

「それだと、質しつ素そなものになってしまいますが？」

「いいよ、それで」

　芹也は笑った。

「わかりました」

　イーアはにっこりと笑って、下に姿すがたを消した。芹也は幸せな気持ちで、彼女の消えた空間を見つめる。と、そんな自分に照れ、芹也はドアの方を見た。スパゲティーの匂いにつられて彩が出てくる様子はない。

「男三人が残ったか」

　芹也は苦く笑しようすると、スパゲティーを奪うばいあう二人に吼ほえた。

「おまえら！　そんなメチャクチャするな！　せっかくイーアが作ってくれたんだから丁てい寧ねいに扱あつかえ丁寧に！」

「はあーん」

「……なんだ、奈生。そのいやらしい眼めは」

「ってねぇ、百川」

「ん？　ああ、おうおう！　はあーん」

「いやあ、春だねぇ」

「春だねぇ」

「おまえら！　なにが言いたいなにが！」

「またまた芹也君、そーゆーわかりきったことを俺の口からききたいの？　ねえ、ホントに言ってもいいのかなあ？」

「だからあ！　なにが言いたいんだおまえらはあ！」
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　ホテルの部屋に戻もどり、堅かた苦くるしい警けい護ご官かんの制服を脱ぬぐと、セアラはわずかばかりの解放感を覚える。かといって彼女が微笑ほほえむことはないが、腕うでを持ち上げ、肘ひじを頭のうしろで折り曲げてストレッチする仕草は、人前では在あり得ないものだった。

　下着を脱ぐと彼女はシャワールームに入り、熱い水を浴びる。セアラは、人間であれば火傷やけどするほどの高温の水が好きだった。

　それだけの刺し激げきがあって、はじめて『感じている』自分を理り解かいできる。

　世界最強の陸戦部隊で一線に立ってきた彼女の体は、下手な機械よりもタフで忠ちゆう誠せい心に溢あふれている。だが、求めるだけの力を彼女に与あたえてくれる反面、刺し激げきに対して酷ひどく鈍どん感かんになっていた。定期的に強い刺激を与えないと、油の抜ぬけた機械と同じように、錆さびついて反はん応のう力が鈍にぶってくる。

　カッと火ほ照てった体の内側で、セアラは昼に戦った天使のことを思い出す。

　発動力を使い、セアラに一撃を与えた青年だ。

　名は百川康貴。〈捨すて去りし者〉。

　天使の学院『高天原』の出身者だとベルティールは教えてくれた。

　セアラは覚えている。『高天原』攻こう略りやく戦せんは、セアラの初うい陣じんだった。

「……因いん縁ねんか」

　セアラはシャワールームから出ると、まずは髪かみの毛からはじめて、ゆっくりとタオルで全身を拭ふく。

　明日も忙いそがしくなる。

　すでに、天使の『園その』の場所は把は握あくされていた。その前には、面おも白しろい連れん絡らくが光の海を通じてハイゼル・ガフトのコンピューターに届とどいた。それは、ハイゼルと通じている天使からのメールだった。明日、今日の件けんについて話しあいの場を持ちたいという。もちろんベルティールは了りよう承しようした。

　明日は朝から、訪おとずれる天使たちの歓かん待たい準じゆん備びに追われる。

　海兵隊の出しゆつ撃げき準備は整っていた。

　セアラは体を拭き終えると、そのままベッドルームに行き、白いシーツの上にうつ伏ぶせになって倒たおれた。

　部屋の照明はつけない。暗くら闇やみの中、セアラ・ラプトは自らの銀ぎん髪ぱつに触ふれた。

　深夜。

　悪あく霊りようでさえ、死神と呼よばれる彼女に近づくことはなかった。

「……おまえも『園』にいるのか。〈捨て去りし者〉」




「おまえは、私が殺す──。必ず殺す──」
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　翌よく日じつ。

　ハーシェはどの面つらを下げても、百川たちのところに行けなかった。だから仕方なく部屋の窓まどから庭の景色を見ている。

　庭には花が植えられ、樹じゆ木もくの向こうには湖面があった。

　深緑の香かおりを含ふくんだ優やさしい風が前髪をくすぐる。

「……だって、知らなかったんだ。私にどうしろっていうんだ……」

　唇くちびるを尖とがらせ、ハーシェは拗すね気味に言い訳わけしてみる。

　夜、父と兄がカトラスに出かけたことは知っていた。

　だけどまさか、護ご衛えいに加えて彼女を連れていくとは思わなかった。

　お土産みやげ──

　なのだろうか。

　他には考えられなかった。

　ハーシェが知ったのは翌朝で、今いま更さら追いかけても、もう一団だんに追いつくことはできない時間だった。

「だって……。知らなかったんだ……」

　ただ、言い訳したところで、百川たちは自分を責せめるのだろう。

　族長の娘むすめとは、なんて損そんな立場なのか。

　しかも、自分自身、見み逃のがしてしまった罪ざい悪あく感がある。

「もう、最悪」

　どうにもできず、ハーシェはうだうだと無む駄だな時間を過すごした。




　百川たちはといえば、こちらもうだうだと無駄な時間を過ごしていた。奈生が下階を探たん検けんしたところ、キッチンにいくらかの非ひ常じよう食しよくがあったので、とりあえずそれらで適てき当とうに朝食と昼食を取った。

　次に、エレベーターが作動していないことを確かく認にん。

　螺ら旋せん階かい段だんのあるフロアから吹ふき抜ぬけの空間を見下ろしてぞっとし、今は応おう接せつ室しつで仕方なく紅こう茶ちやを飲んでいる。

「しかしなぁ、ハーシェかイーアでも来れば暇ひまつぶしになるのによ」

　百川があくび混まじりに言った。

　すでに午後だった。

「彼女には仕事があるんだよ」

　芹也は立ち上がると、窓から青空を見み渡わたし、

「──どこかに行くとか言っていたけど、まだ帰って来ないのかな……。多分、狩かりなんだろうけど」

「ねえ、百川。パンチって、こうやって拳こぶしを握にぎって、えいっ！　って、こうやって拳を突つき出せばいいんだよね？」

　彩は朝から、格かく闘とう技ぎの練習ばかりしている。

　身み構がまえて、パンチ。

　はっきり言ってへっぴり腰ごしだった。

「ちーがーう。拳はなぁ、そんなキツキツに握るもんじゃねぇんだよ。軽く握って、インパクトの瞬しゆん間かんにだけ固く握りしめるんだ。肩かたも腰も同じ。もっと力を抜いて、バネを使用して打つんだよ」

　百川は立ち上がると、乱らん暴ぼうながらも手取り足取りで彩に基き本ほんを教えた。

「わかった、やってみる。──とう！」

「ぶあ！　テメェ、彩！　いきなり翼つばさを広げるなうっとうしい！」

「あー！　あたしの翼をぶった！　なにすんのよ百川！」

　昨夜は翼を触さわられてキれた彩だが、相手が百川ならキれることはない。喧けん嘩かしつつもほのぼのとした光景だった。

「なあ、彩。昨日の夜のことなんだけど──」

　芹也が何気なく彩に声をかけた。

「あ……。あにゃ……」

　彩は翼の羽根を一いつ斉せいに逆さか立だて、まさに逃にげたとしか言いようのない動どう揺ようっぷりで隣となりの部屋に駆かけこんだ。

　これで、三度目である。

「……なあ、百川。俺、あの子になにかしたか？　まるで記き憶おくにないが？」

「さあ」

　百川は肩をすくめた。

　いちいち追いかけても仕方がないので、ソファーに座すわる。

　五分もすればケロリと戻もどってくるのだ。

「ところで、芹也。おまえ、なにきこうとしてるんだ？」

「昨日の夜のことだよ。彩のあの力って、魔ま道どうなのかと思ってさ」

「……魔道ねぇ。もうないんだろ、世界には」

「ないことはないさ。現げんに人間は空中帆はん船せんを復ふつ活かつさせたし、光の海、炸さく裂れつ石せき、雷らい砲ほう、ハードウェア的には復活したといっても過か言ごんじゃない。光こう彩さい素そ子しテクノロジーの発達と、過か去この遺い産さんによって」

「なるほどねぇ。んじゃ、彩の力もハードウェアによるもんか」

「知ってるのか？」

「俺が魔道なんてわかると思うか？」

「そりゃそうだ」

　でも、心当たりはある──百川が言いかけた時だった。
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　開いた窓まどの向こうから澄すんだ空気を伝わり、甲かん高だかい男の悲鳴がきこえた。

「なんだ!?」

　百川たちは一いつ斉せいに窓に駆かけ寄よった。

　しかし、浮うき島しまの様子は上からだと樹じゆ木もくに隠かくれてわからない。湖のほとりの様子も確かく認にんすることはできない。

　なにかがあった。

　そのことを疑うたがう余よ地ちはなかった。

　きこえた悲鳴は断だん末まつ魔まに近く、悪戯いたずらに驚おどろいたレベルではない。

「行こう！」

　芹也が身を返した。

「って、階かい段だんでか？」

　百川が声をあげる。

「他にないでしょ」

　奈生はもう、階段を下りようとしている。

「百川も早く来い」

　芹也に急せかされ、百川は身を返すかわりに窓の下を見つめた。遥はるか眼がん下かには、陽ひ射ざしに煌きらめいた湖面があった。

「へ……」

　百川は不ふ敵てきに微笑ほほえむと、手に『純じゆん粋すいなる力の結けつ晶しよう』を発生させた。『結晶』は、理力あるいは気と呼よばれる力を目もく視しできるまでに高めたものだ。百川は武ぶ功こう術じゆつ士し。気を武具として戦う訓練を受けてきた。

　修しゆ業ぎようの中では、これからしようとするようなこともさせられたものだった。

「おまえらはあとから来い！　俺おれはこっちから行くぜ！」

　百川は迷まよわず、窓から身を躍おどらせた。

「おいバカ！」

　声は一瞬で風の音に消える。空気の猛たけりを心地ここち良く身に受け、百川は空中で水面と平行に体を入れ換かえた。手足を伸のばすことでバランスを整える。見つめる瞳ひとみの中に銀色の煌めきが迫せまってきた。余よ裕ゆうをもって体を前に倒たおし、矢のように立てる。ピンと尖とがった指先から百川は水中に飛びこんだ。

　瞬間、眼めを閉とじる。瞼まぶたの向こうで視野が暗転する。

　上じよう腕わんを包んだ『結晶』が水を裂さき、百川の体は一気に水中へと沈しずんだ。二〇〇メートルからのダイヴである。危き険けんを避さけ、勢いきおいが収おさまってから目を開けた時、あたり一面には深く透すき通った闇やみが存そん在ざいしていた。

　夜の空より深いダークブルー。

　どうやら、とんでもなく深くまで潜もぐりこんでしまったらしい。

　……すげぇ。

　百川は、しばらくのあいだオーロラのような水の揺ゆらめきに見とれた。

　やがて息が詰つまってきた。

　二〇メートルは離はなれた水面の煌めきを見上げる。

　百川は、とにかく急いで浮ふ上じようした。

　水面に出る刹せつ那なだった。

　ボコン──体の中で、急に、どうしてか、あの時の感覚が蘇よみがえった。

　腹、血管、なにかが生まれたような膨ふくらみ。

　全身に走った一いつ瞬しゆんの痛いたみ。

　……な。

　百川はあやうくブラックアウトしかけた。

　腹に力をこめる。

　遠くに退ひきかけた意い識しきを際きわどいところで引き戻もどし、水上に出る。

「ぷはっ！」

　陽射しに満ちた空の下で、百川は大きく息を吸すった。幸いにも、体の痛みは一瞬だけのものだった。

　広がる波は紋もんの真ん中に、百川は立った姿し勢せいで浮うかぶ。

　近くの浮島に全力で泳いだ。

　頭の上を武ぶ装そうした天使たちが飛び抜ぬけていく。彼らが向かうのは、峡きよう谷こくを抜けた湖のほとりだった。

　辿たどり着いた浮島からほとりまでは、ざっと一キロ。

　泳いで行けば無む駄だに時間を食う。とはいえ、イーアの言った通り、塔とうにいた影えい響きようでまだ飛ぶことはできなかった。

「やってみるか」

　百川は足に『結晶』を集める。

　うしろに下がり、加速をつけて低い角度で跳ちよう躍やくする。

「よっ！　ほっ！　はっ！　やっ！　たっ！　なっ！」

　小石のように水面を跳はね、

「いよっ──っと！」

　最後は思い切り海え老びぞりに舞まい上がって、湖のほとりに両足をついた。

「いぇい」

　くいと親指を立て、百川は自分に満足した。
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　神官衣い装しように身を包んだミラン・ベルティールは、居い並ならんだ武装天使たちの顔をそれぞれに眺ながめる。警けい護ご官かんたるセアラはベルティールの斜ななめうしろに控ひかえていたが、ベルティールの落らく胆たんぶりはありありと見て取れた。

　ベルティールは、これみよがしにため息をつくと、足元に転がった二人の天使を靴くつで軽く蹴けった。

「お父様！　お兄様！　……き、き、貴き様さまは！」

　剣けんを構かまえたハーシェが悲鳴に近い声で叫さけぶ。

　だが、ベルティールに見み据すえられ、飛びかかることはできない。

「どうやらここの天使は、虚きよ勢せいを張はるだけで精せい一いつ杯ぱいですか」

　ジルドとダウィルは、真っ青な肌はだ色いろで意識を失っていた。外がい傷しようはなく、痙けい攣れんからまだ生きていることがかわる。

　ベルティールの視し線せんを受け、セアラが二人を肩かたに担かつぎ上げた。

　向かいあった衛えい士しに投げ渡わたす。

　衛士は、二人を支ささえることができずに転んだ。

「どけ！」

　立ちすくむ衛士たちを押おしのけ、びしょ濡ぬれの百川が姿すがたを現あらわす。

「テメェら──！」

「………」

　ぴくん、と、わずかにセアラの肩かたが動いた。

　ベルティールは、そんな彼女にかわって百川に言った。

「〈捨すて去りし者〉──ですね？」

「──テメェ、誰だれだ？」

「ガリア共同体議事室内ない務む総そう監かん、ミラン・ベルティールと申します。こちらは、警けい護ご官かんセアラ・ラプト」

「知ってるよ、そいつはな。で、なにしに来やがった」

「宣せん戦せん布ふ告こくを申し渡しに来ました」

「せ、宣戦布告……」

　震ふるえた声でハーシェが繰くり返した。動どう揺ようから、激はげしく剣先がぶれた。

「よう、ここはかわるぜ」

　百川が、わざと茶ちや化かした声でハーシェに言う。

「……康貴君」

　ようやくハーシェは、横に百川がいたことに気づいた。

　怯おびえを隠かくせないハーシェの肩に、優やさしく百川は触ふれた。

　ハーシェをうしろに下がらせ、自らが前に出た。百川の瞳ひとみに揺ゆるぎはない。まっすぐにベルティールを見据えた。

「おい、戦争でもするってか？」

「ええ。そうです。明日、我われ々われはこの『園その』に攻こう撃げきを開始します。貴方あなたがたはそれまでに二つの内のどちらかを選んで下さい。ひとつは、我らと最後まで戦って全ぜん滅めつすること。ひとつは、ここから逃にげ出して最後の一人まで狩かられること。──我々が貴方がたに望むのはこのどちらかです」

「はははっ！　そりゃおもしれぇな！　なんの冗じよう談だんだよ？　あぁ？」

　凄すごんできた百川に、ベルティールはうなずく。

「さすがに君は肝きもが据わっていますね」

「それはこっちの科白せりふだ。──おい、たった二人でここに来て、生きて帰れると思ってんのかよテメェは！」

　言うが早いか百川は左手首を右手でつかんだ。

　一気にタリスマンを起動。

「爆砕拳ブラストアーム！」

　跳ちよう躍やく。風を切る速度でベルティールの顔面めがけて拳こぶしを放った。刹せつ那な、すうと百川の前にセアラが現れる。唸うなる拳を手てつ甲こうで受け流し、薄うすらいだ瞳で百川を見つめた。反はん射しや的に百川は拳を引き、セアラから距きよ離りを取った。

「精せい神しん集中なしで真の発動を引き出せるほど、おまえは練成されていない」

「チッ──」

　つい逃げてしまった自分に嫌けん悪おし、百川は舌したを打った。

「おまえは、私が殺す」

　左ひだり腕うでに巻まいた赤いスカーフを揺ゆらめかせ、警護官が一歩を踏ふむ。

「セラア・ラプト、そろそろ時間限げん界かいです。こちらに戻もどりなさい」

「──サー、イエッサー」

　指し示じに従したがい、セアラはベルティールの側そばに寄よった。

「そうそう。これは、勇気ある天使から貴方の仲間への遺ゆい言ごんです。芹也さんに、これを蒸ふかして食べさせてあげて下さい」

　ベルティールの投げよこした丸い黒色のものが、百川の手に収おさまる。

「……芹也に」

　ジャガイモの原種だった。

　二人の姿が霧きりのように霞かすみ、陽ひ射ざしの中に溶とけた。

「なんだ……？」

　なにが起こったのか百川には理り解かいできない。

　二人のいた場所では、陽射しのかけらが渦うずとなっていた。あまりの唐とう突とつさに、最初からいなかったかのような気さえする。

「お父様！　お兄様！」

　ハーシェが、半死の二人にすがり寄る。

　と、衛士を睨にらみつけて、

「早く運んで！」

「あ、はい……！　すいませんでした、お嬢じよう様さま」

　幻まぼろしではないのだ。ジルドとダウィルが、衛えい士したちの手によって医い療りよう施し設せつのある浮うき島じまへと運ばれていく。

「百川！　なにがあった！」

「──ねえ。族長さんと兄あに貴きさんだよね、今、運ばれていったの？」

　遅おくれて、芹也と奈生が駆かけて来た。

「ああ……まあな……」

　百川にはなんとも、説明のしようがなかった。

「それは？」

　芹也が百川の持っている黒いイモに気づいた。

「……これは、おまえにって」

「俺に？」

　芹也はイモを受け取り、百川からベルティールの言葉をきいた。

「──どういうことだ？」

　芹也は百川ではなく、側に寄ってきたハーシェに厳きびしい口調でたずねる。

　ハーシェは動揺して、

「わ、私は知らなかったんだ……！　だって昨日は色々あったでしょ？　そんなことを確たしかめる余よ裕ゆうなんてなかったんだから！　気づいたのは朝だったし──」

「そんなことだと──」

　芹也がハーシェの胸むな倉ぐらをつかんだ。

「おい、やめろ。女だぞ」

　百川が、二人の間に割わって入る。芹也の手を強ごう引いんに剝はがした。

「おまえらしくない。俺にはよくわかんねぇんだけどさ、一体、なにがどうなってジャガイモなんだ？」

「ここの下か層そう民みんは、ロクなものを食べていないんだろう？　たとえば、これとか」

　芹也はそういうと、ハーシェにイモを見せた。

「それは──」

　ハーシェは眼めを逸そらす。

「だから、なにがどうなってイモなんだ？」

「百川」

　奈生が息をついて、

「俺たちの知っている下層民って、誰かな」

「誰って……。そんなもん、ここの知りあいなんてハーシェとイーアしか」

　ようやく百川は気づいた。

　芹也が再ふたたびハーシェの胸倉をつかむ。

「おまえらは結局、またそうやってここの平和を守ろうとしたんだ！　あの子を奴ど隷れいとして差し出して、先日の出来事は忘わすれてくれと！　そう言ったんだな！　そしてあの子は姉と同じように殺されたんだ！」

「やめて！　やめてよ！　私は知らなかったんだ！　知らなかった！」

「お嬢様！」

　たくさんの衛士が芹也を取り押おさえた。

「離はなせ！　離せ！」

　芹也はもがいたが、さすがに数が違ちがい、逃のがれることはできない。

「とりあえず、塔とうに幽ゆう閉へいしてくれ」

　他に取るべき方法がわからず、百川は言った。
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「……あのさあ。イモ、蒸むしたよ。置いとくから食べなよ」

　皿に載のせたほかほかのイモをそっと部屋に置き、奈な生おはドアを閉しめた。

「今度は芹せり也やが閉とじこもりとはなぁ。ったく」

　顔をしかめ、百もも川かわは途と方ほうに暮くれる。

　こんな時、いつも行動を決めるのは芹也だ。その芹也が潰つぶれている今、本当にどうしたらいいのかわからない。

　窓まどから見える空は赤ばみ、日が暮れようとしていた。

　百川と彩さいと奈生は、塔の応おう接せつ室しつにいた。

「でもさあ、天使も死ぬんだよね。死んでから悲しんだって仕方ないよ。死なないように強くならなきゃ」

　自じ慢まんの緋ひ色いろ髪がみを指で梳すきながら、彩がどこか冷めた声で言う。

「それはそうだけどよ……」

「死んだのは本人のせいでしょ。嫌いやなら逃にげればよかったのよ。ねぇ、どんな風に殺されたんだと思う？　やっぱり、獣けものみたいに追いまわされて銃じゆうで撃うたれたのかな？　どっかに捨てられてまだ生きてると思う？」

「はぁ。彩、なに言ってんだよ、おまえ。そういうことを言うな」

「どうして？　おもしろいと思わない？」

　彩はにこにこと百川を見つめた。そんな彼女には、一ひと際きわくっきりした影かげが、翼つばさを広げるように伸のびている。

「あ」

　と、我われに返ったように彩はまばたきして、

「ごめん……。あたし、今、なにを言ってたんだろ……」

「……少なくとも、嫌なら逃げればいいってことは正せい論ろんだと思うぜ。少なくとも、俺おれらにとっては」

「俺たちには、義ぎ理りってもんがないからね。どうせ人間の社会じゃ犯はん罪ざい者しやだし」

　奈生が笑って言った。

「だよねー」

　彩は奈生に同意して、「あ」──また自分に気づき、小さくなる。なんだか、両面鏡が交こう互ごに反はん射しやしているようだ。

　百川は、いちいちそんな彩を注意する気にもなれず、

「明日は戦争か──」

　と、腕うでを組み、夕焼けの空に眼めを向けた。とはいえ、すっかり意気消しよう沈ちんしたここの天使たちでは戦せん闘とうにもならないだろう。一方的な虐ぎやく殺さつ──になるのかも知れない。

　ここの腐くさった天使どもは死んじまえばいいんだよ、と、一昔前の自分なら間ま違ちがいなく吐はき捨てている場面だった。

　死んだのは自分のせい。死ぬのは自分のせい。

　まさに、彩の言う通りだった。

　だけど今は、どうしてかそんな言葉を使う気にはなれない。

　考えてしまう。

　この『園その』にも、幼おさなかった頃ころの自分のような奴やつは、きっといるのだろう。

　甘あまえたがりでどうしようもなくて。半人前で。

　そんな子こ供どもを愛してくれる天使も、ここにはいるのだろうか。

　イーアを見ていた限かぎりいないように思えるが、ただ、百川はこの『園』の全員と会ったわけではない。

　族長がくだらない奴だといって、他の全員がイコールであるわけではない。

　それに族長とてハーシェの家族だ。

　それにイーアは、この『園』を守るために身を犠ぎ牲せいにした──

　のだろう。

　だとすれば、百川に、そんな彼女の勇気を踏ふみにじる権けん利りはない。むしろ、彼女の勇気のために戦ってやりたかった。

「あーもう！」

　いつから本当に自分は、こんなことをうだうだ考えるようになったのか。

　……威い張ばってる天使どもをぶちのめして、人間どももぶちのめして、それで済すむ話なんじゃねぇのか？

　だけど心のどこかが、それを許ゆるしてくれない。

　だいたい、殺せるのか。

　いや、倒たおせるのか。

　──チキショウ。

　百川は拳こぶしを握にぎりしめると、心の中で唸うなった。

　それは、自分に向けてだった。

　湖のほとりでセアラ・ラプトと対した時、百川は彼女に怯おびえた。勝ち目がないと心の底で認みとめたのだ。

　──戦いもせずに負けただと？　この俺が。

　許せることではなかった。

　なのに気づけば、握りしめていたはずの手で百川は腹はらをさすっていた。

「おーし！　戦いの準じゆん備びをするぞー！　とうっ！」

　異い様ような陽気さで、彩がパンチの練習をはじめる。

　壁かべに伸のびた影も、同じように楽しそうだ。百川はどうしてか、彩ではなく、彩の影の方に妙みような存そん在ざい感を覚えた。

「彩、ちょっといいか？」

「うん。いいよ」

　百川は立ち上がると、彩を下の階に誘さそった。

　翼をぴょこぴょこと揺ゆらし、彩はスキップでついてくる。

　暗い階かい段だんホールで向きあう。と、百川は不ぶ躾しつけに手を伸ばして白い翼に触ふれた。ぷにぷにと指でつまむ。

「ひあっ！　な、なにすんのよお！」

「おまえってさ、羽根に神しん経けいが通ってるのか？」

「通ってないけど、髪かみの毛を触さわられたみたいにつけ根で感じはするの！」

「んじゃ、つけ根には神経があるんだ」

「そうだよーだ。へんたい」

　彩は百川の手を振ふり払はらうと、ぷいとそっぽを向いた。

「変へん態たいってなあ」

「んで、なに？　なんか用？」

「いや、用ってことはないけど……。おまえ、元気かなあと思って」

「元気だよ、あたしは。パンチの練習だってばっちしでしょ？　もう絶ぜつ好こう調ちようだよ、びしびしびしっ！」

「おいおい」

　彩が繰り出してきたパンチを百川は掌てのひらで受け止める。

「ねえ、百川。きいていい？」

「なんだよ」

「あたし、強かったよね。──昨日の夜」

「ああ……。おう、強かったな」

「あれなら、百川たちと大地で生きられそう？　仲間になれる？」

「まあな」

　腰こしに手を当てて百川がうなずく。彩は小さな声でよかったとつぶやいた。

　彩は背せ中なかを向け、

「ねえ、もういい？　あたし、トイレ」

「あ、おう」

　言いたいことも言えず、走り去る彩を百川は見送った。

「はぁ……。女ってなあ……。よくわかんねぇよ。仲間ねぇ……。相思相愛とかアツアツとか言ってたくせによ」

　百川には、難なん解かいな問題が増ふえるばかりだった。

　百川は頭を搔かき、応おう接せつ室しつに戻もどった。




　トイレに駆かけこんだ彩は、すぐに宝ほう石せきをポケットから取り出す。

「ねえ、あたし、よかった？」

『うん、あれなら上出来だよ。あとは明日の戦争で大だい活かつ躍やくして、彼にちゃんと実力を示しめせばばっちしだね』

「力……。貸かしてくれる？」

『もっちろん！　でも、もっと力を出すためには、今よりもっと、彩があたしとひとつにならなくちゃね』

「どうすればいいの？」

『願ってくれればいいよ。もっと力がほしいって』

「──うん。わかった」

　彩は宝石を握にぎりしめると、心からの願いを掌てのひらの中に注いだ。




　百川はドアを開け、上につづいた階段があるだけの殺風景な小部屋に入った。中では芹也が仰あお向むけに寝ねていた。

「なんだ、まだ食ってねぇのか」

　百川は、皿に置かれたままのイモを手に取る。

「んじゃ、俺がもらっちまうぞー」

「誰だれが食べないなんて言った」

　足を丸めた芹也が、くるりとうしろに一回転してあぐらになる。百川から冷めた蒸しイモを奪うばい取った。

「お、いじけてた割わりには元気なことするじゃねぇか」

「誰がいじけてるんだ。俺は、考えごとをしていただけだ」

　芹也はイモを割ると、半分を百川の掌に置いた。

「もらっていいのか？」

「当たり前だ」

　芹也は、少しずつイモを口に運んだ。

「で、なにを考えてたんだ？」

「あの子の気持ちだよ。どんな気持ちで、『園その』を出たかのと思って。やっぱり、悲ひ壮そうな覚かく悟ごだったんだろうな」

「本当に強い奴やつは、心しか武ぶ器きがなくても戦うもんだろ。あの子は多分、見た目より強い奴なんだと思う。悲壮かどうかはわかんねぇけど、勇気が確たしかなもんなら、俺は、あの子は戦いに勝ったって信じてるよ」

　ただの奇き麗れいごとだと自覚はあったが、他に言い様ようはなかった。

「……奈生は？」

「あいつは、ソファーでぐーすか寝てるよ。まったく、気楽なもんでさ。っても、あいつのことだからなにか考えは持ってるんだろうけど」

「実は、あいつが一番逞たくましいからな」

　芹也は、最後のひとかけらを口の中に入れた。

「けっこうおいしかったな」

　百川はとっくに食べ終えている。

「クリームパンよりもか？」

　芹也は立ち上がった。掌で、パシンと両方の頰ほおを叩たたいた。

「まさか。俺のクリームパン好きは伊だ達てじゃねぇぞ」

「──百川」

「ん？」

「俺の最後は、まだ来たわけじゃないんだよな……」

「戦おうぜ、あの子のためにも」

「──ああ」

　手を握りあって、二人は力強い視し線せんを交かわした。




　二人が応接室に戻ると、彩と一いつ緒しよにハーシェが階かい段だんを上がってきた。百川と視線があうとハーシェは一いつ瞬しゆんだけ眼めを逸そらしたが、すぐに笑え顔がおになって、「ども」と、いささか無理のある笑顔を見せた。

「なんの用だよ」

　百川は突つき放すように言い、足組みしてソファーに座すわった。

「ちょっとつきあってもらえるかな？」

「どこにだよ」

「いいから。──お願い」

「──百川、行こう。おい、奈生も起きろ。出るぞ」

　芹也に促うながされて百川は立ち上がった。一行は応おう接せつ室しつを出ると、エレベーターで塔とうの一階にまで下りた。開け放たれた大きな門の向こう──水面には、大きな櫂かいが船尾についた木き舟ぶねが用意されていた。

　夕ゆう闇やみの湖面を、一行は木船に乗って進む。櫂はハーシェが握った。

「風ふ情ぜいがあっていーねー、こーゆーのも」

　涼りよう風ふうに下ろした前まえ髪がみを揺ゆらし、奈生は遠くの稜りよう線せんを見つめる。すでに峡きよう谷こくの山々は陰かげに沈しずんでいた。

「……湖の水って冷たいね。凍こおるみたい」

　彩は縁ふちから身を乗り出し、湖面に片かた腕うでの手首までを浸ひたす。

　百川は腕組みし、あぐらを組んで動かない。芹也は、彩の背せ中なかで揺ゆれる小さな翼つばさに視線を当てていた。

　木舟は水面を切り、ゆっくりと湖の端はしへと進む。

　遥はるか離はなれた南側──カトラスとは反対の方向だ。

　たっぷりと長い時間をかけ、木舟は岸に着いた。舟から下りると、ハーシェは空を飛んで崖がけを下りる。湖水が滝たきとして流れる落ちる崖がい下か。ハーシェは、滝たき壺つぼからはじまる岩谷の渓けい流りゆうを指差す。

「この川を下っていくと二日でグランド・テーブルを抜ぬけて、レチシアって小さな人間の町につくの。少しぐらいの物ぶつ資しは揃そろうから──。あとは──」

　ハーシェは、木舟から肩かたに担かついできたバックパックを百川に渡わたし、

「お金と食べ物は入れて置いたから、悪いけどなんとかして」

　と、笑った。

「俺おれたちに逃にげろっていうことか？」

「私たちの問題に、これ以上は巻まきこみたくないから。実は、彩さんをプレゼントすることで許ゆるしてもらおうなんて話が──また出ててさ……」

「情なさけねぇ連中だな」

「だから──」

「逃げろってか？」

「うん。でも、その前にひとつだけお願いがあるんだけど──。いい？」

「なんだよ」

　百川が冷たく言うと、ハーシェは思い切り頭を下げた。

「ごめん！　本当にごめんなさい！　私、全然知らなくて──。言い訳わけしたって仕方のないことだけど、本当に知らなくて──。知ってからも、追いかけなくて、あきらめて。許してもらえることじゃないけど、でも、嫌きらわれたままお別れなんて、軽けい蔑べつされたままお別れなんて、そんなの淋さびしすぎるから──。だから許してお願いっ！」

　地面と平行になったハーシェの顔から、一いつ滴てきの涙なみだがこぼれる。

　顔は、髪に隠かくれて見えない。

「君はどうする気だ？」

　芹也がたずねた。

　ハーシェは、やや時間を置いてから顔を上げる。そして簡かん単たんに涙を拭ふき、

「私は族長の娘むすめよ。ううん、お父様とお兄様が昏こん睡すいしている今、私はこの『園その』の長おさだ。──だから、戦うわ」

　と、挑ちよう発はつ的で生意気げな笑えみを浮うかべた。

「だから、康やす貴たか君に許してほしいの。勝手だけど、お願い」

「芹也──」

　百川は芹也の意見を求めた。最も怒おこっているのは芹也のはずだった。

　芹也は、崖上を見つめることで答えた。

　百川は肩かたをすくめた。

「──俺は別に、おまえには怒ってねぇよ」

「じゃあ、許してくれる？」

「ああ。許す」

　腰こしに手を当てて、百川は大げさにうなずいた。

「良かった──。これで心置きなく──」

「おい、まさかとは思うけど、心置きなく死ねるとか言うなよ？　俺は先生からきつく言われてんだ。今側そばにいる奴やつは、なにがなんでも助けろってな」

「さあ、戻もどるか。早速、作戦を立てよう。ハーシェ、君たちの『園』には光の海の端たん末まつくらいあるんだろう？」

「え？　うん……。あるけど……」

「なら、少し貸かしてもらおう。まずは光の海に潜もぐって、敵てき戦力の調ちよう査さだ」

「あの……。なに？」

　ハーシェは呆ぼう然ぜんとする。

「だから、俺らが戦ってやるって言ってんだよ、バーカ」

「え？」

「耳が悪いのか、おまえは」

「だって、だって──。そんなことをしてもらう義ぎ理りはない。私たち、みんなになにもしていないのに──。それどころか──」

「ふっふー。甘あまいな、ハーシェちゃん」

　奈生が得意げに、

「俺たちはバカだから、そんな細かいことは全然わかんないんだよ、実は」

「おう。そーゆーことだ」

　ハーシェは百川を見つめ、

　まっすぐに見つめたまま、ぼろぼろと大おお粒つぶの涙をこぼした。

「──ごめん。──ごめん。──ごめんね」

「おいおい、それはちょっと言うべき言葉が違ちがうぜ？　こういう時は、ありがとうって言えばいいんだよ」

「でも──」

「な？」

「……ありがとう、康貴君」




　彩は、涙を流しながらも逞たくましく笑ってみせたハーシェの横顔を、少し離はなれた場所から黙だまって見ていた。

　彼女が百川と笑いあった時、彩の胸むねには針はりの刺ささったような痛いたみが走った。

　だけどなにも言わなかったのは、今は嫉しつ妬とにかられて怒ったり叫さけんだりする時じゃないと理り解かいできたからだ。

　浮うき島じまの点てん在ざいする『園』に戻った一行は、忙いそがしく動いた。

　芹也と奈生はハーシェの家に向かう。

　百川は一人、やることがあるといって闇やみの彼方かなたに飛んでいった。

　彩はこっそりと百川のあとについて行った。
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　どうやら、避さけることはできそうになかった。夜、満天の星空の下、百川は空中から湖面を見つめる。浮島からは離れた、一人きりの場所だった。

「……むしろ、望むところじゃねぇか」

　警けい護ご官かんセアラ・ラプトの幽ゆう鬼きじみた姿を思い出す。

　あの顔、あの眼め。

　敵意のかわりに浮うき上がってくる疑ぎ問もん。

　一体、彼女は何者なのか。

　結局、今までそうだったように、戦わなければ答えは出ないのだろう。

　百川は拳こぶしを握にぎり、水面に向かって頭から飛んだ。頭とう髪はつが水面に触ふれるギリギリのところで身を返す。

「ふう」

　ためらってしまった。

　夜の水中は夜空の何倍も暗い。

　闇……。

　本当の闇が、湖面の向こうには広がっている。

　百川は天を仰あおぎ、両りよう腕うでを広げて息を吸すった。

　今度こそ覚かく悟ごを決めて水中に飛びこむ。潜れるだけ潜って、反転、一気に加速をつけて水面に戻もどる。

　やっぱりだった。やっぱり、あの時と同じ──

　今回は、天使脈動をあらかじめ内ない臓ぞうに集め、予よ測そくされる出来事に備そなえた。だから五〇メートル以上潜ったにもかかわらず、ダメージは低い。しかし、彼女のそれは比くらべ物にならない強さを持っていた。天使脈動を内臓に集めた程てい度どでは防ふせげそうにないし、第一、そんなことをしていたら戦えない。

「うーん……」

　百川は空中に戻り、痺しびれる手足を振ふった。

「康貴君、なにやってるの？」

　と、そこに、いつの間にか飛んできていたハーシェが声をかける。

「あ、いや……。ちょっと潜ってたんだ」

「なんで？」

「まあ、ちょっとな。おまえは？　明日の作戦はいいのか？」

「へへ。康貴君に会いたくて」

「おいおい。そんな時か？」

「ねえ、それより、なんで潜ってるの？　潜りなら私、すごい得意だから、力になれることあるかもよ」

「へえ、どれくらい潜れるんだ？」

「湖底に行けるから、ざっと三〇〇メートルってことかな」

「マジか？」

　百川の六倍である。信じられなかった。

「マジマジ」

「噓うそだろ……。なあ、潜ることはできても、戻ってくる時に辛つらくねぇか？」

「それって、減げん圧あつ病びようのこと？」

「っていうのか？」

「ええ。天使は人間より肺が高こう性せい能のうでしょ、それが災わざわいするの。たくさんの空気を圧あつ縮しゆくして取り入れておくことができるから、なんていうのかな、人間がタンクを背せ負おって泳いでいるのに近い感じなの、素す潜もぐりでも」

「……すまん。わからん」

「水の中に潜ると、当然だけど水圧が上じよう昇しようするでしょ。そうすると、血けつ液えきの中で気体の溶よう解かい度どが増ふえるの」

　圧力が高ければ、ものはよく溶とけるようになる。

「で、高こう濃のう度どの空気を取り込こんでいる天使は、溶解度の増えた分だけ、血液中に酸さん素そや窒ちつ素そを増やすの。そんな時に急に上昇すると、炭酸飲料のキャップを開けた時みたいに今まで溶けていたものがジュワー。溶けていられなくなった気体が、気き泡ほうになって血液の流れを阻そ害がい、内臓を破は壊かいするというわけ」

「……ならますます、三〇〇メートルなんて無理じゃないか？」

「肺の空気圧を減へらせばいいのよ、訓練すればできるわ。最も、そうすると賦ふ活かつ力が弱まるから、天使脈動は使えなくなるけど」

「なら、水圧はどうするんだよ？　力で支えなきゃペシャンコだろ？」

「逆さからわずにお腹なかを潰つぶすの。力を抜ぬけば酸素消費量も減るし、三〇〇メートル潜ってもなんとか持つよ」

「お腹を潰す？　死ぬだろ？」

　百川が眼を丸くすると、ハーシェはおかしそうに笑った。

「いいよ、見せてあげる。ちょっと岸に行こう」

　二人は岸まで飛び、地面に下りた。するとハーシェが、前触れなく着ていた服を脱ぬぎはじめる。

「お、おいっ！　なんだよいきなりっ！」

　両手で顔を覆おおった百川に構かまわず、ハーシェは上半身裸はだかになった。

「照れていないで、私を見て」

「……ってもさぁ」

　戸と惑まどいながらも百川は指の隙すき間まからハーシェを見る。

　幸いにもちゃんと下着はつけていた。

「行くよ」

　次の瞬しゆん間かん、ベコン──と、ハーシェの腹が完全に潰れてしまった。

「え？　はぁ？」

　これには百川が驚おどろいた。

　ハーシェは、自分の意い志しで腹はらに膨ふくらみを戻す。

「腹ふつ筋きんと横おう隔かく膜まくで内臓を押おし上げたの。体は、普ふ通つう、外側から力を受けると内側から押し返すよね？　だから自然には無理なんだけど、深い水中で体から緊きん張ちようを取ればああいうお腹になるのよ。水圧に押された臓器は、潰れるかわりに肋ろつ骨こつに隠かくれるの。うまくできてるもんよねぇ」

　加えて脈みやく拍はくを下げれば、血液の流れが手足に届とどかなくなり、心しん臓ぞうや脳のうといった必要最さい低てい限げんの臓器にしか循じゆん環かんしなくなる。

　酸素消費が減って、長く生きていられるようになるのだ。

「私たちは、その状じよう態たいを普ふ段だんから訓練していて、だから深い場所に行けるの」

「……よく行くのか？　湖の底に？」

「湖の底に落ちている石は光こう彩さい結けつ晶しようを含ふくんでいて、人間に高く売れるから。なんかバカな話だよね」

　ハーシェは情なさけない気持ちで、素す肌はだの体をさすった。

「教えてくれ！」

　百川がハーシェの肩かたをつかんで叫さけんだ。

「って、なにを？」

「それだよ、それ！　三〇〇メートルまで潜もぐる方法だよ！」

「え……。でも、そんな……。すぐには無理──」

「いいから教えろ！　な？」

「な、なんで？　どうして？」

「いいから！　頼たのむ！」

「う、うん──。そんなに言うなら──」

「おーし！　これでなんとかなる！　──あの野や郎ろう、見てやがれ」

　意気盛さかんな百川。

　ハーシェはくすくすと笑った。

「なんだよ？」

　百川がムッとして睨にらむと、ハーシェは笑いを堪こらえながら、

「康貴君って、強いね。うん、本当に強い」

「はぁ？」

「私、本当に大好きだなぁ。ねえ、今、私、けっこう裸なんだけど。康貴君、ドキドキしてくれないのかなぁ？」

　言われて百川は胸むねの谷間を見つめ、顔を真っ赤に染そめる。

「だぁーもう！　今はそれどころじゃねぇだろ！　俺おれをからかうな！」

「そうだね」

　ハーシェは苦く笑しようしつつ服を着た。

「──なら、明日の戦いに勝ってから真ま面じ目めにきくよ」

「なにをだよ」

「……私、自じ己こ主しゆ義ぎで攻こう撃げき的だから、資し格かくなんてないって思いつつも、チャンスだけはほしいかなって思うんだ」

「だから、なにをだよ」

「私の側そばに、康貴君がいてくれるかどうか。真しん剣けんだよ」

「………」

「さっ！　じゃあ、訓練開始と行きますか。まずは仰あお向むけに寝ね転ころんで、体の力を全部抜ぬいてもらいましょうかねー。お腹なかのマッサージからはじめよー」




　彩は大たい樹じゆの枝えだに座すわり、二人を浮うき島じまから見ていた。こんな時、天使の優すぐれた視し覚かくはとても皮肉だった。笑え顔がおだけ見えて言葉がきこえないなんて、気になって仕方がない。だけど今いま更さら出てはいけないだろう。

　彩は一言、百川に、明日は頑がん張ばろうねと言い伝えたかった。

　それだけなのに。

「……あたし、なんか見てばかりだね、ずっと」

　彩は、掌てのひらの宝ほう石せきに語りかける。

『ねえ、塔とうに戻もどらない？　塔の中の方が落ち着いて力を貯ためられるよ』

「そうだね──」

　星空に、彩の緋ひ色いろ髪がみがひらめいた。
















　第五章　紅蓮
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　翌よく日じつ、早朝から奈な生おは切り立った高台の上にいた。縁ふちに立ち、凝こらした眼めで峡きよう谷こくのあちこちを探さぐる。奈生の眼は天使の中でも特に優れていて、猛もう禽きん類るいのように、ピンポイントで遥はるか彼方かなたの景色に焦しよう点てんを絞しぼることができた。

　幅はばの広い乾かわいた谷底にジープやトラックなどの車しや輛りようを見つけ、奈生はぴょんと軽やかに身を返す。

　手をうしろで組み、にこやかに二人の仲間を見下ろす。

「やっぱり、芹せり也やが推すい測そくした通りだったよ。連中、『鉄てつ槌つい』前に商しよう路ろとして使われていた道で湖に向かっているみたい」

「そうか──。なら、これで確かく実じつに攻こう撃げきを仕し掛かけることができるな」

　普ふ段だんから前まえ髪がみを下ろしてかわいらしい白はく貌ぼうの奈生は、にこやかに微笑ほほえむと本当に少女にしか見えない。絵に描かいたような──という観点で見れば、彩さいやハーシェよりも美少女然としていると言えた。

　これから戦いを控ひかえた天使には見えず、芹也は苦笑する。

「奈生も、武ぶ器きの準じゆん備びをしたらどうだ？」

　芹也は雷らい砲ほうのセッティングを終えると、次に、大きなバッグの中からいくつかのマガジンを取り出す。マガジンはベストのポケットに挿さす。

　ハーシェが解かい放ほうしてくれた『園その』の武ぶ器き庫には、色々なものがあった。Ｇ３Ａ３に対たい応おうしたマガジンもそのひとつだ。他にも、ピストルや手しゆ榴りゆう弾だんなどがあった。

「俺、火薬の武器は好きじゃないんだよね」

　と、奈生は雷らい砲ほう──外見はバズーカ砲に近い──を肩かたに抱かかえた。

　雷砲は、光こう彩さい素そ子しを結けつ晶しよう化かさせた翠すい石せきの破は裂れつによって稲いな妻ずまに近いエネルギーを空間に放つ魔ま法ほう的な兵器だ。

「ねえ、炸さく裂れつ石せきはないの？」

　雷砲を置いて、奈生はたずねた。

「ほれ」

　百もも川かわが、ゴルフボール大の赤い石を奈生に投げ渡わたす。

「さんきゅー。俺は、これが一番好きだな」

　奈生は受け取った石をポケットに入れた。

「……もうないの？」

「ほれほれ」

　百川が、バッグの中に入っていた二つの炸裂石を奈生に放った。

　それで全部だった。

「おいこら！　爆ばく発はつ物ぶつをお手玉みたいに扱あつかうな！」

　三人は今、湖から八〇キロ北に離はなれた場所にいる。天使の中でも特に早く──鳥より早く飛べる三人であればたいした距きよ離りではないが、荒あれ地ちを進む人間にとっては湖まであと半日かかる地点だ。

　昨夜、光の海に潜もぐった芹也は、世界をつないだそのネットワークの中からカトラスに駐ちゆう屯とんする海兵隊の情じよう報ほうを調べた。

　人員は三〇〇〇名。

　中型帆はん船せんとヘリコプターが配はい備びされているが、数が少なく、空から侵しん攻こうできるほどの武ぶ力りよくではない。

　また、軍空港には大型帆船が停てい泊はくしているらしかった。詳しよう細さいな情報を得ることはできなかったが、戦せん闘とう機きを搭とう載さいしているのかも知れない。戦闘機は、人間同士の抗こう争そうを招まねくものだとして連れん邦ぽう総そう会かいの議決で運用が禁きん止しされている。しかし、各国は公然と戦闘機の軍用配備を進めている。

　いずれにせよ、陸路で行軍は始まっていると考え、奇き襲しゆうをかけに来たのだ。そして予測は的中し、敵てきはジープやトラックで湖へと向かっていた。

「問題は、どの程度の数が来ているかだな」

「最高で三対三〇〇〇？　あはははは！　おもしろくなりそーだーねー」

　奈生は高台の縁に戻もどると、あらためて遠方の敵を眺ながめた。

「いくらなんでも全軍では来ないだろうが──。なんとか、この峡谷の中で仕し留とめていかないとな」

「フン。海兵隊なんて眼じゃねぇよ。それよりあいつらだ」

　伸のびてきた朝日に眼を細め、百川は掌てのひらに拳こぶしを叩たたいた。

「俺、もっと近くで見てくるね」

　奈生が、三つ編あみをたなびかせて崖がけから下りる。

「待て奈生！　危き険けんだからやめろ！」

　芹也は止めたが、間にあわなかった。炸裂石を三つだけ持って、奈生は敵の方へと飛んでいってしまう。

「まあ、いいんじゃねぇの？　奈生が一人でドジったことはねぇし」

「おまえも言ったばかりじゃないか。あいつらがいると」

「セアラ・ラプトとミラン・ベルティールか？」

「昨日、あいつらは、忽こつ然ぜんと現あらわれ、忽然と消えたんだろ？　百川、おまえはそれを魔ま道どう以外のなにかだと思うか？　しかも、ハーシェの父と兄は凍とう傷しようで重体だ。ミラン・ベルティールが指で印を切った瞬しゆん間かん、立っていた二人のまわりに霧きりが生まれ、二人は悲鳴と共に倒たおれたという。そんな新兵器、きいたことがあるか？」

「……いや、ない。魔道なんだろうな」

「だが、魔力は、『鉄てつ槌つい』によって二〇年前、世界から消しよう滅めつした。在あり得えない。ミラン・ベルティールという人間は在り得ない力を使ったんだ。そして、セアラ・ラプトは、おまえでも手に余あまる──」

「おい、誰だれが誰の手に余るんだよ。俺は勝つぜ？　今度は」

「ハーシェとの愛の特訓の成果か？」

「愛とか言うな！」

「はははは。……はは」

　芹也の笑いは、乾かわいたものに変わった。

「──俺さ、百川。酷ひどい奴やつだな。彼女の気持ちも考えずに、ただ上辺の正せい義ぎだけで彼女のことを責せめて……」

「おいおい、朝っぱらから落ちこむなよ。守って償つぐなえばいいだろ、なら」

「彩にも俺、なにか言ったのかな。やっぱり……」

　彩とハーシェは、『園その』で三人の帰りを待つ。ハーシェは普ふ通つうに芹也と話してくれたが、彩は視し線せんすらあわせてくれなかった。芹也の指し示じに無言でうなずくと、逃にげるように樹じゆ木もくの陰かげに走って行った。

　考えてみれば、芹也はまだ、ハーシェにも謝あやまっていない。

「彩は眠ねむかっただけだって」

　百川は気楽に笑い飛ばし、「おし」──全身のストレッチを終えた。

「──こっちは準じゆん備びＯＫだぜ、芹也」

「……ああ」

「ほら、落ちこむなって。これが終わったら俺が話つけてやるよ」

　百川はうしろから芹也の肩かたを揉もんだ。

「百川、話をつけるのはおまえ自身だろ？　ハーシェは今朝、おまえに告白したって楽しそうに言ってたぞ」

　Ｇ３Ａ３を杖つえがわりにして、芹也は立ち上がる。ため息は止まらないが、とにかく笑え顔がおになって、

「ハーシェはいい奴だな。逞たくましくて、優やさしいよ」

「彩だって優しいさ。おまえだってそう言ってたろ？」

「彩か？」

「──当たり前だろ。俺は、あの時、あいつが龍りゆう王おうに取りこまれかけた時、竜たつ巻まきの中であいつの手を握にぎった。約束したんだよ、俺が守ってやるって。あいつも、俺を守ってくれるといってくれた」

「そうか──。おまえらは夫ふう婦ふだったもんな」

「それは違ちがうけどな」

　百川はケロリと笑う。彩の様子がおかしなことには気づいていたが、芹也に言っても彼を落ちこませるだけだ。

　第一、戦いの前に心配する内ない容ようではない。

　これから戦うのだ。

　百川は、どうしてか感じている殺さつ戮りくへの抵てい抗こう心しんを、強ごう引いんに捨すてた。

　そんなものがあっては負ける。

　戦う以上、勝たなくては意味がなかった。

「さ、芹也。俺たちも行こうぜ」

　百川はいつものように振ふる舞まい、顔を引き締しめた。

「……まずは挨あい拶さつだな」

　待っていても仕方なかった。

　二人は地面を蹴けり、空中で身を返して頭から崖がい下かに落ちる。大地に深く切り込こまれたＶ字の谷に入る。重力を利用して十分に加速をつけ、風を取り巻まいて飛んだ。朝日の届とどいていない谷はまだ暗い。風は肌はだを切るほどに冷たかった。

　飛びながら芹也が百川の頭に触ふれた。ポンと叩いて、軽く笑う。

　親指を立てて、百川は親友のうしろに下がる。

　言葉を交かわす必要はなかった。二人はもう五年、一〇歳さいの時からこうして共に戦いつづけてきた。

　谷を抜ぬけた広場で奈生が待っていた。

　奈生は指で右側の谷を示しめし、二人を敵てきの側面に誘ゆう導どうする。

　敵の側面をつける場所に出た。

　空にばかり警けい戒かいの眼めを向けていた海兵隊の隙すきを突ついて、芹也は細い裂さけ目から奇き襲しゆうの一いち撃げきを放った。

　両手で四つの手しゆ榴りゆう弾だんを投下、ひとつは外れたが、三つを車しや輛りように当てた。

「天使だ！　天使が出たぞ！」

　反転して上じよう昇しようする芹也に、海兵がマシンガンを撃うつ。

　そこに躍おどり出た百川が、肩かたに担かついだ雷らい砲ほうの照しよう準じゆんを谷の岩がん壁ぺきにあわせた。雷砲の重さを肩に感じながら、トリガーを引いた。

　轟ごう音おんが響ひびき渡わたり、大口径の砲からギザギサの光が迸ほとばしった。

　反動を受けた百川の体が後方に下がる。

　雷光は岩壁に直撃。

　崩くずれた岩石が一〇〇名近い海兵を潰つぶし、後続隊の行く手を塞ふさいだ。

　二分された海兵隊の前列に奈生が炸さく裂れつ石せきを投げる。

　赤い閃せん光こうが、一度、二度。

　最後のひとつは取っておいて、奈生は上昇すると崖がけ上うえに隠かくれた。

　奈生と芹也が合流してパンと手を叩たたいた。

　谷底で、銃じゆう声せいと共に百川の怒ど号ごうが響き渡った。

「爆砕拳ブラストアーム！」

　無む茶ちやもいいところだが、後続の海兵隊に一人で殴なぐりかかっていったのだ。

　芹也はＧ３Ａ３で、そんな無む謀ぼうな仲間をフォローする。

　奈生は空中に飛び、

「へへー。おーい！　こっちにもいるよー！」

　と、海兵を挑ちよう発はつした。一いつ斉せいにマシンガンの火線が飛んでくるが、奈生はひらひらと身軽に攻こう撃げきを躱かわす。

　芹也は崖上からトリガーを引きながら、敵の数を数えた。

　前後をあわせて、ざっと一五〇〇人はいる。

　少なくとも後列に、芹也たちの撃げき退たいに当たってくる『進化種』──セアラ・ラプトはいない様子だった。

　百川は次から次へと敵中に飛びこみ、海兵に発砲の余よ地ちを与あたえなかった。

「剣けんを抜ぬけ！　一人の天使くらい剣で斬きり殺せ！」

　じれた士官が抜ばつ刀とうを命じた。

　百川のペースだ。

　あとは狙そ撃げき、あるいは味方を犠ぎ牲せいにしたマシンガン掃そう射しやにさえ気をつければ、ブラストアームで一〇ダースは片かたがつく。

「奈生！　百川のフォローは俺おれがする！　前の様子を見てきてくれ！」

　芹也は崖上から出ると、奈生と空中で位置を入れ替かわった。

「オーケー！」

　奈生は悠ゆう々ゆうと火線を潜くぐり抜け、海兵隊の先頭までを空から確たしかめた。が、裏うら切ぎりの天使が迎げい撃げきしてくることはなかった。

　空への備そなえは、ジープに搭とう載さいされたマシンガンの様子だ。

　あとは、アサルトライフル。

　どちらも通つう常じよう弾だんだった。

　並なみの天使に対するのであればそれで十分だが、鍛きたえに鍛えられてきた三人の天使と対するには不足だった。

　第一、連中の対空射撃には予よ測そく性せいどころかそもそも正せい確かくさがなかった。

　隊列も悪く、あっけなく混こん乱らんした。練度は低い。

「特になにもなかったよ」

　奈生は芹也のところに戻もどり、火線の中、ケロリと涼すずしい顔で報ほう告こくした。

「そうか──」

　それでも、芹也は奈生ほど余よ裕ゆうではいられない。予測性と正確さがなくても、火線は激はげしかった。弾丸の雨を必死に躱しながら百川の近くにまで高度を下げ、

「百川！　ここはもういい！　退ひくぞ！」

「おうっ！」

　最後に大おお柄がらな海兵を殴なぐり飛ばし、百川はバネのように真上に跳とんだ。

　と、振ふり返って、

「これはおまけだぜ」

　ベルトにつけてあった手榴弾を地面に投げつけた。百川は二人に合流すると、興こう奮ふんを隠かくし切れずに言った。

「チョロイもんだな！　おい！」

「油ゆ断だんするな！　ここにはあいつらがいないんだぞ！」

「まさか、魔ま術じゆつで『園』に行った!?」

「いや、それはないだろう。時間制せい限げんがどうとか言っていたなら特にだ」

「なら──」

　三人は、谷底からでは火線の届とどかない崖上の岩いわ陰かげに回った。

　グランド・テーブルという複ふく雑ざつに入り組んだ峡きよう谷こくの地形は、空を飛ぶ天使にとって圧あつ倒とう的に有利だった。

「とにかく戻りながら探さがそう。目立っても構かまわない」

「なにをだよ！」

「わからん。ただ、多分、ミラン・ベルティールは海兵隊を囮おとりにして──少人数で『園』を襲おそう気なんだ」

　芹也は、いきり立って大空を見み渡わたす。空中帆はん船せんやヘリコプターの姿すがたはない。

「まさか……。本当に魔術じゃないだろうな……」

「ん？」

　奈生は逆ぎやくに視し線せんを下げ、峡谷の狭はざ間まに黒い影かげがちらついたのを見た。

　影──？

　まばたきして奈生が、眼めの錯さつ覚かくかどうかを確たしかめた時。

　蝙蝠こうもりじみた翼つばさを背せ中なかに広げた影が、陽ひ射ざしを抜け、弾丸に等しい速度で芹也に爪つめを振り立ててきた。

「芹也！　避よけろ！」

　奈生には叫さけぶことしかできなかった。
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　彩は一人、湖こ畔はんに立っていた。

　カトラスからつづいた渓けい谷こくを抜ぬけたほとりには、他にも大おお勢ぜいの天使がいる。戦うために集まった彼らだが、手に武ぶ器きを持ちながら怯おびえている。

　百川たちは、敵てきを遠方で食い止める覚かく悟ごで夜明け前に出て行った。

　彩はハーシェと共に、『園』に残った。

　一いち応おう、なにかあった時の備そなえという名目だったが、百川たちの真意はわかる。彩を危き険けんな目にあわせたくないのだ。弱いと思っているから。宴うたげの夜、あんなにも強い力で天使を倒たおしたというのに。

　彩は、手に持った日本刀の鞘さやをすらりと抜いた。

　研とぎ澄すまされた刃はが、朝日に煌きらめいた。

　刀は、『園』の武器庫に、どうしてか一振りだけあった。誰も使わないというので彩が貸かしてもらった。

　彩は剣けんの修しゆ業ぎようを受けたことはない。刀の振り方であれば、育ての親から遊びの中で何度か教えてもらった。

　刀を使いこなした和刀剣士こそが、彩の育ての親だった。

　他の武器よりは、手にしっくりと馴な染じむ。

　彩は体を鍛きたえたことのない少女だが、天使の優すぐれた肉体能のう力りよくによって鋼はがねの刃やいばにそれほどの重さは感じなかった。

　彩は、緒お原ばらに教えられた通り、構えた刀を前足の踏ふみこみと共に振るった。

　ビュンと刃がうなる。かすかな烈れつ波ぱが彩の頰ほおをかすめた。

「へえ、ただのお嬢じよう様さまだと思ったけど、少しはできるんだ」

　直剣を持ったハーシェが、彩の横に並ならんだ。

　反はん射しや的に彩が翼の羽根を逆さか立だてると、

「怯えないでよ」

　と、呆あきれた声で言う。

「ねえ、私って恐こわい？　イーアも私を見るとビクビクしていたし。そんなに威い張ばってるつもりないんだけど？」

「イーアは当然でしょ。あんたに使われていたんだから」

　彩は刀を正せい眼がんに戻もどし、虚きよ勢せいを張はった。

「私は使ってなんていないわ。──私とイーアとエルタは、小さい頃ころから一いつ緒しよで、よく遊んでいたんだ。……でも、いつからか。……私が気づかない内に、二人は私のことをお嬢様って呼よぶようになって」

「自分から人間のところに行って、殺されたの？」

「──うん。私は、ずっと友達だと思っていたのに。だから、そのことで怒おこったことは何度もあるけど……」

　ハーシェは哀かなしい気持ちを隠かくさなかった。

「君は、ずっと人間のところに居いたんでしょ？　辛つらかった？　やっぱり、酷ひどいことをされていたの？」

「ううん、全然」

「お嬢様？」

　百川から、ある程てい度どのことはきいたのだろう。

「そうよ」

　彩は強こわ張ばった顔で顎あごを下げた。緊きん張ちようした心身が黒い宝ほう石せきを求める。

「……ねえ、私もみんなみたいに彩って呼んでいい？」

「勝手にすれば」

　否ひ定ていするレベルの問題ではない。

「よかったぁ」

　ハーシェは嬉うれしそうに胸むねの前で手をあわせた。

「ねえ、彩っ！　私たちってお嬢様って呼ばれてる同士だし──」

「……なに？」

　彩が冷たい眼めを向ける。

「ううん、なんでもない。……私たちのために剣を持ってくれて、ありがとう」

　ハーシェは笑え顔がおを消し、湖面に視し線せんを移うつす。

　彩は返事をしなかった。

　別に『園』のために、彩は戦おうとしているのではない。

　彩は自分のため──

　自分が生きるために刀を手に握にぎった。

　……そうだ。

　……だからあたしには力がいる。

　彩は一方の手をポケットに入れ、そっと黒い宝石に触ふれた。

『いよいよ本番だね』

　……うん。

　彩は心の中で、〝彩〟に返事をした。

　心しん境きようは複ふく雑ざつだった。

　本当に、これでいいのだろうか？　彩は自問自答する。

　その度たびに〝彩〟は、もちろんだよ、と陽気な声で答えてくれた。

　彩は人間という種族が嫌きらいではなかった。悪い人間は大おお勢ぜいいるが、それは天使にしても同じことだ。かつて彩が住んでいた東京には、天使を嫌けん悪おせず、むしろ共きよう存ぞんする方向を探さがしている人間もいた。

　彩は、そうした人間たちと接せつしてきた。

　その意味で、彩は普ふ通つうの天使より広い視野を持っている。

　色々なものを見てきたその瞳ひとみが、今、自分自身を見つめていない。

　全然違ちがう場所を見て、なにか、とんでもないことをしようとしている。

　よくわからないが、そんな気がしていた。だから彩はポケットから手を抜ぬくと、あらためて両手で柄つかを握る。

　煌きらめく切っ先を見つめて、自分に問いかけた。

「ねえ、彩。私、昨日、康貴君にね──」

「──あたしは、なにがしたいの？」

「彩──？」

　ハーシェの声はきこえていなかった。

　ハーシェは黙だまって他の天使たちのところに戻った。

　ハーシェは空を見上げた。

　今日は、あまりいい天気とはいえない。空には厚あつい雲がたくさん浮うかんでいた。

　これから雨が降ふるのだろうか。

　雨雲は存そん在ざいしていないが、ハーシェは空の向こうに妙みような異い変へんを感じた。

「……敵てきが来ているの？」

　見み渡わたしても、空にヘリコプターの姿すがたはなかった。

　帆はん船せんの姿もない。

　上空にいる見張りの天使にも、敵てき影えいを見つけた様子はない。

「違ちがう……」

　ハーシェは服ごしに、上じよう腕わんをさすった。

「私が、緊きん張ちようしているのか……？」
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　影かげの身の丈たけは三メートルを越えていた。影──ではなく、コールタールに似にた黒色の表面を有したそれは、二本の足と二本の腕うでを持っていながら、人間でも天使でもない異形の存在だった。

　芹也の足を鋭えい利りな爪つめで引き裂さき、それは空中で姿し勢せいを整えた。

　背せ中なかの骨ほねばった翼つばさ。生せい殖しよく器きのないマネキンじみた全ぜん裸らの体たい軀く。トランプのジョーカーを思わせる面おも立だち。髪はつ毛もうのない頭についた角。

　先の割われた舌したとぎょろりと剝むき出た眼は、まさに爬は虫ちゆう類るいそのままだった。

「芹也！　大だい丈じよう夫ぶか!?」

　素す早ばやく身み構がまえた百川が、声だけで芹也を心配する。

「……ああ。俺はいい」

　右の足から血をぼたぼたとこぼしながらも、芹也は空中にいた。

「なんだよ、これ」

　奈生には、目の前に現あらわれたものがなんなのかわからない。

「──まさか、悪あく魔まじゃないよね」

　奈生は今までに悪魔を見たことがない。

　見たという話をきいたこともなかった。

　しかし、天使がいるのだから悪魔がいても不思議ではなかった。実じつ際さい、人間の伝でん承しようにはたくさん現れる。

「──これは悪魔じゃない。ガーゴイルだ」

「ガーゴイル？」

「ああ……。古い文ぶん献けんで読んだことがある。『鉄てつ槌つい』前に、魔ま術じゆつ師しが家や宝たからを守るために作ったという魔道生命体だ……」

「魔道だと──！　これもあいつの仕し業わざなのかよ、じゃあ！」

　叫さけんだ刹せつ那な、百川の顔面に短剣ダガーほどの長い爪が迫せまった。百川は、ガーゴイルの手首を両手でつかみ、かろうじて爪を防ふせいだ。

「──この！」

　渾こん身しんの力をこめ、ガーゴイルを横に投げ捨すてる。

　飛びこんで至し近きん距きよ離りから拳こぶしを放つ。二発が筋すじの浮ういた薄うすい胸むねに直ちよく撃げきする。ぐにゃりと柔やわらかく胸がへこんだ。

　百川は、ハッと顔色を変えて距離を取った。

　信じられない顔で、自分の拳を見つめた。

「……こいつの体、ゴムみてぇだ。効きいた感かん触しよくがねぇ」

「来るぞ、百川！」

　芹也がＧ３Ａ３のトリガーを引いた。三発。二発が肩かたにめりこみ、顔に当たった一発がカキンと音を立てて弾はじかれた。

「おっと」

　かろうじて百川は、爪から突つっこんできたガーゴイルを躱かわす。

「敵の眼がん前ぜんでぼさっとする奴やつがいるか！」

「わりぃ。助かった」

　振ふり向いたガーゴイルの肩から弾だん丸がんがこぼれた。効いた様子はない。

　ガーゴイルは止まることなく百川たちに攻こう撃げきを加えた。爪が、鞭むちのようにしなった両腕からそれぞれに襲おそいかかる。

　奈生は距離を置いて炸さく裂れつ石せきを投げつけるチャンスを狙ねらった。

「二人とも、もっと離はなれて！　そんでもって、そいつの動きを少し止めて！」

「無む茶ちやを言うな！」

　芹也は爪を躱しながらワンマガジン分の弾丸をガーゴイルに叩たたきつけた。

　狙ねらったのは顔面である。

　ほぼ全弾が柔やわらかな皮ひ膚ふにめりこんだ。

　弾いたのは、顔から向き出した眼球の部分だけだった。

「芹也、光こう彩さい素そ子し弾はねぇのか!?　あれって、天使脈動だけじゃなくて魔法的な力も拡かく散さんさせるんだよな」

「残念だが、『園』には一発もなかった。──それより百川」

「なんだよ！」

「──おまえは『園』に戻もどれ」

「はぁ」

　それどころではなかった。

　二人で戦っても、ガーゴイルの速度に翻ほん弄ろうされているのだ。

　しかも、有ゆう効こう打だを与あたえることができていない。

「奈生もだ。こいつは俺おれがなんとかするから、おまえらは『園』に戻れ」

　芹也はそういうと百川を押おしのけて前に出た。

　ガーゴイルの爪つめをかいくぐってタックルし、攻撃のために静止していた黒色の巨きよ軀くを後方に押しやる。

　すかさず奈生は炸裂石を投げようとしたが、──無理だった。

　百川は芹也の横に並ならぶ。

「一人じゃ無理だって！」

「大だい丈じよう夫ぶだ、百川」

　芹也はベルトのホルダーを軽く叩いた。

　ホルダーには、刃は渡わたり二〇センチのコンバットナイフが入っている。

「必要ねぇって！　空を見ればわかるだろ？　どこにも帆はん船せんなんてねぇし、飛行機だって飛んでねぇんだからよ。地上から来ているのなら、こいつをみんなで倒たおしてからでも十分に間にあうって」

「最初から、海兵隊に一撃を与えたら『園』の近くまで引き返す計画だっただろ。俺は計画通りにやりたいだけだ」

　芹也はＧ３Ａ３のマガジンを新しいものに変える。

　最後のひとつだった。

「──それに、この化物を倒す算さん段だんはついた。俺一人で十分だ」

「マジか？」

「ああ。だからここは俺に任まかせろ。おまえだって、一日に何度もフルパワーの力を出せるわけじゃないんだ」

　芹也の言うことには一理あった。百川は爆砕拳ブラストアームでガーゴイルを仕し留とめようとしたが、敵てきの力が未知数である以上、中ちゆう途と半はん端ぱな攻撃では命取りになりかねない。全開の力で発動させる必要があった。

　だが今日、百川はセアラ・ラプトと戦わねばならない。ここで全開の力を使ってはセアラとの戦いがとても苦しいものになる。悔くやしいが、全開の力に何度も耐たえられる精せい神しんを百川は持っていない。

　ただ──

　信じないわけではないが、芹也は一対一の戦いでは百川に劣おとる。

　人間ならともかく、化物相手では荷の重い気がした。

「二人とも、早く行け」

「……芹也」

　迷まよっている百川の肌はだに、前まえ触ぶれなく空気の波が触れた。髪かみが揺ゆれないほどのかすかな震しん動どうだったが、それは空の上から来た。

　見上げた百川の眼めに、──雲と雲の隙すき間ま、陽ひ射ざしのようでもあったが、しかし陽射しではない『点』が映うつった。

　それは──

「飛行機だ！」

　空の彼方かなたを見上げて奈生が叫さけんだ。

「噓うそだろ……。飛行機って、あんなに高い場所を飛べるもんなのか……」

　雲の上、高度一万メートルの上空から、呆ぼう然ぜんと見上げた百川の頭上を飛行機の編へん隊たいが抜ぬけていく。

「きっと新型機なんだ！　早く行け！」

　芹也が正面から、ガーゴイルの左右の上じよう腕わんを押さえた。

　手から離はなれたＧ３Ａ３が眼がん下かの峡きよう谷こくに落ちる。

　選せん択たくの余よ地ちはなかった。必死な形相の中に芹也が浮うかべた微笑ほほえみを受け止め、百川は身を返した。

　百川は気づかなかったが、奈生は芹也の微笑みに自じ虐ぎやくの色を見て取った。

「気にしすぎは芹也の悪い癖くせだと思うけど、まあ、ケリはつけなよ」

　百川のあとにつづき、奈生もその場を離れた。

　一人になると芹也は、押しあいをつづけるガーゴイルに言った。

「──ハーシェは俺を責せめなかったよ。だけど俺は彼女を責めた。あわせる顔がないからおまえで贖しよく罪ざいするのさ」

　だから芹也は、一人で戦いたかったのだ。

　完全な自じ己こ満足の世界。

　馬ば鹿かなものだったが、どんな偽ぎ善ぜんだとしても罪は償つぐないたかった。

　奈生にはバレていたようだが、とにかく、それでも。

「ガァァァァァ！」

　ガーゴイルの腕力が芹也の腕力に勝った。

　左右から押しこんだ爪が、芹也の両りよう肩かたを串くし刺ざしにする──刹せつ那な、芹也はバックステップして爪を躱かわす。

　爪に触れた銀色の短たん髪ぱつを芹也は指で梳すいた。

　冗じよう談だんめかして微笑む。

「百川じゃないが、天使の髪はデリケートなんだ。乱らん暴ぼうにしないでくれ」

　ガーゴイルが次の攻こう撃げきを繰くり出す。

　芹也はホルダーから短たん剣けんを抜ぬいた。正せい確かくな動きで分ぶ厚あつい刃を爪にすべらせ、力任せの攻撃を横に薙ないだ。




　　　　４




　天使たちは、寸すん前ぜんまでまったく気づかなかった。遥はるか地平線にまで眼を凝こらして敵の姿すがたを探していた反面、真上にはなんの注意も払はらっていなかった。空気の震動に気づいて不ふ審しんにあたりを見み渡わたし、何気なく空を見上げた時、

「──あ」

　湖のほとりに集まっていた衛えい士したちは、同時に動きを止めた。

　震動が迫せまってくる。

　どこか、虫の羽音に似にていた。

「そんな……。私は……ちゃんと感じていたのに……」

　ハーシェの視し野やの中で、急きゆう降こう下かしてきた飛行機が爆ばく弾だんを投下した。浮うき島しまに落ちた爆弾が樹じゆ木もくごと木もく製せいの家を吹ふき飛ばす。中には、戦えない者が隠かくれていた。飛行機は連続して急降下してくる。爆弾を落としては体たい勢せいを入れ換かえ、空の高い場所に戻もどっていく。それだけならアクロバットのショーを見ているようだった。

　だが、『重ね金十字』の印章を翼つばさと胴どうにペイントした飛行機が来る度、それまでは鏡のように空を映していたはずの湖に、大きな水柱が立つ。あるいは土が吹き飛び、鼓こ膜まくを突つき破やぶる爆音と共に大地が揺ゆれた。

　熱波が襲おそいかかる。

　髪かみをなびかせ、火傷やけどするほどにハーシェの頰ほおを熱帯びさせた。

「なに……。なにが起こっているの……」

　わからない。

　飛行機が鋭えい角かくに突っこんでくるなんて、今までにきいたことがなかった。

　隠れていた女子こ供どもが家から出て、上空に集まる。

　それを待っていたかのように、旋せん回かいした飛行機が機関銃じゆうを掃そう射しや。わずか数分の内に何十名という天使が湖に落ちた。

「み、みんな！　戦わないと！　敵てきが──敵が来たんだ！」

　ハーシェは訴うつたえたが、武ぶ装そうした天使たちは戸と惑まどい怯おびえるばかりだった。

　ハーシェ自身、叫びながらも飛べない。

　激はげしい銃声に膝ひざが震ふるえている。

　上空を旋回する飛行機が、細かい爆弾を湖にばらまいていく。着弾した浮島はまたたく間に炎ほのおに包まれる。

　悲鳴。

　炎──

　紅ぐ蓮れんの炎が、『園その』を覆おおおうとしていた。

　彩は、なにもできないでいる天使たちを無言で見つめていた。

　百川たちはまだ戻もどってこない。

　ここには、彩だけがいた。

　彩は、ポケットの黒い宝ほう石せきを握にぎった。

「……あたしに、できると思う？」

『なにが？』

〝彩〟は無む邪じや気きに問う。

「みんなを、助けること──」

『戦い？』

「うん──。戦い」

『なら、できるよ。力、力力力力力力！　力があればさー！』

「……そうやってお願いすればいいの？」

『うん、そうだよ。あと少し頑がん張ばって！』

「わかった──」

　彩は、ポケットから黒い宝石を取り出し、両手で強く握った。

　銃声がきこえる。

　炎の熱を感じる。

　それは緒原辰たつ弥やが、彩の最初の育ての親を殺した時、彩のまわりにあった。緒原は拳けん銃じゆうで天使を殺し、炎のついた家の中で、彩の記き憶おくを消した。その記憶は今、すべてではないが一部が戻っている。

　そうだ。

　彩は今いま更さらながらに気づいた。彩は力が欲ほしかった。強い力が欲しかった。それは百川と一いつ緒しよにいたかったからだ。だけど、それだけじゃない。彩も守りたかった。百川を。百川だけじゃなくて、他の天使たちも。天使じゃなくてもいい。人間でもいい。炎に包まれて銃声をきいている人たちを。だから力が欲しかった。

　黒い宝石を胸むねの前で握り、眼を閉とじて彩は願った。

　力が欲しい。

　今、起こっている出来事を、なんとかできる力が欲しい。

　みんなが殺されてしまう前に。

　終わってしまう前に。

　黒い宝石が貪どん欲よくに求めてくる波動を、彩はどこまでも注ぎこんだ。疑うたがう心は微み塵じんも彩にはなかった。そうすると自分にも力が満ちてくるのだ。

　翼が──

　背中の翼が酷ひどく疼うずきはじめた。

　広がろうとしている。

　肘ひじまでしかない小さな飛べない翼が、大きく変へん容ようしようとしていた。

　凄すさまじい力場によって、足が宙ちゆうから浮ういた。

「彩……。彩！」

　ハーシェの驚おどろいた声がきこえた。

　満ちてくる。

　力が、体の中に満ちてきた。

　心の中の真っ白な世界に全身鏡が浮び上がる。魔ま法ほう塔とうで見た黒面の鏡だった。覗のぞきこめばそこには〝彩〟がいた。黒い翼を持った、無邪気に微笑ほほえむ〝彩〟。彼女が手を、黒面の鏡から手を差し伸のばしてきた。

　彩は〝彩〟の手をつかんだ。ぐいと引っ張ぱられる力がかかった。

『引っ張って！　お願い！　頑張って彩！』

「──うん」

　彩の体には力が満ちていた。

　渾こん身しんの力で、鏡に囚われていたもう一人の〝彩〟を引き抜ぬいた。

　瞬しゆん間かん、心の中の空間がすべて白に染そまった。

　激はげしいスパーク。

　思考が停止する。




「──彩？」

　空に浮び上がった黒い翼の彩を、ハーシェは呆ぼう然ぜんと見上げた。

「あはははははははっ！」

　鳥のように翼を広げた〝彩〟は、子こ供どものように無邪気に笑った。

　襲おそいかかってくる飛行機に逆ぎやくに自分から飛びかかると、片かた手てで翼をつかみ、ぶんと振ふり回して遠くに投げた。

　哄こう笑しよう。

　突つき飛んで、次の飛行機とは正面激げき突とつ。

　飛行機は爆ばく発はつし、〝彩〟は笑った。

「あー楽しい！　たまんないっ！　すかっとするー！」

〝彩〟は背伸びすると、大きく翼をはためかせ、

「うりゃ──っ！」

　掛かけ声と共に雷らい撃げきを周囲に放った。雷撃は天使の子供たちを巻まきこみ、三機の飛行機を一瞬で撃げき墜ついした。

「うーん！　すっきりするー！」




　その様子をミラン・ベルティールは、魔法塔の最上階──『鉄てつ槌つい』前に使われていた魔ま術じゆつ師しの研究室から見ていた。彼は、かつての魔術師たちが使っていた『門』によってこの魔法塔とうに空間移い転てんしていた。ハイゼルの死体から得た情じよう報ほうに塔の名と魔術師の名が入っていたので、彼は『門』を開くことができた。

「もうないのかと思いましたが、まさか、精霊生魂ジールがダイヤモンドの拘こう束そくを打ち破やぶって実体化しているとは──。さすがは、『翼を持った天使』──神に愛された存そん在ざいの力は伊だ達てではないということですね──」

　どうやら航空隊は全ぜん滅めつしそうだが、彼は満足していた。

　少なくとも、ガリアが独どく自じに開発を進めた急きゆう降こう下か爆撃機の有ゆう効こう性せいは実じつ証しようできた。

　殺さつ戮りくショーとしても、まあまあ、楽しめている。

　彼が南米を訪おとずれたのは、ひとつには神海で行われた〝コードＷ〟の成せい否ひを間近で確かく認にんするためである。もうひとつは、今まで調ちよう査さの手が伸びなかった南米大陸の魔法塔からスピリットダイヤモンドを探さがし出すことだった。強力な魔道機関は、戦争にあたって大きな力となる。ひとつでも多く欲ほしいのだ。

　残念ながらこの魔法塔でダイヤモンドは手に入らなかったが、目の前に現あらわれた黒い翼の天使をベルティールは大いに気に入った。

「──セアラ」

　ベルティールは、背はい後ごに控ひかえていた警けい護ご官かんに告げた。

「ほとりでたむろしている武ぶ装そうした天使たちに、先に顔見せをして来なさい」




「彩！　しっかりして彩！」

　ハーシェに頰ほおを叩たたかれ、彩は意い識しきを取り戻もどした。

「……ハーシェ」

　肘ひじまでしか翼のない自分が、ハーシェに上半身を抱だきかかえられていた。

「空を見て！」

「あれは──あたしがいる──」

「しっかりして！　君がここにいるのに君のわけないでしょ！　あれは誰だれ？　とにかくいいからなんとかして！」




「やめて……。お願い……。助けて……」

「だーめ」

　懇こん願がんする天使の少女に、〝彩〟はペロッと舌したを出した。

「とーうっ！」

　両手に生み出したエネルギーの剣けんで、〝彩〟が震ふるえた少女を一刀両りよう断だんする。

「やあ！」

　つづけて飛行機を丸太斬ぎり。

「大勝利ー！」

　墜つい落らくしていく様を見てケラケラと笑う。

　それが、黒い翼の〝彩〟だった。

　驚おどろいて彩は〝彩〟の元に飛んだ。

「あなた──！」

「あ、彩」

　黒い翼つばさの〝彩〟が、ケロリとした顔で彩に向き直った。

「見てみてっ！　あたしも彩になれた！　彩のおかげだよ、ありがとうっ！」

「どういうことなの……」

　彩の眼めの前には、着ている服も同じ、顔立ちも同じ、声も同じ、だけど翼の色と大きさが違ちがう天使がいた。

　髪かみの色も違う。

　彩の髪は鮮あざやかな緋ひ色いろだが、目の前の天使は黒。

　翼と同じ色の黒い髪をしていた。

「彩も力を使いなよ。しっかり使って固定しないと、すぐに消えちゃうよ」

「力……？」

　言われてみれば彩の体にはエネルギーがみなぎっていた。

「──ねえ、どういうことなの？　あなたは誰？」

「彩だよ。彩が作ってくれたんじゃない。あたしと彩は鏡の裏うらと表。あたしが力をあげて彩はカタチをくれた。あたし、随ずい分ぶんと大昔に閉とじこめられてから、ずーっとこうなりたかったから、うんっ、本当にうれしいよ。彩もうれしいでしょ？　なんといっても力が手に入ったんだからさ」

〝彩〟は黒い翼を広げ、逃にげていく女天使に稲いな妻ずまをぶつけて殺す。

「うしっ！　だいぶ調子が出てきたかな」

「な、なにするの！」

　また力を振ふるおうとした〝彩〟の腕うでに、彩はしがみついた。

「だって、力を固定しないと」

「あなた、わかってるの!?　自分のしてることわかってるの!?」

「わかってるよー」

「──貴き様さま！」

　飛びこんできたハーシェが剣で〝彩〟を突つき刺さそうとする。が、〝彩〟は黒い翼をひらめかせてすんなりと剣を躱かわす。

　反はん撃げきとばかりに指先にエネルギーを凝ぎよう縮しゆく。

　放とうとした瞬しゆん間かん、彩が指をつかむ。

　エネルギーは、酸さん素そを失った火のようにあっけなく消える。

「ハーシェはみんなを！　この子はあたしがなんとかするから！」

「……彩」

「早く！」

「う、うんっ──」

　ハーシェが、未いまだに空中でうろたえてばかりの天使たちに、とにかく湖の外へ避ひ難なんするように命じた。

　黒い翼の〝彩〟は腰こしに手を当てて、頰ほおを膨ふくらませた。

「もう。あたしと彩は表と裏なんだからぁ！　力が消えちゃうよ！」

「消える──」

　彩は掌てのひらを見つめた。

　力がある。確たしかに彩は力を感じていた。ただ、〝彩〟の言う通り、急速に力が消えていっているのもわかる。今、この力を固定して自分のものにすることができれば、彩は十分に大地で生きることができる。彩は数すう瞬しゆん、誘ゆう惑わくに負けそうな自分を感じた。が、目の前で黒い翼の〝彩〟が次の天使を殺し、彩は誘惑を振り払はらった。

　彩を止める方法は、〝彩〟が教えてくれた。彩はうしろから〝彩〟にしがみつくと、流れ出る力を〝彩〟にぶつけた。

「なっ！　なにするのよおっ！　彩！」

〝彩〟は必死に黒い翼をばたつかせて抵てい抗こうを試みたが、彩は離はなれない。

　必死になってしがみついた。

「やめてよお！　ねえ、彩！　力が抜ぬけたらあたし消えちゃうんだよ！　死んじゃうってことなんだよ！　あたし、死にたくないよ！　彩だって力がなくなるんだよ！　あんなに欲ほしがっていたのに、ねえ、どうしたの！」

　彩にも確かくたる決意があるわけではなかった。

　心の中は揺ゆれていた。

　せっかくの力を本当に捨すてていいのかと自問自答しながら、それでも歯を食いしばって彩は〝彩〟を抱だきしめた。

　閃せん光こうを放ち、凄すさまじい勢いきおいで力が相そう殺さいされていく。

「あたしが欲しかったのは殺す力じゃない。違う──。違う──」

「やめてよぉぉ！」

　めくらめっぽうに〝彩〟は暴あばれる。二人の体が横に飛んだ。

「お願い！　あなたも消えて！　あなたはあたしじゃない！　あたしはあたしだ！　あなたはあたしじゃないのにっ！」

　彩は離さない。

　二人は、窓まどを突き破やぶって塔とうの応おう接せつ室しつに転がる。

　しがみついていた腕が離れ、二人はそれぞれに部屋の壁かべにぶつかった。

　彩はすぐに立ち上がった。

　黒い翼つばさの〝彩〟は起き上がることができない。体を丸めて内側からの圧あつ力りよくに耐たえる。翼から羽根が抜ぬける。体のあちこちに、ひびのような皴しわが浮うかんだ。

「……消えちゃう、消えちゃうよお」

　泣きそうな声で言う。

「ごめんなさい……」

　彩は、ゆらゆらと近寄より、また抱きつこうとした。

「でも──。消えて」

「あ……」

　息を吞のんだ〝彩〟が、恐きよう怖ふに凍こおった絶ぜつ望ぼう的な眼まな差ざしで彩を見つめた。

　その時、ドアが開いた。

　上階へとつづく階かい段だんのある小部屋からのドアだった。現あらわれたのは、重々しい神官衣い装しように身を包んだ男。

「──あなたは、誰？　ううん、カトラスにいた男──」

　彩は、ミラン・ベルティールをハイゼルの屋や敷しきでだけ見ている。

「以い降こう、お見知りおき下さい。高こう貴きなる白き翼を持ちし、世界で唯ゆい一いつの天使よ。ガリア共同体のミラン・ベルティールと申します」

「あなたが──。でも、なんでここに──」

「実は、彼女を迎むかえに来ました。このままでは死んでしまいますので、私の方で処しよ置ちをさせていただきます」

　ベルティールの視し線せんが黒い翼の〝彩〟に移うつる。

「そんなこと──。させない──」

「何な故ぜです？」

「何故って……。だって、その子には消えてもらわないと！」

「何故です？」

「何故って……。だって……」

「この子は、実体化してしまったんです。もう生きているんですよ？　貴女あなたは、貴女の都合で彼女を作り出して、都合にあわないから殺すんですか？　なんともはや、酷ひどい仕打ちだと思いませんか」

「違ちがう！　あたしは、その子がみんなを殺すから──！」

「貴女に打ちのめされ、今の彼女にその力はありません。この子は、ガリアにある私の屋敷でしばらく休養するべきです」

　ベルティールは、そっと〝彩〟を抱きかかえた。彩にはきき取れない言語で、なにかの呪じゆ文もんを唱となえる。

　黒い翼の〝彩〟が淡あわい光に包まれた。繭まゆのようでもあった。

「そうすれば、ええ──。また再ふたたび、快かい活かつな笑え顔がおを取り戻もどすことでしょう」

「そんなこと──」

「元気になれば、この子はまた大おお勢ぜい、人も天使も、殺してくれるでしょう。ククククククククククククククククククク……ッ！　素す晴ばらしい！　ハハハハハハッ！　黒い翼の天使がシャングリラと共に世界戦争をもたらす！　これほどの物語が、かつて『鉄てつ槌つい』以外にありましたでしょうか！　いいや、いいやない！　ないと私は言える！　素晴らしい素晴らしい素晴らしい素晴らしい素晴らしい！」

　彩は呆ぼう然ぜんと、狂くるったように哄こう笑しようするベルティールを見つめた。

　男は、涙なみだまで流して笑いつづけている。

　彩は我われに返り、

「返して！　その子を返して！」

「……それよりほら。外を御ご覧らんなさい」

　ベルティールは、必死に笑いを嚙かみこらえながら言った。

　彩は言われたまま、窓まどから外を見つめた。浮うき島じまから立ち昇のぼる煙けむりのせいで、なにも見ることはできない。

「……なにか起こっているの……？」

「皆みな殺ごろしをはじめるのですよ」

「え……」

「いいんですか、こんなところにいて。早く助けに行かないと、全員死に、なにもかも手て遅おくれになりますよ？　彼女はこれからガリアに連れて行くと言っているんです。会いたければあとからでも来れるでしょう？」

　彩は戸と惑まどった。〝彩〟を取り戻して、消さなくちゃいけない。

　でも、遠くから──悲鳴がきこえたような気がする。

　と、背はい後ごで冷気を感じて彩は振り向いた。

「では私も、ほとりに行かせてもらいましょう。貴女も急いで来なさい。でないと、本当に手遅れになりますよ」

「……え」

　声だけを残して、ベルティールの姿すがたが空間から霞かすみ消えた。

〝彩〟の姿もまた、消えている。

「なに……一体……」

　数すう瞬しゆん、彩は呆然とまばたきしたが、ふと我に返った。

　ベルティールは天使の虐ぎやく殺さつに向かったのだ。

「いけない！」

　彩は、湖のほとりに向かって飛んだ。と、魔ま法ほう塔とうの呪じゆ縛ばくによって、彩は飛ぶことができずに真まっ逆さかさまに落ちた。

「なにこれ……！」

　必死になって飛ぶことを願う。湖面すれすれで、爆ばく発はつ的なエネルギーの放出と共に彩は空に戻った。ついさっきまで満ちていた力が、もうなくなろうとしていた。飛びながら彩は不安を覚える。果たしてこれでみんなを助けることができるのか。黒い宝ほう石せきの力が抜ぬけてしまったあたしになんて──

　……ううん。

　彩は湖こ畔はんに辿たどり着くと、落ちていた日本刀を拾った。

「私は──。戦う──」
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　彩さいがうしろから歩み進んでいくと、天使たちは彼女に道を開けた。彼らが対していたのはガリアの制せい服ふくに身を包む警けい護ご官かんだった。深くかぶった帽ぼう子しの隙すき間まからこぼれた銀ぎん髪ぱつから彩は彼女が天使だと理り解かいする。

　彼女は、セアラ・ラプト。腰こしに細剣レイピアを下げた彩と同年代の少女だ。身の丈たけも体重もそれほど違わない。

　もう一人は、先さき程ほどまで塔にいたミラン・ベルティールである。

「あなたは──どういう力を──」

「遅おそかったですね。では、道案内をしましょう」

　彩に微笑ほほえんでから、ベルティールは天使たちに言った。

「……ど、どこに……。いや、それより……。翼つばさを……。翼を持った天使を我われ々われは友好の証あかしとして用意した……。彼女を渡わたすから和平を……」

　一人の天使がふらふらと前に歩み出た。

「なんてことを言うの！」

　ハーシェが金切り声をあげる。

「頼たのむっ！　まずはテーブルについて──」

　天使は最後まで言葉を言えなかった。

「奈な落らくへ行け」

　ベルティールが、尖とがった杖つえ尻じりで深々と天使の喉のどを刺さし貫つらぬいたからだ。長さ二メートルを越こえた金きん属ぞく製せいとおぼしき光こう沢たくのあるその黒い杖は、突とつ如じよとして、どこか別の空間からベルティールの掌てのひらに現あらわれた。杖の先には、龍りゆうの前足を模かたどった台だい座ざにはめこまれた透とう明めいな丸い宝石があった。

　杖尻を抜くと、血を噴ふん水すいのように迸ほとばしらせて天使は倒たおれた。

　ベルティールの白い法ほう衣いがふわりと揺ゆらめいた。

　一瞬で距きよ離りを詰つめ、振ふるった黒い杖で天使たちの皆殺しをはじめ──

　ガキン！

　火花を散らして杖と刃がぶつかった。

　彩だ。

　わずかに残った宝石からの力をフルに使ってベルティールの前に飛びこんだ彩が、杖に刀をあわせたのだった。

「──ほう」

　鍔つば迫ぜりあいでも力負けしない彩を見て、ベルティールは楽しそうに微笑んだ。

「彩──」

　ハーシェは驚おどろきを隠かくせなかった。

　セアラが細剣を抜いた。

　鍔迫りあいしながら位置を変えた彩の背せ中なかが、セアラの眼がん前ぜんにはあった。

　彩は、眼前の男に立ち向かうことに必死で、気づいていない。

　ハーシェが助けるしかなかった。

　ハーシェは、セアラと彩の間に飛びこもうとした。

　肘ひじと共に細剣をうしろに下げたセアラが、彩の背中に狙ねらいを定める。二枚の翼が生えたちょうど真ん中──背せ骨ぼねのある場所だ。

「おいおい、決けつ闘とうってのは、一対一でやるもんだろう？」

　空から声がきこえた。

　セアラは切っ先を下げ、現あらわれた天使が目の前に着地するのを見やった。

　ちらりとそれを見た彩が微笑みを浮うかべた。

「よう」

　百もも川かわは微笑みを返す。

　百川は、彩と背中を向けあうように立った。

「彩。おまえ、なにやってんだよ」

「見てわかんないの！　バカ！」

「わかるけどさ、おまえが一人で戦ってるなんてな」

「フン！　あたしだって──」

「ああ。頑がん張ばってるんだよな、おまえも」

「……百川」

「二対二だ。一いつ緒しよに戦おうぜ」

「……うん！」

　不思議だった。

　もう宝ほう石せきの力は尽つきたはずなのに、また彩の中に力が湧わいてきた。

　それは静かに脈みやく打うち、血流とは別の場所からきこえた。大地に生きる天使が自らの内に見み出いだした奇き跡せきの力──天使脈動である。

「このっ！」

　彩はベルティールの杖を跳はね返すと、激はげしい叫さけび声をあげた。

「あああああああぁぁぁぁぁぁぁぁあああぁぁぁぁ！」

　翼がはためいた。髪かみがはためいた。

　渦うず巻まいた力を、彩は全身に注いだ。

　百川が叫ぶ。

「おい、ハーシェ！　今、奈な生おが一人で防ふせいでいるけど、本物の海兵隊が西の方から二〇〇人くらい来てる！　すげぇ訓練された連中で、しかも光こう彩さい素そ子し弾だんを使ってきやがるからなかなか手に負えねぇと思う！　奈生は武ぶ器きもねぇんだ！　悪いけど、そいつら連れて助けに行ってやってくれ！」

　今朝、百川たちが襲しゆう撃げきしたのは、海兵隊の服と装そう備びを支し給きゆうされたカトラスのシティガードたちだった。

　本物のガリア兵は、別のルートから密ひそやかに進行していたのだ。

「わかった！　でも──」

「ここはいい！　なんか彩も、天使脈動に目覚めたみてぇだから──多分、人間くらい倒たおしてくれるさ」

「君の判はん断だんは楽観的すぎますね。〈捨すて去りし者〉よ」

「俺おれをどこまで知ってるんだよ、あんた」

「かの高天たかまが原はらで訓練を受けた屈くつ強きような天使だとはきいています。ですが、敵てきの実力も推おし量はかれないとは、〈鏡たる者〉が天界で泣いていることでしょう」

「──戯たわ言ごとを言いやがって。たかが人間がよ」

「たかが天使が、よくぞ言ってくれました」

　ベルティールが、冷たい眼まな差ざしで眼前の彩を見み据すえた。

　動いた。

　彩には見えなかった。次の瞬しゆん間かんには息の詰つまる衝しよう撃げきが胸むねにぶつかった。

　横に薙ないだ杖つえの一撃だった。

「きゃ──」

　吹ふき飛ばされる彩。

「彩！」

　岩がん壁ぺきにぶつかりかけた小さな体を、ハーシェが受け止めた。だが、受け止めきれずに二人はもんどり打って倒れた。

「お、お嬢じよう様さま！」

「いいから貴方あなたたちは人間の兵士を倒しに行きなさい！」

　ハーシェは配下の天使たちに命じた。

「大だい丈じよう夫ぶ、立てる、彩？」

「あたしは平気──。それより──」

「私だって平気よ。私だって──天使脈動はちゃんと理り解かいしているんだ」

　二人は、肩かたを支ささえあって立ち上がった。

「確たしか、決闘は一対一でやるものだとききましたが。──いいでしょう、二対一で戦ってあげます」

「彩！　ハーシェ！」

　振ふり向きかけた百川の首に、セアラが細剣レイピアを突つきつけた。

「──どこを見ている、〈捨て去りし者〉。おまえの相手はこの私だ」

「なら、名前くらい教えろ」

　ステップバックして百川は身み構がまえる。

「〈死にたる者〉だ」

「なに──」

　天使の二つ名は自身そのものを現あらわす。百川は五年前、すべてを失ったあと、正せい義ぎも誇ほこりも関係なく、ひたすら人間に復ふく讐しゆうするために生きることを誓ちかい、〈捨て去りし者〉の名を自らにつけた。

　セアラが名乗った名は、百川に衝撃を与あたえた。

「なんでだ──。なんでおまえ、そんな名前をつけたんだよ？」

「今度は殺す」

　それがセアラからの返答だった。手首のスナップで軽く振るった細剣が、空気を震ふるわせて鞭むちのようにしなる。

「……わかってるよ」

　百川は、迷まよいを消すように強く拳こぶしを握にぎった。
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　同どう時じ刻こく、湖から遠く離はなれた峡きよう谷こくの上空で、芹せり也やは一人、ガーゴイルと熾し烈れつな戦いをつづけていた。疲つかれることを知らないガーゴイルに対して、芹也は次し第だいに疲ひ労ろうの色を隠かくせなくなってきていた。

　ガーゴイルの攻こう撃げきは爪つめのみである。

　だから意い識しきを集中させていれば、避よけることはできた。

「──あとは、どうやって倒すかだな」

　額ひたいに噴ふき出した汗あせを拭ぬぐい、芹也は距きよ離りを取って一息をつこうとした。だが、ガーゴイルはそれを許ゆるしてくれない。

　芹也が一度の呼こ吸きゆうをする暇ひますら与えず右から爪を振るった。

　右みぎ肩かたを引き裂さかれた。

　つづけて左。

　左右の肩に鋭するどい痛いたみを感じ、芹也は眉まゆを寄よせた。

　とうとう攻撃を食くらったのだ。

　破やぶれた服の隙すき間まから滲にじんだ血が、滑かつ空くうする中で雫しずくとなって飛び散った。

　芹也は急きゆう降こう下かする。

　鋭く尖とがった岩の上で向きを水平に変えた。

　振り返って、あとを追ってきたガーゴイルを見据える。

　岩にぶつかるかと思ったガーゴイルは蝙蝠こうもりじみた翼つばさで急きゆう制せい動どうに成功、岩を足で挟はさみ、中ちゆう腰ごしの姿し勢せいで芹也と向かいあった。

「ハァ……。ハァ……」

　ようやく芹也は、苦しくなる一方の呼吸を整える機会を得た。

　コールタールのような光こう沢たくを持ったガーゴイルの肌はだは、ゴムのような弾だん力りよくで打撃攻撃を吸きゆう収しゆうする。Ｇ３Ａ３の弾だん丸がんも百川の拳も通用しなかった。ナイフで刺さしてみても、皮ひ膚ふを裂くことはできなかった。

　硬こう質しつの眼めが弱点かと思ってナイフで突いても、やはり破れない。ガーゴイルが嫌いやがることもなかった。

　……考えろ。

　……なにか手はあるはずだ。

　岩を蹴けることで勢いきおいをつけたガーゴイルが芹也に迫せまってきた。

「クソっ！」

　躱かわすことは無理だと判はん断だんし、正面からコンバットナイフで爪を受け止める。

　ナイフの刃やいばが折れた。

　勢いを殺せず、芹也の体はガーゴイルもろとも後方に吹ふき飛んだ。高度が下がって岩壁に激げき突とつした。

　壁かべが砕くだけ、芹也は岩ごと谷底に落ちる。

　ガーゴイルは空に戻もどった。

　意識が、真まっ暗くら闇やみの中に遠とお退のいた。もうもうと粉ふん塵じんが舞まい上がった。

　だけどわずかな陽光が、芹也の網もう膜まくから脳のうを刺し激げきする。

「クソ……」

　芹也は、どうにか身を起こす。

　激はげしく全身を打ちつけたはずだが、脳の中がくらくらと回るだけで、今のところ痛いたみはほとんどない。

「まだ……いける……」

　手には、わずか五センチほど刃の残ったナイフが残っていた。

　芹也は空を見上げた。

　獲え物ものを見つけたガーゴイルが、空中で姿勢を入れ換かえる。

　……空か。

　ちょうど芹也の頭上は、雲の隙すき間まになっていた。スポットライトのような光が芹也のいる谷を照らしている。

　空は本当に、どこまでもつづいていた。

「やってみるか──」

　ガーゴイルが翼を折り、芹也の正面に降おり立った。

　ありがたいことに、堂々と雌し雄ゆうを決してくれるつもりのようだった。

　ガーゴイルが距離を詰つめた。

　あわせて芹也は前に出、振ふり出された爪の下をくぐった。

　胴どうに手を回した。

　わずかに残ったナイフの刃を、ガーゴイルの背せ中なかに差しこんで固定する。ガーゴイルの爪が左右の肩に突つき刺さった。

　痛みに耐たえ、芹也はそのまま空中に飛び上がった。

　すべての力をこめ、空の上を目指す。

　肩から爪を抜ぬいたガーゴイルが、今度は背中をざっくりと裂いた。

　飛び去った空に血が残り、そして、落下する。

　芹也は雲の高さを越こえた。

　尚なお、上がる。

　人間の飛行機が飛んでいった高さを目指した。息が詰まってきて、呼吸を止める。肌はだを裂さくような空気の冷たさ。全身の痛み。問答無用で襲おそいかかってくる脱だつ力りよく感。天使の優すぐれた肉体を今ほどありがたいと思うことはなかった。芹也は、すべてに耐え、ひたすら天使脈動を鼓こ舞ぶしつづけた。

　そして、空より宇う宙ちゆうが近づいたような場所で、身を返した。

　今度は落ちる。

　残ったすべての力でひたすら落下した。

　ガーゴイルは翼をはためかせることで抵てい抗こうを試みたが、無む駄だだった。風の勢いと重力がそれを上回っていた。

　芹也の左手に光の球──タリスマンが浮うき立つ。発動、タリスマンから散った光が芹也の全身に細雨となって注いだ。

　谷底に激突。

　大地が揺ゆれ、先とは比くらべ物にならない粉塵が谷に立ちこめた。

　数分後、粉塵はどこかに流れていった。

　ガーゴイルは上半身を潰つぶした。黒い粘ねん土どの塊かたまりだった。ガーゴイルの体には骨ほねも臓ぞう器きもなかった。痙けい攣れんしていた足は、やがて動きを止めた。

　芹也は、五体満足で仰あお向むけに倒たおれていた。

　──発動力『理力雨フオースレイン』

　なんとか、かろうじて間にあった。

　芹也は神しん秘ぴ術じゆつ士し。

　特化した攻こう撃げき力のかわりに、色々な性せい質しつの力を広く学んだ。

　理力雨フオースレインは、銃じゆうや剣けんによる攻撃を防ふせぐことはできないが、全体的な衝しよう撃げきをスポンジのように吸きゆう収しゆうすることのできる力だ。

「……ふう」

　芹也は短く息を吐つくと、小さく苦く笑しようし、そのまま意い識しきを失った。
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　ベルティールは自ら攻撃を仕し掛かけようとしなかった。

「さて。貴女あなたたちは、どのように私を倒すのかな」

　唇くちびるの左右を三日月状じように持ち上げる。

　余よ裕ゆうなのだろう。相手はたかが小こ娘むすめ二人。しかも肩かたを支ささえあい、ようやく離はなれ、それぞれに剣を構かまえたばかりだ。

　だけど彩は、意識を集中して眼がん前ぜんの敵てきを見み据すえた。

　どれだけ馬ば鹿かにされても意気だけは消さない。

　倒す方法──それは斬きること。両手に握にぎった刃やいばで神官衣い装しようの男を斬るのだ。

「──私が右から行く。彩は左から行って」

　耳元にハーシェがつぶやいた。

　彩はうなずく。

　同時にハーシェが跳とんだ。

「いやぁあ！」

　気合一いつ閃せん、下から薙ないだ直剣を男に向けて振ふるう。

　遅おくれずに彩は刀を繰くり出した。

　二つの刃が空を切った。

　振るい切るより早く彩は左右に眼めを向けた。眼球の動きより早く、わずかな空気の流れを肌に感じ、彩は右に反はん応のう。ハーシェの脇わき腹ばらに突き刺ささりかけた杖つえ尻じりを、腰こしの高さに持ち替かえた刃の切っ先で弾はじいた。

　止まらない。そのまま横に跳んで距きよ離りを詰つめた。

　下がったベルティールを追い、伸のびきった腕うでに体の反転で更さらなる力をこめ、刃の先を男の肩に当てた。押おす。一気に貫つらぬこうとした。

　だが、感かん触しよくを得ることはできない。宙に浮ういていた前足が地面を踏ふんだ。

　目の前からベルティールが消えた。

「どこに……？」

　今度は、感じることができなかった。

「右！」

　ハーシェの鋭するどい声。

　かろうじて彩は、うなり飛んできた黒い杖を刃で受け止めた。

　が、力が違ちがいすぎた。

　またも吹ふき飛ばされ、背せ中なかから地面に倒れた。

　彩を庇かばってハーシェが斬りかかる。ベルティールは正面から受け止め、笑えみと共に純じゆん白ぱくの歯を見せた。

「速さは、そこそこありますね。さすがは天使」

「──なにを」

「しかし軽い」

　ハーシェもまた力の違いによってあっけなく吹き飛ばされた。

「フフ……。フフフフフ……。軽い！　軽い軽い軽い！　この軽さでどのように私を倒たおすのか考えただけで私は愉ゆ快かいになる！　フハハハハ！」

「彩！　ハーシェ！」

　百川は叫さけぶが、助けに回ることはできなかった。百川は自身、すでにセアラとの戦せん闘とうをはじめていた。二人は空中に飛び立ち、上下左右に激はげしく位置を入れ換かえながら細剣レイピアと拳こぶしとで攻こう防ぼうを繰り返していた。

　隙すきを見み逃のがさないセアラの細剣が百川の胸むねを横に裂さいた。

　胸に手を当て、百川は壁かべ際ぎわに飛び退のいた。幸いにも傷きずは浅かった。

　セアラは追わなかった。

「どうした？　それがおまえの力か？」

　かわりにたずねる。

「──冗じよう談だんよせ。俺おれの本気は、まだまだこんなもんじゃないぜ！」

　百川は自らセアラに飛びかかった。

　居いあわせた天使たちは、同時に起こった二つの戦闘を呆ぼう然ぜんと見ていた。なにが起こっているかは理り解かいできる。未いまだ背はい後ごでは炎ほのおと煙けむりとが渦うず巻まき、昨日までの住すみ処かを破は壊かいへと導みちびいている。遠方には、ようやく逃にげ延のびた女子こ供どもたちがいた。

「早く行きなさい！　貴方あなたたちの戦いだってあるのよ！」

　剣を杖がわりに立ち上がりながら、ハーシェが必死の声で叫んだ。

　天使の一人がハッと眼めを見開く。

　そして、

「……行こう」

　ふらふらと、宙ちゆうに舞まい上がった。それを合図にして、立ちすくむことしかできないでいた天使たちが、戸と惑まどいながらだが武ぶ器きを再ふたたび構かまえた。彼らは顔を見あわせ、最後にハーシェの方を向いた。

　ハーシェは剣を構え、ウィンクすることで彼らに答えた。

　天使たちはうなすぎ、奈生の援えん護ごに向かう。

「──そうだ。──私は族長の娘むすめだ。──負けることはできないんだ」

「ハーシェ──」

　彩が横に並ならぶ。

　ちらりと彩を見たハーシェが、

「彩、そんな恐こわい顔してるとせっかくの美少女が台無しだよ」

　と笑う。

　かくいうハーシェ自身、眉み間けんに皴しわを寄よせ、ゼェゼェと肩かたで呼こ吸きゆうをし、せっかくの美少女が台無しだった。二人はまだ体の内に脈打つ力を自じ在ざいにコントロールできない。わずかな戦闘で心身は限げん界かいに来た。だけど並びあうことで笑顔を交かわせたのは、共鳴して高められた力を感じたからだった。

「ハーシェ……。あたしのせいでとんでもないことになって──」

「あの、黒い翼つばさの子のこと？」

「うん──。あれは──」

「……でも、あの子のお蔭かげで飛行機を撃げき退たいできたわ」

「ごめん──」

「こういう時は、ありがとうって言うのよ？」

　百川から言われたのと同じように、ハーシェは言った。

「……ごめん」

　彩はありがとうと言えず、かわりに精せい一いつ杯ぱいの微笑ほほえみを浮べた。

「では、終しゆう焉えんとさせてもらいましょう。そうですね……上じよう段だんから一いち撃げきで頭をかち割わってあげましょう。力は、一〇％で十分といったところか」

　ゆっくりと、ベルティールは頭上に黒光りする硬こう質しつの杖つえをかざす。

「さて、どちらが死ぬ？」

　彩はうぬぼれていない。

　わかっていた。

　彩とハーシェ、ベルティールの間には大きな実力差がある。いくら二人が力をあわせたとて埋うまるものではなかった。その差を縮ちぢめようとすれば、それこそもう一度、黒い宝ほう石せきの力を借りて──彩は頭を振ふり、弱気を振り払はらった。

　ベルティールも、わかっているから次の一撃で殺すと予告をしてきたのだ。

　ベルティールには、一撃で彩を殺す力がある。

　でも──

　まだ、負けたと決まったわけではなかった。彩は刀を握にぎっている。隣となりではハーシェが剣を握っている。

　二人は限界だったが、限界を超こえても戦おうとしていた。

「さあ、私の一〇％で死ね」

　眼がん前ぜんの男は、力のすべてを使わないと言う。

　正せい確かくに実力差を分ぶん析せきした上での発言であることは、わかっている。

　だからこそ──

　彩は、隣のハーシェに囁ささやきかけた。

「……ハーシェ。一いつ瞬しゆんだけ、奴やつの動きを鈍にぶらせて」

「彩──？」

「一瞬でいい。あとは、あたしがやる──」

　彩は切っ先を見つめた。

「──ＯＫ」

　ハーシェは深くをきかなかった。腰こしをわずかに屈かがめ、最後にして最大の力で跳ちよう躍やくできる体たい勢せいを取った。

　彩は切っ先の煌きらめきの中に、かつての育ての親を思い出す。

　緒お原ばら辰たつ弥や──彼は、剣けんの達人だった。

　彼がどれほどの強さであったかを彩はよく知らないが、百川は緒原のことを俺よりも強い男だったと言った。だった──緒原は死んだ。百川は彼との戦いに、自分自身ではない場所から力を借りたと言う。どこからか、遠くからきこえてきた先生の声が、駄だ目めになりかけていた百川に力を貸かしてくれたのだと。

　彩にはいない。そこまで信じることのできる誰だれかは、存そん在ざいしていない。

　彩は一人だった。

　百川がいる。芹也と奈生がいる。

　三人がいるとしても、それは過か去こではなく現げん在ざいだ。

　記き憶おくから、意い識しきから、その他のすべての場所から、力を導みちびいてくれるような存在は彩の側そばにいない。

　だけどもしも、たった一人だけいるとすれば。

　緒原は教えてくれた。

　遊びの中だったが、それでも真剣に、刀の振り方を教えてくれた。

　彩はその通りに刀を構かまえた。

　切っ先を水平から眼めの高さに上げ、その先に敵てきを捉とらえた。刃やいばに、彩の掌てのひらから白い光が染しみていく。

「──行きますよ」

　ベルティールの前足が数ミリだけ前に進んだ。

「うおおぉぉぉぉぉ！」

　雄お叫たけびをあげてハーシェが飛びこむ。

　ベルティールは動かなかった。

「ぬるい──。貴女あなたが身を呈ていして囮おとりとなり、一瞬の空くう隙げきを生み出し、そこにうしろから白い翼つばさの天使が剣けん撃げきを加える。そのようなくだらない策さく略りやくで私を弄ろうそうとは──、真に天使とは愚おろかなもの」

　ベルティールが、ハーシェの攻こう撃げきを一歩の踏ふみこみで空すかした。

　余よ裕ゆうに満ちた動き。

　そのまま彩の頭を上から一撃で叩たたき割わる構え。

　だが、一瞬早く。全身のバネを腰からうしろ足に伝えた彩が跳躍、振り上げた刃でベルティールを袈け裟さ懸がけに斬きった。

　彩の緋ひ色いろ髪がみが、剣撃に遅おくれて前方に流れた。

　彩は動かない。

　ベルティールもまた、動かなかった。

「神しん性せいたる白き力、確たしかに見せてもらいました。再さい会かいを楽しみにしています」

　言い残して、男は消えた。

　彩はそれを見て、へなへなと腰から崩くずれ落ちた。

「彩……」

　ハーシェが近づいてくる。

　彩は顔を持ち上げ、

「勝ったの……かな」

「多分ね」

　倒たおしたというよりは、消えた。決着はついていないのだろうが、目の前から敵を駆く除じよすることはできたのだ。

　大きく息をついて、ハーシェもしゃがみこんだ。

　ハーシェは言う。

「ねえ、彩……。私たちにも、勝てたね……」

「そうだね」

　うなずいて、彩はあらためて知った。

　宝ほう石せきの力だけに頼たよろうとしていた自分が、いかに愚かだったのかを。

　だけど今、彩は微笑ほほえんだ。

「やったね、彩」

「うん。やった」

　隣となりにハーシェがいて、彩にも笑顔を求めていたから。

　精せい一いつ杯ぱい、微笑んだ。




「……ところで、康やす貴たか君は？」

　ふとハーシェは気づいたが、上空に百川とセアラの姿すがたがなかった。

「あいつは、勝つよ」

　そう言った彩の声の強さに、ハーシェは驚おどろいた。

　どれだけ信じているのか、わかる。

「彩──」

「それよりハーシェ、湖の端はしに逃にげていったみんなのところに行かないと。もしかして逃げた先にも海兵隊がいたら──」

　彩は湖を顧かえりみた。

　浮うき島じまの炎ほのおは消える様子なく、空に高々と黒こく煙えんを吐はきつづけている。

　峡きよう谷こくでは、海兵隊と天使が集しゆう団だん戦をはじめた。銃じゆう声せいが、かすかにきこえる。

　戦いは、まだ終わったわけではないのだ。

「そうね──。行こう！」

　気力を振ふり絞しぼり、彩とハーシェは休まずに飛び立った。




　　　　４




　百川は黒煙の中でセアラと戦っていた。燃もえ盛さかる浮島の上空一〇メートル。火の粉と黒煙を貫つらぬいた剣を、百川はかろうじて首をひねることで躱かわした。しかし刃やいばがかすめた。頰ほおがすっぱりと切れ、血が滲にじむ。

　セアラ・ラプトが繰くり出す攻撃の圧あつ力りよくは予想以上だった。

　抗こうし切れず、百川が湖に下がったのだ。

　細剣を躱したところで頭を殴なぐられ、百川は湖に落ちた。湖面を突つき破やぶって水中で体たい勢せいを入れ換かえ、顔を出す。

「やる気がないなら、ここで殺す」

　斜ななめに上にいたセアラが、左手にタリスマンを浮うかせようとした。

「──させるかよ！」

　百川は早かった。セアラの精せい神しん集束より早く距きよ離りを詰つめた。動きを止めていたセアラの足首をつかみ、もろとも水中に引きずりこむ。渦うずを巻まいた気き泡ほうの中で、細剣と拳こぶしとが至し近きん距離ですれ違ちがった。百川は上じよう腕わんを裂さかれ、かわりにセアラの側頭を殴った。水中なのでどちらも威い力りよくは半はん減げんされている。

　二人は、互たがいに距離を取って空中に戻もどった。

　セアラは帽ぼう子しを脱ぬぎ捨すてると、顔にかかった銀ぎん髪ぱつを手で押おしのけた。

　顕あらわになった氷の双そう眸ぼうを、百川は正面から見み据すえる。

　わかっていたことだがセアラ・ラプトは手て強ごわい。できれば『純じゆん粋すいなる力の結けつ晶しよう』による打だ撃げきのみで押し切ってしまいたかったが、どうやら、やはり、ブラストアームでなければケリをつけることはできない。

　だが、瞬しゆん間かん的な起動による攻こう撃げきはセアラ・ラプトには通じない。

　やるならフルパワー──

　天使脈動の強い集束が必要だった。

　そのためには時間がいる。

　セアラ・ラプトはそれを待っている。

　向こうにもあるのだ。力の集束を必要とする必殺の一撃が。

　百川はここに来て、決けつ断だんに揺ゆらぎを生じさせていた。

　恐きよう怖ふともいえた。

　腹はらに感じる錯さつ覚かくとしての重みが、不ふ可か視しの攻撃──グレリアンカースを受け止めることをためらわせている。だから激はげしい攻こう防ぼうに持っていった部分もある。失敗すれば戦せん闘とう能のう力りよくを完全に失うのだ。危き険けんな賭かけだった。

　今度は、セアラ・ラプトは百川を殺すのだろう。本人が明言している。

　長期戦に入れば、体力面で百川は勝てるのかもしれない。

　……どうする。

　二つにひとつだ。

　細剣を軽くしなわせ、セアラが口を開いた。

「それがおまえの力か？　〈捨すて去りし者〉」

「なに──」

「きいてやる。その程てい度どの力で、おまえはどうやってあの人を殺した」

「あの人だと？」

「──〈天使殺し〉だ」

「ああ、あの野や郎ろうか。人間だぜ、あれは？　いくら強くても、天使に敵かなうかよ」

　炸さく裂れつ石せきで中なか嶋じまが死んだことを百川は芹也からきいた。

　百川はあえて挑ちよう発はつ的に、

「テメェ、まさか、敵かたき討うちのつもりでここにいるのかよ？」

「そうだ」

　セアラは認みとめた。

「じゃあ、テメェはあれか──。天使のクセに、そのスカーフを巻いて、あいつと天使を殺していたんだな？」

「ああ。貴き様さまの住んでいた高天原にも攻せめた」

「なに──」

「あれは、私の初うい陣じんだった。私はまだ小さな子こ供どもだったが、高天原によって天使の殺し方を学んだ。愚おろかな女もいた。私を殺せず、私のかわりに殺されていった。力では向こうの方が遥はるかに上だったが、生き残ったのは私だ。確たしか──〈鏡たる者〉。おまえに武ぶ功こう術じゆつを教えた師し匠しようにあたるのだろう？」

　情じよう報ほうは、ベルティールを通じてもたらされていた。

「ああ、そうさ……。先生は、中嶋に殺されて死んだよ。そうなんだろ？」

「ああ」

　セアラはうなずき、顔色を変えず、

「──おまえは私に感じていないか？　〈捨て去りし者〉よ。私とおまえは、共通の因いん子しを持っている。私たちを動かす力は、同じだろう？」

「なんだよ、──それは」

「復ふく讐しゆう心しんだ」

　向けられた眼まな差ざしから、百川は眼めを逸そらすことができなかった。

　否ひ定ていすることも、できなかった。

　百川は、人間への復讐でここまで生き延びてきた。

　だけど今は、その事実が辛つらかった。セアラの言葉を否定したい自分が、百川の内には存そん在ざいしていた。

「だから……なんだ……。なにが言いたいんだテメェはよ！」

　百川は声を張はり上げた。

「私はおまえを殺す。おまえも私を殺すといい」

　握にぎられていた左の手が、開いていく。

「──どちらかだ」

　セアラは、ここで決着をつけるつもりなのだ。

　グレリアンカースで。

「待てよ！　なんでおまえはそこまで──！　そこまで冷たい眼をして、死んだようにしてるんだよ!?　おまえは一体──」

「おまえがそれを私にきくのか？　〈捨て去りし者〉よ」

「……俺おれが、だと」

「私は生きていなかった。私は死んでいた。死んでいたのに生かされ、人間の家か畜ちくとして飼かわれつづけてきた。──あの日、あの人が来てくれるまでは」




　暗い部屋だった。なにもない、暗い部屋だった。陽ひ射ざしすら差しこまないコンクリートの密みつ室しつで、セアラは存在をつづけた。天使は汚けがれなかった。過か酷こくな環かん境きようでも、白い肌はだと銀色の髪かみは美しさを保たもった。

　五歳さいの時に捕つかまった彼女は、以来、そこにいた。

　彼女と一いつ緒しよにいた天使たちは、全員、殺されたのだと何度もきかされた。どうやって殺されたのかも何度もきかされた。

　見せかけの希望を与あたえ、弄もてあそび、ゲームの的にして殺した。

　皮を剝はいだ。

　腕うでを折った。

　指の先から一本ずつを切り落していった。

　切り落された体を、セアラは見せられた。

　恐こわかった。恐かった。恐かった。

　だからセアラは、なんでも言うことをきくといった。どんなことでも言うことをきくという誓ちかいで命を助けてもらった。

　その日から家畜になった。

　五歳から、九歳まで。

　野や盗とうのリーダーであったその男は、名をマクハハンと言った。

　蟷螂かまきりに似にた尖とがった顔をしていた。肩かた幅はばだけが異い様ように広い瘦やせた長身の男だった。大きな眼でギョロリとセアラを見つめ、笑った次の瞬しゆん間かんに彼女を殴なぐった。殴られたあとで、狂きよう宴えんははじまりを告げる。

　長い空白のあと、いつもセアラは暗い部屋に戻もどっていた。

　傷きずついた体を愛あい撫ぶできるのは、同じように傷ついた自分の指先だけだった。

　それでも天使の体は、回復をする。

　いつしかしゃべることはなくなり、笑うことはなくなり。それでも求められれば笑え顔がおを見せたし、歌うこともした。何な故ぜなら、家畜だから。求められたことには、なんでも応おうじてどんなことでもした。

　だからセアラは、生きていたのに死んでいた。

　一いつ刻こくも早く死にたいと願う気持ちさえ、いつしか喪そう失しつした。

　なにも感じることなく、見ることなく、だから、どんなことでも普ふ通つうにこなすことができるようになった。

　だけど、あの日。

　九歳の時。

　セアラは鎖くさりでつながれ、犬の真ま似ねをして野盗たちを笑わせていた。

　そこに、ドアは開いたのだ。

　朱しゆ色いろのサングラスで双そう眸ぼうを隠かくした男は、岩のような巨きよ軀くを野戦着に包み、両方の手には鉄てつ突とつのついた黒いグローブをはめていた。

　左腕には、きゅっと縛しばられた赤いスカーフがあった。

「だっ、誰だれだテメェは！」

「安心しろ。正せい義ぎの味方ではない。ただの、法ほう務む執しつ行こう者しやだ」

「法務執行者だと……。あ……。あんた……。レッドスカーフ隊。その朱色のサングラスはまさか──」

　怯おびえたマクハハンをセアラははじめて見た。

　いつの間にか窓まどが破やぶられ、野盗たちのまわりには多くの銃じゆう口こうが向いていた。

「天使を殺すのは結けつ構こうだが、人間相手にも同じことをするとは、いささか遊びが度を越こしたようだな、野盗どもよ。この俺が、即そつ決けつ裁さい判ばんで貴き様さまらに処しよ置ちを下してやろう。貴様らは七三名の村人を殺し、火を放った。よって、死し刑けいだ」

「……ば、馬ば鹿かな。俺たちは人間だぞ！　ちゃんと裁判をしろ裁判を！　証しよう拠こだってどこにあるんだよ！　あぁ？」

「証拠か？」

　朱色のサングラスが、四つんばいのセアラを見下ろした。

　そして、マクハハンに視し線せんを戻し、

「そんなものは、ない。あるのは、たったひとつ」

「ひとつ……だとぉ？」

「俺の、価か値ち観だ」

「はぁ？　なに言ってんだテメェ──」

「──人は人。天使は天使。豚ぶたは豚。貴様らは、確かく実じつに豚だ」

　銃声が迸ほとばしった。

　野盗たちは容よう赦しやなく撃うたれた。中には反はん撃げきを試みる者もいたが、銃の性せい能のうと戦せん闘とう練度が違ちがいすぎていた。あっという間に死に絶たえた。

　残るのは、マクハハン一人。

「おまえは俺が殺してやろう」

　サングラスの男が、拳こぶしを鳴らした。

「な、なめやがって……」

　マクハハンは立ち上がると、隠していた銃で男を殺そうとした。が、次の瞬間には壁かべに叩たたきつけられて死んだ。

　セアラは、自分でも知らない内に立ち上がっていた。

　男のナイフが、鎖を断たち切った。

　そして、首を拘こう束そくしていた輪が、男の両手によって引きちぎられた。

　体が軽くなった。

　男は言う。

「行け」

　セアラは動かなかった。男は背せを返し、部屋を出て行こうとする。

　セアラは、この時の衝しよう動どうを今でも覚えている。

　理由はわからない。

　わからないが、男の背中に言った。必死に、搾しぼり出して、自分の意い志しで。

「行くところ……ない」

　と。

「天使を捨すて、『進化種』として生きる覚かく悟ごがあるのなら、──ついて来い」

　なんの気まぐれだったのかはわからない。

　それが男の口から語られることは、最後までなかった。

　セアラは、その後、『進化種』として認にん定ていされ、『重ね金十字』をもらい、あわせて赤いスカーフをもらった。

　訓練は厳きびしかったが、辛つらいと思ったことはなかった。

　乾かわいた土よりも早く、セアラはすべてを吸きゆう収しゆうした。視線が嬉うれしかった。サングラスの視線が嬉しかった。くたくたになって動けなくなった時にかけてもらえる一言で、セアラは再ふたたび立ち上がることができた。




「──隊長は、だが、おまえたちとの戦いで死んだ。殺された。おまえは、私から再びすべてを奪うばった」

　セアラは揺ゆるがない。過か去こを語り、復ふく讐しゆう心しんを述のべてもまだ。

　正確には、中嶋を殺したのは百川ではない。しかし、中嶋と最も因いん縁ねん深いのは間違いなく百川だった。百川は中嶋によって捕とらわれ、空中帆はん船せんの甲かん板ぱんで一いつ騎き打ちを演えんじた。天使脈動を封ふうじられた百川は『結けつ晶しよう』のみで中嶋と戦い、引き分けた。中嶋と直ちよく接せつ会話を交かわしたのも三人の中では百川だけだった。

　セアラ・ラプトは、そんな百川を相手に選んだ。彼女の見る目は正しかった。

　だから百川は、セアラの冷れい淡たんな眼まな差ざしを正面から受け止めた。

　家族。仲間。大切な人。それは百川だけの特とつ権けんではなかった。今まで気にしたこともなかったが、敵てきにもいる。目の前のセアラ・ラプトにもいた。それは、恐おそるべき敵として百川たちの前に立ちはだかった男だった。

　もしも、神海での戦いの際さいにセアラの存そん在ざいを知っていたら、あの〈天使殺し〉を殺さないでおけたのか。

　百川は考える。

　答えは否いな。

　否だ。

　殺さなければ、逆ぎやくに芹也と奈生は死んでいた。

　そして中嶋は、より多くの天使を殺していくに違いなかった。

　百川は、軽く笑えみを浮うかべた。

「おまえの話をきいて、俺も逆ぎやくに覚悟が固まったよ。そうだな、俺たちの間には二本の糸が張はられているんだよ──。そして、その糸は絡からみあっていて、どちらかを切らなきゃいけないってことだ──」

　彼女に恨うらみはない。むしろ、殺されてやりたい気持ちもある。

　だから迷まよっていた。

　だけど、殺されてやることはできなかった。

　百川には、守りたい相手がいた。

「──スカーフの誇ほこりに賭かけて、私はおまえを殺す」

　来る。

　セアラの左手にタリスマンが浮んだ。集束された力が解とき放たれる。

「発動力、魔宴唄グレリアンカース」

　光球が弾はじけた。一いつ拍ぱくの静せい寂じやくを置いて、わずかに空間が歪ゆがむ。一いつ瞬しゆんで広がる波は紋もんに晒さらされた時、百川の体に全方向から押おし潰つぶす力がのしかかった。昨夜、百川は五〇メートルを潜もぐったが、その時の水すい圧あつなど比ひではなかった。グレリアンカースの力は、海かい溝こうに百川を引きずりこんだかのようだ。

　本ほん能のうが告げる──『全身に力をこめて抵てい抗こうせよ』

　百川は、だが、

　あえて体から力を抜ぬいた。

　セアラがグレリアンカースを発動させる寸すん前ぜん、ハーシェに教えられた呼こ吸きゆう法で肺はいの空気圧は下げている。

　腹ふつ筋きんと横おう隔かく膜まくがあっけなく圧力に負け、内ない臓ぞうに圧あつ迫ぱくがかかった。

　潰れるのか──

　わずかな不安が思考を駆かけ抜けた。

　圧力のせいで血流の止まった手足をジンと熱く感じ、すぐに冷たく感じた。

　ドクン……。

　弱い心音が胸むねの中に響ひびいた。

　信じるしかなかった。自分の体と、ハーシェとの特訓を。

　数秒後、スッと体から圧迫感が抜けた。

　肋ろつ骨こつの中にせり上がっていた内臓が、元の場所に戻もどる。

　そして次に、呪のろいがはじまるのだ。百川を数日のあいだ苦しめた、腹はらの中でボコンとなにかが膨ふくらむ感覚である。

　百川は構かまわず精せい神しん集中をはじめた。

「──我わが内に満ちる奇き跡せきよ。我が内に満ちる可か能のう性せいよ。今こそ力となり、我が声に応おうじて発動せよ」

　もしもあの感覚が百川に訪おとずれれば、確かく実じつに精神集中は途と切ぎれる。

　そうすればセアラは手に持った細剣レイピアで百川を殺す。

　セアラは動かず、百川がのたうつのを待っていた。

　あと二秒。

　と、いったところだろうか。

　セアラが細剣を掲かかげ、百川の胸に向けた。

　百川は叫さけぶ。

「爆砕拳ブラストアーム！」

　両りよう腕うでが白はく透とう色の光に包まれた。セアラは揺ゆるがない。しかし百川の攻こう撃げきに反はん応のうすることができなかったセアラを、百川は渾こん身しんの一撃で殴なぐった。

　華きや奢しやな少女の体は紙くずのように飛ばされ、魔ま法ほう塔とうに激げき突とつした。

　塔は崩くずれず、ひびも入らなかった。

　百川はセアラを追った。

　セアラの手からは、まだ細剣が離はなれていなかった。

　もう一撃。

　弱まりながらもかろうじて剣で防ふせいだセアラだったが、百川の拳こぶしは刃やいばを折り、尚なお、勢いきおいを無くさなかった。

　魔法塔に背せ中なかをつけたまま、セアラは逃にげ場のない衝しよう撃げきを腹に食らった。

　眼めには見えない場所で、張はっていた『糸』の一本が切れた。

　嗚お咽えつをもらし、セアラの揺るがない眼が大きく見開かれた。

　氷の眼に亀き裂れつが入った。そして、割われる。

　口が開き、血が吹ふきこぼれた。

　セアラの手から細剣が離れる。

　重力に吞のまれ、血に濡ぬれた銀色の煌きらめきが眼がん下かの湖に落ちた。

　ポシャン──

　それは、小さな音と共に、小さな波紋を生んだ。波紋が広がり終えたところで、セアラの体は前のめりに倒たおれた。

　百川は、セアラの体を胸に抱だきかかえた。

　意い識しきを無くした白はく貌ぼうを見つめる。セアラは唇くちびるを嚙かんだ。眉まゆを寄よせ、意識を無くしても衰おとろえない復ふく讐しゆう心しんを百川に見せつけた。喉のどが動く。声にならない言葉で、スカーフの誇りに賭けてとセアラはつぶやいた。

「……なにが誇りだ。同じ天使を殺しまくって、なにが誇りだ」

　百川は吐はき捨すてたが、セアラの赤いスカーフを破やぶり取ることはできなかった。

　セアラの両腕は、だらりと垂たれ下がっている。

　指先が、わずかに動いた。

　百川は彼女を、魔法塔の中──応おう接せつ室しつに運びこんだ。

　百川は勝った。

　また生き延のびることができた。

　なのに、彼女の『糸』を切ったことが、今はたまらなく辛つらかった。

　セアラ・ラプトの想いは痛いたいほどよくわかっていた。

　なのにわからないのだ。

　自分に罪つみがあるなら、どう償つぐなえばいいのか。




　セアラをソファーに寝ねかせると、

　ぱちぱちぱちぱち……

　重々しい神官衣い装しように身を包んだミラン・ベルティールが、部屋の隅すみから乾かわいた拍はく手しゆを百川に向けてきた。

「いやお見事。さすがは名うてのテロリストです」

「テメェ──。どうしてここに……」

　その問いにベルティールは、顔を伏ふせ、

「安心なさい、〈捨て去りし者〉よ。白き翼つばさの天使は、立りつ派ぱに勝ちました」

「なんだと……」

「フフ」

　ベルティールは含ふくみ笑う。

「テメェだけは許ゆるさねぇ！　今ここで殺してやる！」

「勇ゆう敢かんですね」

　殴りかかってきた百川の拳を、ベルティールはわずかな身のこなしで躱かわした。

　交差して百川の額ひたいに指を当てる。

　針はりのような痛いたみが、百川の脳のうを貫つらぬいた。

「が……」

　あっけなく百川は膝ひざから崩れ落ち、その場に四つんばいとなった。

「ですが、この塔の中では、あまりに天使は不利でしょう？」

「テメェ……」

　百川は必死に顔を上げた。

「私は急ぎ、ガリアに帰らせてもらいます」

　ベルティールはセアラを抱きかかえると、百川に背を向け、上階へとつづいた階かい段だんのある小部屋に入った。

「フフフフフフフフフフ……。ハハハハハハハハハハハハハハハハハッ！」

「クソ……。俺おれはよ……」

　ドアごしに哄こう笑しようがきこえ、百川は悔くやしさに歯は軋ぎしりした。

　完全に体が痺れている。

　やがて麻ま痺ひは解とけたが、動けるようになった時、すでにベルティールの姿すがたは塔とうのどこにもなかった。
















　終章　星













　渦うず巻まいた灰はい色いろがなんなのか、最初、芹せり也やには理り解かいできなかった。

　一体、自分はどうなってしまったのか……。

　死んでしまったのかと思えたが、死んでいるのに自分が死んでいるのかと自問するものだろうか。

　……しないか。

　灰色は、薄うっすらと開いていた瞼まぶたの隙すき間まから見た、どこかの天てん井じようだった。

　天井にランプの光が伸のびて闇やみと混まじり、渦巻いているように見えたのだ。

　意い識しきを取り戻もどした芹也は、ほどなくして自分が助かったのだと知る。

　殺風景なコンクリートのホールには、大おお勢ぜいの天使がいた。何十名かの天使が簡かん易いベッドに寝ねかされ、傷きずの手当てを受けている。

　明るい笑い声も──無理に笑っているのだとわかるが、ホールにはあった。

「……なんとか、凌しのいだか」

　状じよう況きようを推すい測そくし、芹也は口元の筋きん肉にくを緩ゆるめた。

「芹也、気づいた？」

　馴な染じみのある声がきこえて、芹也はそちらに顔を向けた。

　頭ず巾きんをかぶった緋ひ色いろ髪がみの少女が、芹也の側そばに来た。

「……彩さい」

「よかった。一人だけ気き絶ぜつしたままだから、どうなるかと思っちゃった」

　視し線せんがあうと、彩はぎここちなく笑う。

「ああ……。勝ったんだよな」

「うん」

「そうか──。よかった」

　芹也は、鎖くさりでがんじがらめにされたように自分の体を重く感じながら、どうにか上半身を起こす。

「ふう」

　吐と息いきしつつ足を床ゆかに下ろし、ベッドに腰こしかけた。

　あらためて彩に微笑ほほえみかける。

「彩は元気みたいだな」

「まあね」

　愛あい嬌きよういっぱいに微笑み、力こぶを作る仕草で彩は答える。もうそこに、ぎここちなさはなかった。

「んじゃ、さっそく傷口に薬を塗ぬってあげるから、ほら、さっさと脱ぬいで」

「……ありがとう」

　芹也は素す直なおに服を脱ごうとした。

　が、まともに腕うでが上がらず、彩に脱がしてもらう。彩が持っていた軟なん膏こうは『園その』の天使たちの秘ひ薬やくと呼よべるものだった。傷にも打だ撲ぼくにも即そつ効こう性せいがあるが、刺し激げきが強いので気絶している時には使えない。

　芹也は彩に軟膏を塗ってもらうが、彩の指先と軟膏の滑すべやかさとで、くすぐったくてしょうがない。

「もう、動かないでよお、芹也」

「ははっ。ご、ごめんっ。でもなんかさっ。あははは」

　笑いながらも軟膏を塗り終え、包帯を巻まいてもらう。

　軟膏のせいか、体が急に火ほ照てってきた。

　あわせて、気持ちは落ち着く。そうすると、彩の笑顔が不自然なままだと芹也には気づくことができた。

「彩……。なにかあったのか？」

　視線はあわせず、芹也は静かにたずねる。

「あたしね、芹也……」

　彩は包帯を巻きながら、独ひとり言のように黒い宝ほう石せきのことを語った。

「……どうして、そんな『声』に心を傾かたむけたんだい？」

「だって……あたし……。力がほしかったの……」

「力……。どうして？」

「だって、あたしだって……。『もういいから』なんて、もう絶対……言われたくなかったし……。あたしだって……みんなと戦いたかったの……。だって、あたしだって、大地で生きる天使になりたかったの……」

「──そうか」

　芹也は、こぼれかけた謝しや罪ざいの言葉を喉のどの奥おくで止めた。

　言えば彩は側そばにいるのが芹也だと気づく。彩は、相手が芹也であることを忘わすれて気持ちを語ったのだろう。

　どうして彩は、自分を避さけていたのか。

　ようやく芹也にはわかった。

　もういいから。

　その言葉を浴びせたのは、誰だれなのか。

　それが自分であることを、芹也は痛つう烈れつに思い出していた。







　夜、雲と星が入り混まじる空の下で、百もも川かわはハーシェから話をきいた。夕方に二時間ほど降ふった雨が炎ほのおを消し、今、湖こ畔はんから見つめる水面には暗い静けさがあった。冷たい風が湖から流れてくる。

「黒い翼つばさを持った天使……。か」

「うん──。それがなんなのかはよくわからないけど……」

「魔ま道どうの力なのかもしんねぇな」

　魔道という言葉で、百川はベルティールのことを思い出す。

　小部屋に入ったベルティールは、それきり戻もどって来ず、どこかに消えた。超ちよう常じようの力で移い動どうしたとしか考えることはできなかった。かつて魔法塔とうには『門』があり、魔ま術じゆつ師したちはその『門』を通じて世界各地を行き交かったという。ベルティールは、セアラと黒い翼の彩を連れて、もうガリアにいるのだろうか。

　直感が、イエスだと告げた。あの男は、そういう力を持っているのだと。

　ただ、そうだとしても、今はどうなる問題でもなかった。

　百川は気持ちを切り替かえ、笑顔で怪け我が人の介かい護ごをする彩の姿すがたを思い出した。

「にしても、あいつは元気だよな」

　百川は戦せん闘とうのあと、ほとんど彩と会話を交わしていない。

　彩は怪我人の看かん護ごに忙いそがしく動き回っていたし、百川はみんなの前で普ふ通つうに振ふる舞まうために一人で心を整える時間を必要としていた。

　わずかに一言。

　すれ違ちがい様に彩が「終わったね」と少しだけ足を止めて笑い、百川は「終わったな」と苦く笑しようで答えた。

「勝ったしね」

　ハーシェは肩かたをすくめて、

「二人には──ううん、四人には本当に感謝している。あの時、カトラスで私を助けてくれただけでも感謝しなくちゃいけないのに、『園』まで救ってもらって」

　二人は峡きよう谷こくと湖の境さかいにいた。生き残った天使たちは空くう爆ばくを免まぬがれた浮うき島しまに集まり、ある者は警けい戒かいを怠おこたらず、ある者は夕食の支し度たくを進めている。

　勝つには勝った。百川たちが奇き襲しゆうをかけたシティガードの部隊は、あのまま戦意喪そう失しつして撤てつ退たいした。海兵隊もまた、ベルティールが消えた時じ刻こくにあわせて撤退した。奈な生おと天使たちはよく戦ったが、互たがいに死し傷しよう者しやを出し、痛いたみ分けといったところだった。屋や敷しきに寝ねかされていたジルドとダウェルは救い出されている。

「でも、救いきれなかった。悪かったよ……」

「こら、康やす貴たか君」

　苦笑いしかできない百川の背せ中なかに、ハーシェは優やさしく触ふれた。

「それは自じ意い識しき過か剰じようってもんだよ？　私たちだって戦ったんだ」

「そうだな……。ごめん」

「ううん、ありがとう」

　ハーシェは瞼まぶたを伏ふせ、百川の肩にもたれた。

「痛っ」

　ちょうど傷きず口ぐちだった。

「あ、ごめんっ！」

「いや、いいよ……」

「そういえば康貴君、ちゃんと傷の手当ては受けたの？」

「いいよ、俺は。こんなもん」

「唾つばつけときゃ治るとか、いわないよね!?」

「天使脈動で治すさ」

「もう！　ほら、早く行こう！」

　ハーシェに手を引っ張ぱられて、百川は天使たちの集まる浮島に行った。

「ご飯はまだだよ？」

　すっかり馴な染じんだ様子でスープを作る女天使たちに笑いかけていた奈生が、百川を見つけて言った。

　海兵隊と激げき戦せんを繰くり広げた奈生は、それでも無傷だった。

「芹也の様子はどうだ？」

「彩に包帯をぐるぐる巻まかれたけど、もう起き上がってるよ。タフだよね」

　峡谷で気き絶ぜつしていた芹也は『園』の天使たちによって発見され、手当てを受けて今は建物の中にいた。空爆を免れたその建物は小さな公民館で、玄げん関かんフロアを抜ぬければ中にはホールがあった。

　ホールには怪我をした天使たちが大おお勢ぜいいた。

　その中に百川は芹也を見つけた。

「よう、元気そうでなによりだな」

「百川か。おまえも、あいつに勝ったらしいな。話はきいたよ」

「どうだ傷の具合？」

「俺は大だい丈じよう夫ぶだ。──彩に、手当てをしてもらったから。もう飛ぶこともできるよ。おまえはどうだ？」

「俺は全ぜん快かいさ」

「って、康貴君は傷の手当てを受けに来たんでしょ。ほら、彩に消毒してもらって包帯を巻いてもらいなよ。えーと……」

　ハーシェはホールを見み渡わたし、いないので近くの天使にたずねた。

「ねえ、彩は？」

「あ。翼つばさを持った天使なら、先ほど、外に行きましたが」

「どこに？」

「さあ……」

　男が首をひねると、怪け我が人の看護に当たっていた少女が、おずおずとハーシェに声をかけてきた。彩から手紙を預あずかったのだという。ハーシェは手紙を受け取り、封ふう筒とうから抜き出してざっと眼めを通した。

「別れの言葉でも書いてあったか？　手紙でお別れとは、洒落しやれてるよな」

　百川は気楽に笑った。

「ええ……」

　ハーシェは鎮ちん痛つうな面おも持もちで、手紙を百川に渡す。

「おい、おまえの手紙だろ？　いいよ俺おれは。人の手紙を読むなんて──」

「……康貴君への、手紙よ」

「俺？」

「読めばわかるわ」

　ハーシェは百川に視し線せんをあわせず、前を向いたまま言った。

　百川にはなんのことかわからない。

　とりあえず、手紙に眼を通した。




　ありがとう。本当に迷めい惑わくをかけてごめんなさい。

　私は、私との決着をつけに行きます。

　百川たちにもよろしくお伝え下さい。




　たったこれだけの、短い内ない容ようだった。

「私との……決着……って」

　ハーシェから話をきいたあとなので、百川にもそれは理り解かいできた。

「なになに、どーしたの？」

　現あらわれた奈生が、場ば違ちがいに明るい声でたずねた。

　ハーシェは言う。

「私たちは、近い内にオーストラリアに行くわ。いくらなんでも、もうここにはいられないと思うから。だから、次に会うのはいつになるかわからないけど、もしもまた会えたら今度こそ夕食を一いつ緒しよに取りましょう」

「また会えるさ、絶対」

　芹也が、ハーシェに握あく手しゆを求めた。

「君に謝あやまりたかった。君を傷きずつけるつもりはなかったんだ。許ゆるしてほしい」

「……いいよ」

　ハーシェは芹也の手を握にぎり、できるだけ快かい活かつに微笑ほほえむ。

「これからは私も、自分が族長の娘むすめだっていうこと、自覚していくから。──同じ過あやまちを繰くり返さないように」

「ありがとう──。俺も、自覚していくよ」

　芹也は身を返した。

　そして、呆ぼう然ぜんとする百川に、

「百川！　ぼさっとするな！」

「……芹也」

「大だい丈じよう夫ぶだ。外の連中にきけば、どっちに飛んでいったのかくらいはわかる。飛ぶ速さなら俺たちの方が断だん然ぜんに上だ」

　ハタと百川は、芹也が言っていることの意味に気づいた。

「おう！」

　百川はうなずいた。

「康貴君、またね」

　ハーシェは答えをきかなかった。きかなくてもわかった。百川の頭には、もう彩を追いかけることしかない。

「おう！　またな！」

　勇ましく答えて、風のように走っていってしまった。

　まったく、なんて薄はく情じような男だろうか。こっちの気も知らないで。

　だけど、やっぱり強い男だと思う。あらためて。

「へ？　え？　ねえ、なに？」

　わけがわからず、あたふたと二人についてく奈生。

　三人の姿すがたが外に消えてから、ハーシェは小さな声で言った。

「──頑がん張ばってね、みんな」







　彩は逃にげた。渓けい流りゆうを下り、必死になって逃げた。だけど追いつかれて、タックルされるように脇わきの岩場に落とされた。

「離はなしてっ！　離してっ！　離してよお！」

　彩は、じたばたと暴あばれる。

「駄だ目めだ」

　反して冷静に、百川は告げた。

　彩が捕つかまったのを見ると、芹也と奈生は崖がけの上に飛んだ。

「おまえ、どこに行く気なんだよ？　川を下って人間の町に出る気か？　出て、一人でどうする気なんだよ」

　彩の飛んでいった方向は南だった。

　だからすぐに、渓けい谷こくを下って町へ出ようとしているのだとわかった。

　百川は全力で空を飛び、あっけなく彩を見つけた。

「話はきいたけど、その──。黒い翼つばさのおまえが、どうにかして、どうにかなって、追いかけるのか？」

「百川にはわからないよ！　あたしの気持ちなんて！　絶ぜつ対たいにわからない！」

「わかんねぇけど、でも──」

「同情しないでよ！　あたしは大おお勢ぜいの天使を殺した！　あれはあたしだ！　あたしじゃなくてもあたしなんだ！　あれはあたしが作った！　あれはあたしが生んだ！　鏡に映うつっていたもう一人のあたしだった！」

　翼の羽根を逆さか立だて、彩は喉のどを張はり裂さくような声で叫さけんだ。

　背せ中なかを向けたまま、決して振ふり向こうとしない。

「だから一人で、ケジメをつけに行く、か」

　百川は息をついた。どうしてこう、自分に似にているような奴やつが、いっぺんに自分のまわりに来たのだろうか。

「──あの黒い宝ほう石せきが原げん因いんか？」

　わずかに震ふるえた翼から、イエスだとわかる。

「そうなら、俺だって少しは関係者だ」

「………」

「それに──。おまえは、同情じゃないよ。同情じゃない。俺は、可哀かわい想そうだからおまえのところに来たわけじゃない」

　百川は、少しためらわれたが、勇気を出して逆立った翼に触ふれた。

　ビクン、と彩の肩かたが吊つり上がった。

「俺たち、約束しただろ？　言葉でしたわけじゃないけど、一いつ緒しよに頑張ろうって。俺のことも守ってくれるって、あれって噓うそだったのか？　おまえが言ったことだぞ」

　百川は一人で話をつづけた。

「俺だって、辛つらいことあるよ。だけど、芹也がいて、奈生がいて……。おまえがいてくれれば頑張れると思う。おまえとは短いつきあいだけど、あの時だって、二人して捕まった時だってなんとか乗り切っただろ？」

「乗り切ってなんてないよ……。百川は捕まってばっかりで。あたしは自分で逃げ出そうとしたんだから」

「ああ、助けに来てくれたよな。嬉うれしかったよ」

　思い出して、百川は笑った。

　彩の肩から力が抜ぬけていく。逆立っていた羽根が、静かにしなだれた。

　百川は、わざとらしく呆あきれた声で、

「あーあ。せっかくの白い翼が、すっかり汚よごれちまったな。落ち着いたらどっかで綺き麗れいに洗あらわないとな」

「……洗ってくれる？　あたしの自じ慢まんの翼」

　彩が、おずおずとたずねた。

「洗ってやるよ。めんどくせぇけど、今度だけは特別だ」

　短い沈ちん黙もくを経へて、振り向いた彩が百川に抱だきついた。

　彩は、ありがとうと言えなかった。

　ごめんなさいとも言えない。

　言葉は、なにも口から出すことができなかった。

　彩は大声で泣いた。

　たまっていた孤こ独どくが、いっぺんに押おし溢あふれた。

　百川は受け止めながら、彩の体温で癒いやされる自分を感じていた。

　涙なみだが戦う強さへと変わっていくように、しっかりと百川は彩を抱きしめた。




「……どうやら香港ホンコンに帰るのは、まだしばらく先のようだな」

　突つき出た岩に腰こしかけ、芹也は天上の星を見つめた。

　彩と百川のことだ。明日になれば何事もなく喧けん嘩かするのだろうが、せっかく今は気持ちを通わせている。

　茶ちや化かしたり邪じや魔まをするのは野や暮ぼというものだ。

「しかし──」

　燃ねん料りよう補ほ給きゆうに立ち寄よっただけのカトラス市から、まさかこんな風に事じ態たいが進しん展てんするとは予想もしていなかった。

　水上飛行機はカトラスの郊こう外がいに置いたままだった。

　ここまでの騒さわぎになった以上、ひょこひょこと戻もどっては、捕つかまえて下さいとお願いするようなものだ。残念だが、飛行機はあきらめるしかないだろう。

　だけど、居いあわせてよかったと思う。

　たくさんの天使を救うために、少しは力になれた。

「となれば──。南に下って、あとは船か」

「あーあ」

　空に浮うかんでいた奈生が、大きなため息をついた。

「どうした、奈生？」

「ったくさあ。もうすぐ料理が完成するところだったのに。スパイシーな香かおりが、すごい美お味いしそうだったのになあ」

「いいなあ、おまえは。どこへ行っても楽しむことができて」

　親友のマイペースっぷりに、つい芹也は苦く笑しようした。

「まあね」

　奈生は、頭のうしろに手を組むと、

「次はガリアなんだろ？　俺、行ったことないんだ。楽しみだよねー」

　すっかり旅モードである。

「楽しみだな。……本当に」

　そこには、なにが待っているのだろうか。考えて芹也は暗い気持ちになる。辛い戦いの気配を、ひしひしと感じていた。

　一体、神は、自分にどのような試練を与あたえようとしているのか。

　いや、芹也ではない。

　これは、彩の試練なのだろう……。

　神の使徒ならぬ身の芹也に、神の深しん遠えんたる意図などわかるはずもなかったが。

　天使はもはや、神に選ばれた特別な存そん在ざいではなかった。

　今、大地に墜おちた天使は必死に生きている。

　イーアを見て、ハーシェを見て、彩を見て、そのことを芹也は思い知った。

　天使は、どうなっていくのか。

　わからない。

　だけど芹也は、自分が天使であることの誇ほこりだけは捨すてないようにしようと、あらためて心の中に誓ちかった。かつて、特別な存在だったからではない。天使だからこそ、芹也は戦うことができた。そのことを誇りにしようと思った。

「前向きになろう、俺も」

　旅は、世界を見つめる、世界のことを考える、いいきっかけになるだろう。

「世界──。か」

　もしかしたら、見つかるのかも知れない。

　必死に生きている天使たちを救うことのできる、なにか。

　──なにか。

　本当に、まだ、全然。さっぱりわけがわからないが。

　芹也はこの時、はじめて、広い世界の中で生きている自分を感じた。

　なにはともあれ、まずは微笑ほほえむ。

　頰ほおの筋きん肉にくを緩ゆるめて、いつでも笑えるようにした。

　謝しや罪ざいできなかったかわりに、芹也は、彩の前で笑顔を見せようと誓った。

　なにより旅は楽しむに限かぎる。

　戦いは……旅の果て。

　しばらくは正体を隠かくし、人間のふりをして進むことになる。

「金がいるな。服も買いたいし、非ひ常じよう食と船ふな賃ちんもいるか」

「だいじょーぶ。金ならちゃんとあるよ」

「あるのか？」

「俺おれがカトラスで戦った連中、なんかはぶりがよくてさ。ひと財ざい産さんできたよ」

　奈生は、シティガードから奪うばった財さい布ふをぴらぴらと見せた。中には、ガリア紙し幣へいがたくさん入っている。

「よく財布を抜ぬき取っている暇ひまがあったな、戦いの中で」

　芹也は感心するより先に呆あきれた。

「だからまあ、芹也は安心して旅路を考えなよ。俺たちは三人──今は四人でチームなんだから。お金のことは俺に任まかせときなよ」

「おいおい。ありがたいけど、あまり一いつ般ぱん人に迷めい惑わくをかけるなよ」

「大だい丈じよう夫ぶ。俺は義ぎ賊ぞくさ」

「ははは」

　芹也は笑って、小さな声でつぶやいた。

「……俺も、逞たくましくならないとな」

　きき取れなかった奈生が、「ん？　なに？」と眼めを開いてたずねた。

「なんでもない」

　芹也は笑って、

「ただ、いい相あい棒ぼうの見つかった百川のことが、少し羨うらやましくなっただけだよ。ああいうのは男同士じゃ無理だからな」

　芹也は、岩に座すわったまま背せ筋すじを伸のばし、あらためて星空を見上げる。




「ねえ、百川」

　百川の胸むねの中で、彩が甘あまえた声を出す。

「ん──」

　百川もまた、芹也と同じように星空を見上げていた。祈いのりをかけるように、一番明るい星を見つめる。

「あたしたち、相思相愛のアツアツ夫ふう婦ふだよね？」

「はぁ？　なに言ってんだおまえ。ばーか」

　百川は楽しく笑う。

　悪意はなかったが、彩の頰はあっという間に熱膨ぼう張ちよう。次の瞬しゆん間かんには、力任まかせに百川を突つき押した。

　彩は立ち上がると怒いかりも顕あらわに叫さけんだ。

「もう、どうしてそーゆーこと言うかな！　こんなにアツアツなのに！　ちゃんと愛してるって言ってよ！」

　百川に返事はできなかった。

　というより、彩の言葉をきくこと自体が無理だった。

　完全に油ゆ断だんしていたところを全力で押されたので、百川はうしろにひっくり返ってそのまま川に落ちたのだ。

　夜空に舞まった水みず飛沫しぶきのかけらを彩は目の前に見た。

「あぷっ！　あぷっ！」

　百川は早い流れに吞のまれた。

「あ……」

　彩は呆ぼう然ぜんと立ちすくんだ。やがて小さく笑うと、そのまま腹はらを抱かかえてケラケラと大笑いをはじめた。

「あははは！　バーカだぁ！　百川ってばまぬけー！」

「テメェ～！　真しん剣けんにぶっ殺すぞ～！　彩～！」

　どうにか顔を出して百川は怒ど鳴なった。

　しかし、流れにもまれたせいですぐに飛び上がることはできず、くるくる回りながら下流へと消える。

　遊園地のコーヒーカップに乗っているかのようだった。

「百川カッコよすぎ！　さいこー！」

　彩はますます大きな声で笑った。

　なんだかもう、おかしくてしょうがなかった。目め尻じりからこぼれた一筋の涙なみださえ、彩は笑いながら拭ぬぐった。

「この野や郎ろうふざけやがってぇぇぇぇぇ！」

　遠くから百川の怒号が響ひびいた。

　星明りの中。朝までの喧けん嘩か大会が、はじまろうとしていた。







　あとがき







　突然ですが、今日は土曜日です。

　近所のパン屋でクリームパン半額デーなのです！

　さっそくゴー！

　………。

　くぅ、たまらん！

　なんていうのかなあ、作りたてのパン独特の、香こうばしき嗅きゆう覚かくへのアプローチ！

　そして、表面はかりっと、中はふわふわ、食べれば口の中でとろりんな生き地じ！　しかも作りたてだから暖あたたかいぞ！

　さらに！

　すでに陶とう酔すい状態の私にとどめを刺すかのごときクリーム怒ど濤とうのラッシュ！

　ラッシュラッシュ！

　口の中に広がるこの感覚はなんだ!?

　なんと表現すればこの感動をみんなに伝えられる!?

　わからん！

　ああどうしてもわからん！

　ごめんよ、みんな…………。

　というわけで、

　最高にノってるところであとがきを書いている高瀬です。

　こんにちは、あるいは、はじめまして、です。

　さて、みなさまのおかげで攻撃天使の二巻を出すことができました！

　二巻……ではありますが、

　この二巻「ブラックダイヤモンド」から手にとってくださった方にもできるだけ優やさしく書きました。あとがきから先にお読みのそこのあなた、そういうわけなのでぜひ一度ご賞味を～。

　そうすればきっと、「ブラックダイヤモンド」が石炭のことではないとご理解いただけるはずですっ！（笑）

　そしてそして！

　はたして百川はこの二巻でクリームパンを食べることができているのか!?

　その謎もきっと……（※……決して本題ではありません）。

　なにはともあれ、あとがきです。

　ただ、あとがきから読む方がいることを前提で書いているので、あとがきというより作者独り言コーナーです。

　とはいうものの、作品についてをいろいろと書いてみたりもしていました。

　が！

　恥ずかしかったので消しました（苦笑）。

　でも、もう一度トライ……。

　攻撃天使では、愛や友情や苦悩や喜びや、挫ざ折せつや展てん望ぼうや、未来や、そういう青春ちっくなところも大切にしたいと思っています。

　もちろんバトルものなので、今回も恐るべき敵と百川たちは戦っております。

　そして再び、世界を巡めぐる争いへと引きずりこまれていくわけですが……。

　そんな中でも。

　やっぱり、まだ若い彼らです。

　出会いと別れの中で、いろいろとあってしかるべきなわけで。

　喧けん嘩かすることもあるでしょうし、ラブラブなこともあるでしょうし。

　尊敬できることも軽蔑することも、あるでしょうし。

　教えることも、教えられることも、あるでしょうし。

　そうして生まれた人々とのつながりが、彼らの成長が、やがて世界を動かす大きな力になっていく過程を大切にしたいと思っております。

　と、言っても。

　はい。

　つづきが書けるかどうかは、もちろんみなさまのご支し援えん次し第だいです。

　一巻の発売後には、たくさんのお手紙をいただき本当にありがとうございました。

　どうにも手紙に慣なれていない私は、いただいたお手紙をとても励はげみにした反面、なかなかお返事ができず……申し訳ありません。

　書くことはしたのですが、これがまたどうにも出すのが恥ずかしくてさ……。

　あーどしようどうする自分！

　と、ポストの前で身み悶もだえしながら悩んだ挙句、今は静かに机の中ですやすや冬眠中という始末っぷりです。。。。

　なにより期待に応こたえるため、執しつ筆ぴつを頑がん張ばっている昨さつ今こんです。

　でも、そういうわけで、こうして二巻を出すことができました！

　三巻の執筆はすでに進んでおりますっ！

　執筆は……。

　進んでいます……。

（なぜ「……」なのかとはきかないように！）

　出せるかどうかは、ひとえにみなさまのご支援次第です。

　この高瀬に、ひとつ、清き一票をと政治家かキサマはっっ！

　………。

　ふう。

　まあ、ひとつクリームパンでも食べて、気を取り直して。

　あー、しかしホント、

　百川とちがって、自由にクリームパンをほおばることのできる私は、けっこうな幸せものです。

　いつかは百川にも好きなだけクリームパンを食べさせてやりたいね～。

　と、言いつつ、

　二巻のあとがきをしめさせていただきます。

　またお会いできる日を楽しみにしつつ……。




　春が近いうららかな土曜の午後より、高瀬ユウヤでした。










攻こう撃げき天てん使し２




～ブラックダイヤモンド～








高たか瀬せユウヤ
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